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「班長って不倫してるんすか？」

　同僚の堀ほり切きりが唐突に口にした質問に、小こ暮ぐれ音おと也やはぎょっとした。

　場所はごく庶民的な居酒屋である。十月に入って初めての金曜の夜とあって、店内は賑にぎわっていた。アルコールが入って気分の良くなった酔すい客きゃくたちが大きな声で会話している。

　が、音也の正面にいる班長の耳に、堀切の質問はきちんと届いたらしい。笑みを浮かべていた顔があからさまに強こわ張ばる。

　音也はどっと全身に冷や汗が噴き出るのを感じた。

　なんで今そんなこと聞くんや……。

　午後七時くらいに店に入って一時間ほどが経たった。今の今まで和なごやかに飲んでいたのに、なぜ突然不倫の話を持ち出すのか。

　焦あせる音也をよそに、堀切はあっけらかんと続ける。

「先週、レストランバーのカウンターで二十五、六くらいの女の人と一緒にいましたよね。まさか娘さんってことはないし、すげぇ親密そうだったから不倫なのかなーと思って」

　一週間ほど前、割引券があるからと堀切に誘われて行ったレストランバーで、音也も班長と若い女性を目にした。ちなみに四十すぎの班長は既き婚こん者しゃである。どう見ても浮気現場だった。

　堀切は、あれ絶対浮気っすよねと言っていたが、その後は特に何も言わなかった。だから、もう忘れたのだろうと思っていたのに。

「いや、まさか。僕は先週は外食してないし、見間違いじゃないのか」

　班長はひきつった笑いを浮かべた。しかし額にはじっとり汗が滲にじんでいる。

　一方の堀切は悪びれた様子もなく、えー、と声をあげた。

「俺、視力は両方奇跡の二・〇なんですよ。暗がりでも見間違えたりしないけどなあ。小暮さんも見ましたよね。あ、でも小暮さんは目が悪いからはっきり見えなかったか」

　堀切だけでなく班長にも視線を向けられ、音也はごくりと息を飲み込んだ。

　なんで俺の名前を出す……。

　どんな顔をしたらいいのか。何か言った方がいいのか。言うとしたら何を言えばいいのか。もしくは黙っているべきか。どうすればいいかわからなくて、自然と手が作業着のズボンのポケットに入った。そこに忍ばせた小さな地図を無意識のうちに握りしめる。

　どうしよう。どうしよう。どうしよう。

　ドクドクと心臓が不穏な音をたてている。冷や汗が止まらない。

　ははは、と班長がふいに笑ったので、ビク、と全身が強張った。

「やっぱり見間違いだよ、世の中には三人似てる人がいるっていうだろ。それは僕じゃない」

「えー、そうですかね」

「そうだ。じゃあ、そろそろお開きにしようか」

　班長は唐突に立ち上がった。

　えー、と堀切はまた呑のん気きな声をあげる。

「もうですか？　まだ八時じゃないすか」

「明日も仕事だろ。もう帰って明日に備えた方がいい。じゃ、お疲れ」

　言いながら班長は伝票を手にとった。そしてそそくさと出入り口の側そばにあるレジに向かう。ご馳ち走そう様さまでーす、と堀切がその背中に声をかける。

　音也もご馳走様ですと言おうとしたが、声が出なかった。どっと全身の力が抜ける。背もたれにぐったり体を預けている間に、堀切はジョッキのビールを飲み干した。

「明日、仕事があることなんてわかってますよねえ。小暮さんが東京に来て初めて現地調査に出るから馴な染じめるようにって、班長が飲みに誘ってくれたんだもん」

　音也が勤める地図製作会社は、戸こ別べつ名めいを表示した住宅地図と、道路地図を作成している。中規模の会社だが、地図製作会社としては老舗しにせだ。

　入社してすぐ住宅地図の部署に配属になり、大阪の事務所に三年勤めた後、今年の四月に東京へ異動になった。大阪にいた頃は、街へ出て現状を調べる調査班に属していたが、東京に出てきた今は調査計画を立てる係を任されている。しかし現地調査が予定より遅れているため、明日の土曜だけ調査班を手伝うことになったのだ。

　どうにか新しい環境に馴染もうとがんばってはいるものの、まだぎこちない音也を気遣って、調査班の班長が飲みに誘ってくれた。おまえら仲いいみたいだから、と調査班所属の堀切も誘ったのが班長の運のつきだ。

「自分が誘ったのに、なんで急に帰っちゃうかなあ」

　堀切はさも不思議そうに首を傾げる。

　それはおまえが不倫とか言い出したからやないんか……。

　そうは思ったけれど口には出さなかった。否いな、出せなかった。堀切に悪意がないのがわかっているからだ。

　堀切はさっぱりとした明るい男だが、怖いもの知らずというかなんというか、とにかくタイミングが悪い。人見知りで話し下べ手たな音也は振りまわされっぱなしだ。音也の周囲には、なぜか堀切のようなタイプの人間が少なからずいる。

　場所が変わったら、縁がなくなるかもしれんと思おもたんやけどな……。

　無理か。なにしろ唯一の兄弟である弟、それに一番の親友だと思っていた男が、ありえないほど間まが悪かったのだから。

「あれ？　小暮さん顔色悪いすね。酔いました？」

「……いや、酔うてへん」

　漸ようよう答えると、そうっすか、と堀切はあっさり頷いた。

「どうします？　俺らも帰ります？」

「ああ……」

「じゃあ帰りましょっか」

　皿に残っていた唐から揚あげをもりもりと頰張って、堀切は席を立った。

　音也もどうにかこうにか立ち上がる。ポケットの中で握りしめていた地図は、くしゃくしゃになっていた。

　めっちゃ疲れた……。

　早く帰って地図を見たい。できれば、国土地理院が作っている最新の地形図がいい。眺めていると、行ったことがない土地へ行った気分になれる。山や谷や川、そして街の成り立ちを考えるのも楽しい。

　しかしそれ以上に、地図は噓をつかない。唐突に変化して、音也を驚かせたり困らせたりしない。ただ現実をありのまま描いてある。そこが好きだ。

　音也が幼い頃から、地図はこれ以上ないほどの安心感を与えてくれた。だから常にポケットに入れ、困ったことがあると現実から逃避するために取り出して眺めた。二十五歳の社会人になった今、脈みゃく絡らくもなく地図を広げるわけにはいかないが、ポケットに入れる癖だけはそのまま残っている。

「でもあれ絶対不倫だよなー。小暮さんもそう思いますよね」

「や、さあ……。お、俺は、ようわからんかったな……」

　店を出た途端にまた蒸し返した堀切に、しどろもどろで答える。

「不倫なんてやめた方がいいのになあ。子供さんだっているのに、奥さんにばれたらどうすんだろ」

「そら、えらいことになるやろな、たぶん」

「なりますよねえ」

　ひょっとして堀切君なりに心配してるんやろか……。

　内心で首を傾げながら駅の方へ歩き出した次の瞬間、背中に誰かがぶつかってきた。けっこうな衝撃にたたらを踏んだものの、どうにか転ぶのを堪こらえる。

「あ、ごめんなさい」

　聞き覚えのある男の声に、ギクリと体が強張った。

　思わず振り返った音也の視界に飛び込んできたのは、見覚えのある端整な面おも立だちだ。

　その顔に驚きの表情が広がる。音也、と呼ぼうとしたらしいが、男はまた突き飛ばされた。今度は誰にもぶつかることなく、どっとアスファルトに倒れ込む。コントでもこうはいくまいという見事な転倒だ。

「この優柔不断野郎！　死ね！」

　男を二度突き飛ばした挙あげ句くに怒鳴ったのは、二十歳くらいの青年だった。こちらの男には全く見覚えがない。

　通りを行きかう酔すい客きゃくたちが注目する中、彼は振り返ることなく駆け去ってゆく。

「いってー……」

　呆あっ気けにとられて男の後ろ姿を見送っていた音也は、小さなつぶやきに我に返った。

　道路に座り込んだ男は、血が滲んだ掌てのひらにふうふうと息を吹きかけていた。涼しげな二ふた重えの双そう眸ぼうは痛みに眇すがめられている。スラリと伸びた体はブルゾンとジーンズに包まれていた。靴はスニーカーだ。少々老ふけた大学生に見えないこともない。

「わー、痛そう。大丈夫すか？」

　人懐っこい堀切が、わざわざしゃがみ込んで尋ねる。

　男はニッコリ笑った。

「大丈夫です。ありがとうございます」

「何があったかわかんないけど、死ねって言っちゃだめだよねえ」

「いや、まあ僕も悪かったから」

「あ、お兄さん関西の訛なまりだ。俺の先輩も大阪出身なんですよ。ねえ小暮さん」

　声をかけられて、音也はハッとした。

　物もの凄すごく間の悪い後輩と、絶望的にタイミングの悪い親友──もとい、元親友が、仲良く並んで見上げてくる。

　──あかん。

　音也はポケットの中の地図を触るより先に、くるりと踵きびすを返した。そのまま一いち目もく散さんに走り出す。小暮さん！　と呼ぶ堀切の声が追いかけてきたが、立ち止まらなかった。

　そういうたら、四年前の今日やったんとちゃうやろか。

　弟が女として生きてゆくと宣言し、親友だと思っていた男に恋愛の意味で好きだと告白されたのは。










　四年前の秋。大学四年だった音也は、まだ内定をもらえていなかった。

　国土交通省の国土地理院で働くのが幼い頃からの夢だったが、ばかげて高い競争率の公務員試験を勝ち抜く自信がなかったため、民間の地図会社を受けた。とはいえ当時は不況の真っ只中で、公務員試験に負けず劣おとらず就職活動も厳しかった。

　他の業種も受けたらどうやと大学の就職支援員に言われたものの、地図に関連する仕事以外やれる気がしなかった。正直、社会と自分をつないでくれるものが地図しかなかったのだ。しかしなかなか内定がもらえず焦っていた。

　中学一年のときに父が病死し、栄養士として働いていた母が女手ひとつで音也と弟の心しん也やを育ててくれた。そんな母に負担をかけまいと、実家から通える公立大学に進学し、ほとんど人と接しなくてもいいという理由で選んだ配送のバイトに励はげみつつ単位を取った。

　が、就職できなければ話にならない。家に多少なりとも給料を入れ、当時高校三年だった弟の進学費用の足しにしてもらおうと思っていたが、このままでは自身の生活も危うい。なんとしても内定をもらいたいと必死だった。

　同じ社会学部の学生だった矢や野の麦むぎ人ひとはといえば、既に地元の私鉄会社から内定をもらっていた。

　麦人とは、大学の入学式で隣に座ったことがきっかけで親しくなった。知らない人だらけでガチガチに緊張していた音也に、明るく声をかけてくれたのが麦人だ。優しげで端整な容よう貌ぼうなのに、なぜかあまり目立たず、それが逆に好印象だった。音也がしどろもどろになってしまったり、どう接していいか悩むあまり無愛想になってしまっても、全く気にする風はなかった。

　親しくなってから知ったのだが、彼はいわゆる鉄道マニアだった。正確には駅メロマニアで、列車が発車することを知らせる発車メロディをはじめ、列車の接近を伝える接近メロディや、車内放送の前後に流れる車内チャイムまで、ありとあらゆる駅のメロディを把は握あくしていた。

　地図には鉄道の路線も描かれており、都市の開発に深く関わっている。だから音也も鉄道には多少は詳しかったので、話が合った。

　麦人はその外見と同じく、穏やかで優しい男だった。好きな駅メロに関して多た弁べんになる点は「オタク」だったが、清潔で洗練された出いで立たちは「オタク」に見えず、女性にもてた。なぜか恋人はいなかったが、社交的な性格だったので、男にも好かれていた。人付き合いが苦手で男友達すら少なかった音也にも、どういうわけか好意的で、いつのまにか一番の親友になっていた。

　音也、ちょっと人見知りなだけやろ。真面目やし優しいし、約束したことはちゃんと守ってくれるし、僕は凄く付き合いやすいけどなあ。

　ニコニコと笑いながら言われて悪い気はしなかった。

　なかなか内定がもらえない音也を、さりげなく励ましてくれたのも麦人だ。

　音也やったら大丈夫や。音也のええとこをわかってくれる会社が絶対あるて。

　別の誰かから励まされたら厭いや味みに聞こえたかもしれないが、本当に心配してくれていることがわかったので嫌な気分にはならなかった。麦人と友達になれてよかったと心底思ったものだ。

　けど、あいつの好きは俺が思てた好きと違ちごた。

　その日、たまたま講義も面接もなかった音也は、一人家にいた。母は仕事、弟は高校へ行っていて留守だった。

　そこへ内定を知らせる連絡があった。もちろん嬉しかったが、それ以上に安あん堵どした。これで、母さんと心也を頼むと言い残して亡くなった父に顔向けができる。早さっ速そく、母と弟と麦人に内定がもらえたとメールを送った。

　麦人からはすぐに、おめでとう、よかったなと返信があった。母からも昼すぎにおめでとうとメールがきた。今日は早はよ帰るから心也と三人でお祝いしよう。弟からの返信はなかったが、授業中で電源を切っているのだろうと考えて気にしなかった。

　玄関のドアが開いたのは、夕飯の準備をしていたときである。父が亡くなってから、忙しい母を助けるためにときどき料理をするようになっていた。

　ただいまという声が聞こえなかったのでおかしいなと思っていると、真っ青になった母と大柄な女の子がリビングに入ってきた。否、フリルたっぷりのピンク色のワンピースを着て濃い化粧をしたボブカットの彼女は、女の子ではなかった。弟の心也だった。

　音也も心也もキリッとした顔立ちの父似だった。その上、心也は音也より長身で、体も一まわり大きかったから、正直全く似合っていなかった。

　後で母に聞いたのだが、就職祝いに音也が好きなケーキを買うために立ち寄った繁華街で、女装の心也に出くわしたそうだ。

　啞あ然ぜんとしている音也に、弟は言った。

　兄ちゃん、私、高校卒業したら女として生きてくから。

　その言葉を聞いた母は泣き崩れた。母が泣くのを見たのは、父が死んだとき以来だった。弟の変へん貌ぼうがどんなにショックだったか、容易に知れた。

　母さん、泣かんといて。母さんと兄ちゃんと……、父さんにも申し訳ないけど、これがほんまの私やから。

　震える声で言うなり、弟も泣き出した。

　音也はただ立ち尽くした。ふいに竜たつ巻まきに襲われ、家も家財も何もかも粉々に砕くだかれたような気分だった。就職が決まった喜びも安堵も、全部吹き飛んでしまった。

　その後、各おの々おのの部屋に引っ込み、それ以上は話し合うことはなかった。本当は長男である自分が母と弟の間を取り持つべきだったのだろう。しかしただでさえ口下手な音也は、何も言えなかった。

　心也があんなになったんは俺のせいやろか。

　弟は幼い頃から明るい性格で、男女問わず友達もたくさんいた。ただ、虫とりや野球やサッカーには興味を示さず、女の子たちとままごとや人形遊びをするのが好きだった。ピンク色が好きで、服も持ち物もピンクのもの──その多くは女の子向けに作られたものだった──をほしがった。

　俺かてスポーツとか漫画とかゲームより、地図が好きやった。

　五歳のときから毎年、誕生日プレゼントは様々な種類の地図を強ね請だった。筋金入りの地図オタクだ。

　心也はたまたまままごとが好きで、ピンク色が好き。自分はたまたま地図が好き。二人とも、ちょっと人と違う趣味の変わり者。それだけのことだと思っていた。

　いや、そう思いたかっただけか。

　心のどこかでは、心也が自分の体に違和感を抱いていると気付いていたかもしれない。そんなはずはないと無意識のうちに可能性を否定していた。

　やっぱり俺のせいか。俺がもっと早はよう相談に乗ってやってたら、極端なカミングアウトにはならんかったかもしれん。母さんも心也も、あんなに泣くことはなかったかもしれん。

　いずれにせよ、今更気付いても遅い。

　地図を見ても少しも心は晴れなかった。そんなことは生まれて初めてで悶もん々もんとした音也は、母とも弟とも顔を合わさずに家を出た。向かったのは麦人が一人で暮らすアパートだ。

　地図があかんのやったら、もう麦しかない。

　麦人と話せばきっと落ち着く。弟が女として生きてくて言うねんとはいくらなんでも話せないが、とにかく会って他た愛わいない話がしたい。

　麦人と会って更なる混乱に陥おちいることになるなんて、そのときは欠片かけらも想像しなかった。










　土曜の朝の事務所に同僚たちの姿はまだなかった。暖房をつけるほどではないが、少しひんやりとしている。

　音也はデスクの上のカレンダーを眺めた。寝不足の目に、朝日に照らされたカレンダーが眩しい。

　やっぱり四年前の昨日や。

　もう四年も経たったのかと驚くのは、あの日の記憶がいまだに鮮明なせいだ。迎え入れてくれた麦人の笑顔を、今もはっきり思い出せる。

「おっはようございまーす！」

　無闇に明るい声が聞こえてきて、音也はハッと我に返った。事務所に入ってきたのは堀切だ。

「小暮さん、早いすね！　てか、なんで昨日逃げちゃったんですか」

「や、別に、逃げてへん。急に用事を思い出したんや」

「ほんとですかぁ？　あ、昨夜ゆうべ死ねって言われて突き飛ばされた人、矢野さん。小暮さんの大学の同級生だったんすね」

　矢野という名に、我知らず体が強張る。

「なんで名前……」

「名刺交換したんす」

　ええっと音也は思わず声をあげてしまった。

「な、なんで取引先でもないのに名刺交換したんや」

「えー、別にいいじゃないすか、いい人そうだったし。それに小暮さんの友達だったらちゃんとした人でしょ」

　けろりと言われてどう返していいかわからずに黙っていると、堀切は隣のデスクに腰かけた。

「矢野さん、卒業してから一回も小暮さんと会ってないって寂しそうにしてましたよ。まあずっと東京で働いてるから仕方ないとも言ってたけど」

「え、ずっと？　ずっとていつから？」

「そこまでは知りませんよ。でもけっこう東京に来て長いみたいでしたよ。俺としゃべってたときは、あんまり関西の訛りもなかったし」

「そ、そんなはずないやろ。麦、関西の第一希望の会社に内定もろてたんやから」

「俺に言われても。小暮さん、矢野さんと友達なんでしょ。矢野さんがどこで働いてるか知らないんすか？」

　音也は言葉を失った。知っているわけがない。四年前のあの日以来、麦人とは口をきいていないのだ。数少ない大学の共通の友人とも、麦人の話はしなかった。電話で話すのはもちろん、メールも年賀状も送っていない。麦人はあらゆる手段を使って連絡してきたが、ひたすら避けた。

　あの日にあんなこと言うた麦が悪い。

　夜中の突然の来らい訪ほうにもかかわらず、麦人は温かく迎え入れてくれた。弟のことは頭の隅に追いやって発はっ泡ぽう酒しゅを飲んで、どうでもいい話をして笑い、少し気が楽になった。何も解決していないけれど、とにかく麦人に会いに来てよかったと思った。それなのに。

　音也が好きやねん。友達としてやのうて、恋愛の意味で。せやからこれからは、恋人として付つき合おうてほしい。

　アルコールが入っているとは思えない、真剣な口調と表情だった。だから冗談やろと笑い飛ばすことができなかった。

　しかし受け止めることもできなかった。弟の告白でいっぱいいっぱいだったせいで、裏切られた気持ちになった。

　今日という日に、おまえまでそんなことを言うのか。

　気が付けば涙がこぼれていた。

　え、あっ、ごめん。そんな嫌やったか？

　焦る麦人を、音也はにらみつけた。

　そ、それを、俺に言うてどうするつもりや……。お、俺が、おまえ以外にほとんど友達おらんから、受け入れると思たんか？　おまえが、そんな勝手な奴やと思わんかった。さ、最低や！　この変態！　俺はおまえとは違う！

　カッとなって怒鳴った自分の言葉を思い出し、苦いものが胸に湧わく。

　あれは八つ当たりだった。弟のカムアウトで混乱していた気持ちを麦人にぶつけたのだ。

　告白された後、麦人を無視したのは、もちろん腹立ちもあった。人生で初めてできた親友と思っていた男に、友と思われていなかったことがショックだった。

　しかし同時に、八つ当たりをしたことが決まり悪くて、麦人に向き合えなかったのも事実である。

　そんな音也の気持ちなど知る由よしもない堀切は、あっけらかんと言った。

「知らないんだったら自分で聞いたらいいじゃないすか。あ、矢野さんの名刺見ますか？」

「え、いや、ええよ」

　堀切が作業着から財布を出そうとするのを、慌てて止める。

「なんでですか。どこに転職したのか気になるんでしょ」

「や、別に気にならんし……」

「もー、意地張らないでくださいよ」

　困った人だなあという風に見下ろされ、音也は途方に暮れた。

　俺からしたら、おまえの方が困った人なんやけど……。

　まるで不倫しているのかと班長に尋ねたことを忘れてしまったかのようだ。

　そういえば昨夜の麦人も、四年前の出来事などなかったかの如ごとく声をかけようとしていた。まさか面と向かって変態と罵ののしられた過去を忘れたのだろうか。

「小暮君、堀切君、早いな！」

　社員が何人か事務所に入ってきた。昨夜、居酒屋で別れた班長もいる。

　内心びくびくしながらも、音也はおはようございますと挨あい拶さつをした。堀切も何事もなかったかのように、ではなく、本当に自分が何を言ったのか忘れてしまったように、おはようございます！　と元気よく挨拶をする。班長は一瞬、戸惑ったような顔をしたが、おはようと返してくれた。

　内心でほっと息をつく。このまま堀切さえ不倫の話を持ち出さなければ、気まずくはならないだろう。

　昨日、麦人に会ったのは事故のようなものだ。なかったことにすればいい。

　もっとも四年前の出来事は、忘れようとしても忘れられないのだが。










　音也は麦人の告白を忘れようとした。

　が、ふとした瞬間に想像することが何度もあった。

　麦人の告白が、弟がカムアウトしたあの日ではなかったら？

　俺はどうしたやろ。

　そもそも音也は初恋もまだだった。幼い頃から人間にあまり興味がなく、当然ながら小中高大と学生時代に恋人がいたことはなかった。ちなみに今の職場には少ないながら女性社員もいるが、十以上年上の既婚者ばかりだったせいもあり、社会人になってからも恋愛とは無縁である。

　にもかかわらず、恋人がほしいという欲求はなかった。特に予定のない休みの日でも、地図を眺めていれば満足だった。だから正直、恋愛感情がどういうものかよくわからない。

　もし弟がカムアウトした日とは別の日に告白されていたら、戸惑いはしただろうが、罵ることはなかったと思う。

　せやかて麦は特別やった。

　男女関係なく、一緒にいてあれほど居心地の良い相手は初めてだった。

　だからきっと考えた。自分は麦人をどういう風に好きなのか。友情なのか、恋愛なのか。

　そこでいつも、音也は想像するのをやめる。

　麦人は現実に、弟が女として生きると宣言し、混乱していた日に告白してきたのだ。

「もしも」を想像しても意味がない。










　莫大な人口を抱えた東京だが、人の出入りは激しい。人が変わるということは、街も変わるということだ。刻々と変化してゆく街の姿を調べる作業はおもしろい。

　コミュニケーションが苦手な音也だが、仕事中に話すのは地図のことである。地図を介すれば比較的スムーズに人と接することができるため、調査は滞とどこおりなく済んだ。

「遅れが取り戻せてよかったすね」

　嬉しそうに言った堀切に、ああと頷く。

　連れ立って事務所を出ると、日は西に傾いていた。緩ゆるく吹いてくる風は冷たい。

「腹減ったなあ。小暮さん、何食べます？　俺牛丼な気分なんすよ。牛丼でいいっすか？」

　ああ、うん、と音也は曖あい昧まいに返事をした。

　なんで一緒に食べることがもう決まってるんやろう……。

　特に予定もないから一緒に食べてもかまわないが、できれば夕食の時くらい一人でゆっくりしたい。

　腑ふに落ちないものを感じつつも歩き出したそのとき、音也、堀切君、と呼ばれた。

　振り返った先にいたのは、ジャケットに綿めんのパンツという軽けい装そうの男──麦人だった。

「あ、矢野さん、こんばんは！　小暮さん、ちょうどよかったじゃないですか。俺先に帰りますからちゃんと仲直りしてくださいね。それじゃ、お疲れ様でした！」

「え？　ちょ、堀切君！」

　素早く踵を返した堀切は、何を思ったのか両目をぎゅっと閉じてみせ、あっという間に駆け去った。

　今の、ひょっとしてウィンクか……？

　呆然と突っ立っていると、音也、と呼ばれた。そろそろと麦人の方を振り返る。

　彼は困ったような笑みを浮かべて歩み寄ってきた。

「久しぶり」

「……うん」

「普段から眼鏡かけてるんや」

「あ、うん……」

　音也は指先でセルフレームの眼鏡に触れた。そういえば、学生の頃は講義の時間しかかけていなかった。

「東京に転勤になったんやな」

　柔らかな声は四年前と変わらない。

　眼鏡に触れていた手を下ろし、作業着のポケットに入れる。昨夜、握りしめてしまったために皺しわだらけになった地図をきれいに引き伸ばした。それをまたしても強く握りしめてしまう。

「ああ、うん、今年の四月に……。む、麦も東京で働いてるんやろ」

「うん。駅メロを作る会社で働いてんねん。採用になったメロディもあるんやで」

「え、マジで？　どこの路線？」

　思わず尋ねてしまってから、音也はハッと口を噤つぐんだ。自分とこの男は久々に再会した旧友のように、ごく普通の会話ができるような関係ではない。

　麦は俺を恋愛の意味で好きなんや。

　反射的に体が引けた。

　音也の反応に気付いたらしい麦人は一瞬、傷ついたような顔をする。

　その顔を見て、またハッとした。

　四年前、麦人が突然告白してきたことは、いろいろな意味でショックだった。しかし音也が彼に八つ当たりをしたのは事実である。謝らなくては。

「あの、な、麦、四年前のことやけど──」

「ごめん！」

　麦人は勢いよく頭を下げた。

「いきなりコクって悪かった。あのタイミングで言うことやなかったよな。許してほしい」

　先に謝られ、音也は慌てた。

「お、俺も、ひどいこと言うて悪かった。ごめん」

　頭を下げると、麦人は驚いたように目を丸くする。

「そんな、音也が謝ることない。僕が悪かったんや」

「いや、俺もあんなこと言うべきやなかった」

　二人で頭を下げ合っていると、視線を感じた。事務所から出てきた同僚たちが、ちらちらとこちらを見ている。そういえば、ここは事務所を出てすぐの通りだった。

「よ、四年前のことは、お互いに悪かったいうことで。そしたら、元気でな」

「待って！」

　脇を通り抜けようとしたところを、はっしと腕をつかまれた。

　驚いて振り払おうとしたが、麦人の指は放れない。

「あのとき言うたことに噓はなかった。驚かせたことも、気持ち悪がらせたことも謝る。けどせっかく会えたし、また友達として付つき合おうてほしいねん」

「と、友達て、けど、おまえ……」

「あれから四年経ったんや。気持ちも整理できた。けど四年経って、音也以上に一緒におって楽しい奴はおらんて実感してん。あ、ちなみに僕、今カレシおるから安心して」

　カレシおるという言葉にぎょっとする。横を通りすぎた同僚が不審げにこちらを見ているのがわかった。

　ああ、麦はやっぱり間が悪い。

「わ、わかった。わかったから、とりあえず飯食いに行こう」

「え？　ええの？　また友達にしてくれるんか？」

「ああ、まあ、うん」

　とにかくこの場を離れたくて頷くと、麦人はさも嬉しげに笑った。

　大学生だった頃、この顔が好きだったと思い出す。他の友人たちには見せない顔だった。

　いろいろあったが、今見てもやはり嫌いではない。










　麦人と共に訪おとずれたのは、会社からほど近い場所にある定食屋だった。ランチを食べるために数回訪れたことはあるが、常連というわけではない。

　土曜の夕刻、店内は満員だ。音也は麦人と並んでカウンターの奥に座った。

「とりあえず生ビール二つと、唐揚げと温おんやっこと秋さ刀ん魚まと、あ、ポテサラがある。音也、ポテサラ食べるやろ？」

　壁に貼り付けられたメニューを見上げて尋ねてきた麦人に、うんと頷く。

　俺の好物、覚えててくれた……。

　学生時代も店員に注文するのは大抵麦人で、ポテトサラダがあれば必ず頼んでくれた。

「そしたらポテサラもお願いします」

　注文をとりにきたおかみさんは、はいよ、と愛あい想そよく返事をして厨ちゅう房ぼうに戻ってゆく。

　四年前、自分を好きだと言った男が、少し腕を動かせば触れるほど隣にいる。

　けど、嫌な感じはせん……。

　友達として、と先ほど麦人がはっきり言ったせいだろうか。

　音也はふと麦人がおしぼりをそろそろと使っていることに気付いた。彼の掌には絆ばん創そう膏こうがいくつか貼られている。

　そういえば昨夜、若い男に突き飛ばされて死ねと罵られた挙句、掌をすりむいていた。

「おまえ、大丈夫なんか？」

「大丈夫て何が？」

「昨夜のあれ。何か揉もめてたやろ？」

　ああ、と気の抜けた声を出した麦人は、恥じるように両手をカウンターの下に隠した。

「あれはまあちょっとしたトラブルや。たいしたことない」

　麦人はごまかすように笑った。

　音也の知らない笑い方だ。間違いなく四年が経ったのだと改めて実感する。

「けど、死ねて言われるようなトラブルはあかんやろ」

「う……、ごめんなさい」

「俺に謝ってもしゃあないやろ。おまえ自身の身が危ないて言うてんねん。気ぃ付けんと」

　思ったことをそのまま言うと、麦人はじっとこちらを見つめてきた。

「心配してくれるんや」

　やけに嬉しそうな物言いに、音也は急に居心地が悪くなった。麦人はやはり四年前に罵られたことを気にしているのだ。

「そらまあ……、あんなとこ見てしもたらな」

　目をそらして口ごもったというのに、ありがとう、としみじみ礼を言われた。

「お、俺に礼言うてる暇があったら、ちゃんとした方がええぞ」

「ん、わかった」

　素直に頷いた麦人は、ふと笑った。

「それにしても、堀切君が名刺交換してくれてよかったわ。おかげでまた音也に会えたし。ええコやな、堀切君」

「そ、そうか……？」

「あー、音也は堀切君、苦手なタイプ？」

「う……」

　言葉につまると、麦人は笑ってぽんぽんと頭を軽く撫なでてくれる。友達付き合いしていたときも、よくこうして撫でてもらった。

「まあ同僚やと避けるわけにもいかんわな。がんばってるんやなあ、音也」

　優しく褒ほめられ、懐なつかしいのと嬉しいのとで自然と頰が緩んだそのとき、ビールとポテトサラダが運ばれてきた。早速箸はしをとり、いただきますと手を合わせる。

　頰張ったポテトサラダはキュウリやにんじん、タマネギなどの野菜がたっぷり入っていた。あっさりして旨うまい。

「旨いか？」

　自分は食べずに見守っていたらしい麦人に、うんと頷く。

「そっか。よかった。そういや音也のお母さんのポテサラも旨かったなあ。ジャガイモのやつもやけど、サツマイモのやつも旨かった」

　麦人が懐かしそうに言う。麦人は学生の頃、ときどき音也の家へ遊びに来た。母の手料理を食べたこともある。

「おばちゃんは元気？」

「ああ」

「心也君は？　今大学生？」

　音也は思わず箸を止めた。麦人は心也とも顔見知りになっていた。穏やかな麦人と明るい心也は、打ち解けていたように思う。

「あー……、心也はな……」

　言葉につまったのをごまかすように、ポテトサラダを口に入れる。

　心也は女として生きていくと宣言した翌日に家を出て、卒業するまでの約半年、友人のところを転々としていた。何度も帰ってくるように説得したが、頑かたくなに応じなかった。そんな状態でもどうにか高校を卒業したのは、亡くなった父と残された母を思ってのことだろう。

　卒業してから今に至るまで、どこで何をしているかは知らない。携帯電話の番号も変えてしまったらしく、通じないのだ。

　慣れない仕事の合間に、関西の繁華街を探した。心也は女として生きていくと宣言した後、体格の良さをごまかそうとするかのように化粧が濃くなり、衣服も派手になっていった。あの様子では、きっと昼の仕事はできまい。恐らく夜の世界で働いている。

　一人でそういった店へ行くのは恐ろしかったが、弟と母のためを思えば怖いなんて言っていられなかった。しかし所しょ詮せん素人しろうとだ。探し方がまずかったのか、あるいは初対面の人とうまく話せなかったせいか、見つけられなかった。

　心也が出て行ってから、母は元気がなくなった。仕事にはちゃんと行っていたし、音也の前では明るく振る舞っていたが、一人になると考え込むことが多くなった。去年の今頃、興信所に居所を探してもらおうかと提案したが、母は首を横に振った。

　これは家族の問題や。他人に入ってもらうようなことやない。無理に連れ戻しても、あの子の生き方は変わらんと思う。

　あきらめたような物言いだった。もう考えるのに疲れた。そんな本心が透けて見えた。

　元気でやってるんかな、あの子。

　ぽつりとつぶやかれた言葉には、ただただ息子を心配する母の気持ちがあふれていた。

　諦てい観かんと心配。どちらも母の本心だったと思う。そんな母を一人残して東京へ転勤するのは心配だったが、仕事だからどうしようもない。

「音也？」

　不思議そうに呼ばれ、音也は我に返った。気付かないうちに黙り込んでしまっていたらしい。

「ああ、心也は働いてる。社会人や」

「そうなんや。大阪にいてるんか？」

「……ん」

「そしたらおばちゃんも寂しいないな」

　ポテトサラダを再び口に運びつつ、音也は曖昧に頷いた。

　心也が女として生きるのを止めることはできない。心也は恐らくトランスジェンダーだ。音也なりに勉強して、変えられるものではないと知った。今はただ、せめて母にだけは元気な顔を見せてほしいと思う。

「音也、ついてるで」

　麦人の親指が伸びてきて、ごく自然に唇の端を拭ぬぐってくれる。考え事をしながら食べていたせいで、ポテトサラダがついてしまっていたようだ。

「あ、ごめん」

「どういたしまして」

　麦人は嬉しそうにニッコリと笑った。音也もつられて微笑む。

　大学の頃も同じようにされて驚いたが、特別仲のええ友達やったら普通やでと言われ、そういうもんかと納得した。それまで麦人ほど仲良くなった友達はいなかったし、友達とはこういうものだと教えてくれるような人もいなかったから、親友同士がして当然のことを知らなかったのだ。世話を焼かれるのは少しも嫌ではなく、むしろくすぐったくて嬉しかった。

　今もやはり嫌悪は湧わかない。先ほど頭を撫でられたときも、少しも嫌ではなかった。ほんまに友達に戻れたんやなあと改めて思う。

「そういや麦、メロディが採用された言うてたな。どこの路線や」

　嬉しくなって話をふると、麦人はパッと顔を輝かせた。

「新しい路線やねん。音也は行ったことあるかな、ほら、夏に開通した」

　早速説明を始めた麦人は、大学の頃と同じように見えた。

　嫌悪が湧くどころか、懐かしくて嬉しい。そして、なぜか胸が熱かった。










　食事を終えた後、麦人が作曲したメロディが使われている駅へ行くことになった。とりあえず会社の最も寄よりの駅から電車に乗り、大きなターミナル駅を目指した。そこで別の路線に乗り換えるのだ。

　午後八時をすぎた車内は、それなりに混んでいた。二人並んでつり革につかまる。窓に映る街はすっかり夜だ。

　音也は改めて麦人を見遣った。こげ茶色のジャケットと深緑色のパンツという服装がよく似合っている。

　ファッションのことはようわからんけど、相変わらずかっこええ。

　音也の視線に気付いたらしく、麦人がこちらを見下ろしてきた。

「音也の会社は作業着で仕事？」

「うん、基本は作業着や。俺は電車で通かよてるから、通勤のときは上着だけ私服やけどな。それにしても、おまえは関西の私鉄に勤めてると思てた」

「ああ、それはやっぱり駅メロの仕事がしたかったから。ネットで知しり合おうた今の会社の社長に誘われて、東京に来てん」

「ネット？」

　眉を寄せると、麦人は慌てたように両手を振った。

「それまでにもオフ会で何回も会おうてたし、一応面接も受けたから怪しい会社やないで。ほんまに僕が作ったメロディ使われてるから。あ、会社のホームページ見てくれたら、作曲のとこに僕の名前書いてるし。音也、覚えてるかわからんけど、大学んときに話したことある駅メロで有名な会社で、あ、名刺渡してなかった！」

　言いつのった麦人は、ジャケットの内ポケットから名刺入れを取り出した。その中の一枚を両手で差し出してくる。

「はい、どうぞ」

「ああ、ありがと」

　音也は礼を言って名刺を受け取った。確かに学生時代、麦人の口から聞いたことのある会社の名前が書かれている。音也の会社の名刺とは違って、ポップなデザインだ。いかにもクリエイト系の会社らしい。

「麦、関西の私鉄会社はいつ辞めたんや」

「や、私鉄には結局就職せんかってん」

　言いにくそうに答えた麦人に、え、と音也は思わず声をあげた。

「第一志望やったのにか？」

「ああ、うん、まあ」

　なんで、と尋ねかけてやめる。

　俺が聞けた義理やない。

　音也の実家は麦人が内定をもらった私鉄会社の沿線ではなかったが、大阪に住んでいれば利用することもある。もしかしたら音也と会うのを避けるために就職しなかったのかもしれない。

　音也の考えていることがわかったのか、麦人は微笑ほほえんだ。

「音也には言うたかわからんけど、僕、ほんまは駅メロの仕事がしたかったんや。けど音楽をちゃんと勉強したわけやないから無理やて、挑戦する前からあきらめててん。そんでもやっぱり、どうしてもやりとうて東京に出てきたんや」

　そうか、とだけ音也は応じた。

　確かに、自分が作ったメロディがほんまに駅で使われたら最高やろなあと言っていた気はする。が、それは野球少年がプロ野球選手への憧あこがれを口にするようなもので、本気でメロディ作成者になろうとしているようには見えなかった。

　四年前の告白が、麦人の人生を変えたのかもしれない。それほど真剣だったのだ。

　あのとき、もうちょっと俺が違う言い方をしてたら。

　──また「もしも」を考えてしまった。意味のない想像だ。

「今は夢叶えられて幸せや」

　本当に楽しそうな物言いに、そうか、とまた短く応じる。

　麦人も「もしも」を考えたことがあるのだろうか。

「音也は今、どんな地図作ってるんや」

「住宅地図や。どこに誰が住んでるとか、会社の名前とかが入ったやつ」

「へえ、そうなんや。仕事おもしろいか？」

「おもしろい。街がどんどん変わってくんが、手に取るようにわかるから」

「音也、そういうの好きやもんな」

　麦人が穏やかに相づちを打ったそのとき、電車が目的の駅に到着した。二人連つらなって電車を降りる。こっちこっち、と麦人が誘導してくれた。

　とにかく人が多い。東京に来て最も驚いたのは人の多さである。大阪も人口の多い街だが、それ以上だ。

　改札を通り抜けてふと視線を上げると、ピンク色が目についた。大柄な女性のコートの色だ。長く伸びた栗色の髪は縦たてに巻かれている。後ろ姿だったが、すぐに見分けられた。

　心也や。

「麦、ちょっとごめん」

　早口で言って、音也はピンク色のコートを追った。が、人を避けながらではなかなか前に進めない。

「どうしたんや」

　すかさず後をついてきたらしい麦人が問う。

「や、ちょっと」

　見失いたくない一心で、答えが曖昧になる。

　心也、東京におったんか。どうりで大阪探してもおらんかったはずや。

　音也の目がピンク色のコートを追っていることに気付いたようで、麦人は遠慮がちに声をかけてくる。

「あのピンクのコートの人、知り合いか？」

　うんと頷くと同時に、脇の階段からどっと人が降りてきた。あっという間にピンク色のコートが見えなくなる。

　ふいに電車の到着を知らせるアナウンスが聞こえた。告げられたのは人ごみの先にあるホームの番号だ。

　もし電車に乗られたら、完全にわからんようになる。

　通してください、ごめんなさい、と押し寄せる人たちに謝りながら、音也は懸命に足を前に運んだ。音也、と呼ぶ声が追いかけてきたが、振り返っている余裕はない。ようやくたどり着いた階段を駆け上がる。

　ホームに立つと、ちょうど電車のドアが閉まったところだった。肩で息をしながら、走り出した車両の中に目を凝こらす。が、ピンク色のコートは見当たらない。

　音也は降りてきた客でいっぱいになったホームに立ち尽くした。

「音也、大丈夫か？」

　人ごみに逆らって隣にやって来た麦人を、音也は再び見上げた。学生の頃とほとんど変わらない優しげで端整な容貌が、心配そうに見下ろしてくる。

「もしかして、さっきのピンクのコートの人、音也のカノジョ？」

　恐る恐る、という風に尋ねてきた麦人を、まじまじと見上げる。彼は百六十五センチ足らずの音也より十センチほど背が高い。

　麦人は心配そうに──否、なぜか不安げにこちらを見下ろしてきた。

「音也？　どうした」

「カノジョ……？」

「うん、カノジョかなと思て」

　遠慮がちに言われた次の瞬間、なぜか悲しいような苦しいような、滑こっ稽けいなような不思議な感覚に捕らわれた。

　何やこれ。

　その奇妙な感覚から逃のがれるために、首を横に振る。

「カノジョやない。弟や」

　え、と麦人が驚きの声をあげる。

　そういえば、麦人は「カレシ」がいると言っていた。もしかしたら、そういった業界にも詳しいかもしれない。

　目を丸くしている麦人を、音也はまっすぐに見上げた。

「麦、頼みがある」










　心也を探すために、ゲイやニューハーフと呼ばれる人たちが集つどう場所へ何度も足を運んだ。ただ、自みずから進んで飲みに行ったことは一度もない。

　関西でも東京でも、やっぱり独特や。

　まだ西の空に夕暮が残っているというのに、色とりどりのネオンが煌こう々こうと輝いているのは、他の繁華街と変わらない。が、やはりどこかが違うと感じる。

　うまく説明できないが、行きかう男性の出で立ちも独特な気がする。スーツ等の普通の服装の人も、所しょ作さがどことなく柔らかい。聞こえてくるざわめきも、男のものなのに華やいで聞こえる。

　女性の姿もちらほら見えた。何人かが塊かたまりになってはしゃいでいるのはツアー客のようだ。

「音也、やっぱり僕が行ってくるから音也は帰り。何かわかったら連絡するから」

　なぜかそわそわしている麦人に、音也は首を横に振った。

「いや、俺が頼んだのに、おまえにだけ探させるわけにはいかん」

「けど、こういうとこ慣れてへんやろ」

「慣れてはいてへんけど、昨夜も話した通り、関西のそういう店に一人で探しに行ったことあるから。あれでけっこう鍛きたえられて、初対面の人と話すん、学生の頃よりはだいぶ平気になったんや」

「そうか。一人でがんばったんやな。偉い」

　麦人に頭を優しく撫でられ、頰が緩む。

　しかし麦人の表情は晴れなかった。落ち着きなく周囲を見まわす。

「けどなあ、やっぱりなあ……」

　昨日と同じジャケットを着ているが、今日はパンツと靴が違う。

　服装は洗練されているのに、きょろきょろしているせいで、初めてこの街を訪れたおのぼりさんのようだ。

　東京で数年暮らした麦人なら、ゲイやニューハーフが集まる街に詳しいのではないかと思ったが、実はそうでもないのかもしれない。

　カレシがいるからて、こういうとこに詳しいていうんは俺の偏見や。

　昨夜、メロディを聞きに行くのはやめ、麦人と共にホームのベンチに腰かけた。そこで弟が女として生きてゆくと宣言して家を出て、音信不通になっていることを麦人に話した。麦人は相当驚いたようで、目を丸くした。

　そうなんや。心也君が……。

　麦、心也と話しててわからんかったんか。

　尋ねてから失礼なことを言った気がして、音也は口を噤んだ。麦人は同性に恋愛感情を持つ男だが、女性になりたいわけではない。男として男を好きなのだから、心が女である弟とは違う。そうしたことは一応勉強した。

　しかし麦人は気にした風もなく、いや、気付かんかったわ、と首を横に振った。

　そうか、と小さく頷いた音也は、改めて一緒に心也を探してほしいと頼んだ。

　麦人はほんの一瞬、うろたえた。が、ええよとすぐに頷いてくれた。

　けど、僕が一人で探しに行くわ。音也は来こんでもええから。

　そんな、俺の弟やのにおまえ一人に探してもらうわけにはいかん。場所だけ教えてくれたら一人で行くから。

　すると麦人は物凄い勢いで首を横に振った。

　あかんあかん、一人でなんか絶対行ったらあかんで！　僕も一緒に行く。明日、一緒に行こう！

「麦、ほんまに俺一人で平気やから。ここまで連れて来てくれてありがとう」

　礼を言って歩き出そうとすると、ちょちょちょ！　と麦人が声をあげた。

「あかんて、僕も行く！」

「けどおまえ、ずっとそわそわしてるし。あ、もしかして今日予定があったんとちゃうか？　あの、その、カ、カレシさんと会うとか……」

　口ごもるように言うと、へ？　と麦人は間の抜けた声をあげた。瞬まばたきをした後、ああ、と思い出した風に頷く。

「いや、日曜が休みやないから大丈夫や」

「ほんまか？」

「ほんまほんま。平気やから行こ」

　やはりそわそわしたまま、それでもどうにか微笑んだ麦人に促うながされ、並んで歩き出す。

　麦のカレシてどういう人やろ。

　日曜が休みではないということは、サービス業か自営業か、それとも、もっと別の仕事か。東京にはいろいろな職業があるから想像もつかない。

　どこで知り合ったのだろう。この街にある店だろうか。

　──や、別に麦人の「カレシ」がどんな人でも、俺には関係ないけど。

「音也」

　呼ばれて音也はハッと顔を上げた。

「え、何？」

「知り合い見つけたから、心也君のこと聞いてくるわ。音也はここで待ってて」

「え、俺も行く」

「や、ちょっとキャラの濃い人やねん。初対面ではきつい思うから、とりあえず僕が行くわ。ここにおってな」

　安心させるように音也の背中を柔らかく叩いたかと思うと、麦人は豹ひょう柄がらの衣装を身に着けた派手な人の方へと歩いてゆく。

　ぽつんと道端に取り残された音也は、麦人の後ろ姿を見送った。相変わらずの優しさに、胸が温かくなる。

　けど知り合いがいたてことは、麦、やっぱりここに来たことあるんやな……。

「一人でどうしたの？」

　ふいに背後から肩を叩かれ、音也は文字通り飛び上がった。

　焦って振り返ると、少し年上らしき長身の男が立っていた。ジャケットにパンツという普通の格好だ。髪も短髪で黒い。

「もしかして迷っちゃった？」

「いえっ、あの、と、友達を待ってて……」

　しどろもどろで答える。

　すると男はニッコリ笑った。

「そうなんだ。じゃあ友達が来るまで、そこの店で一緒に待ってようか。奢おごったげるよ」

「え？　いや、あの、ええですそんなん。お、俺、人を探してるんで」

　慌てて首を横に振るが、男は引き下がらない。それどころか距離をつめてくる。

「そうなんだ。俺、けっこうこの辺り詳しいから力になれるかも」

「や、あの、ほんまにええですから」

　手が自然とズボンのポケットを探る。が、そこに地図はない。

　麦が一緒やから平気やと思おもて置いてきてしもた。

　どうしよう。怖い。

「関西弁かわいいね。こっちに出てきて間まがないの？」

「わ、ちょ、ちょっと、離してください」

　腕をつかんできた手を振り払おうとしたものの、ハッとした。街に詳しいのなら、心也のことも知っているかもしれない。

「あの、お尋ねしたいんですけど」

　腕をつかまれたまま男に向き合ったそのとき、おい！　という怒ど声せいが聞こえてきた。振り返る間もなく、もう片方の腕をつかまれ、強い力で抱き寄せられる。その拍ひょう子しに、見知らぬ男の手は腕から離れた。

「このコ、僕のだから手ぇ出さないでくれる？」

　標準語だったが、低い声で言ったのは麦人だった。

　ああ、麦、来てくれた。しかも、僕の、て言うた。

　安心して全身の力が抜けると同時に、頰が熱くなった。心臓がドキドキと派手な音をたてる。密着した体から、その音が麦人に伝わらないかと心配になるほどだ。

　男はといえば、きつく眉を寄せて麦人をにらみつけた。

「こんなとこにこんなの一人で放っとく方が悪いだろ」

「放っといたわけじゃない。だいたい嫌がってただろ。それなのに無理矢理連れて行こうとしてただろうが」

「はあ？　人を探してるから協力してあげるって言っただけだ」

「だったらなんで触ってんだよ。触んじゃねぇよ」

　言い争いは次第に激しくなっていく。ほとんど麦人に抱きしめられる形になって、離れたくないような離れたいような、相反する気持ちに苛さいなまれていた音也は焦った。なんだか大おお事ごとになってきた。

「麦、あの、俺は平気やから。この人に心也のこと聞こうとしてたとこやったんや」

　麦人のジャケットを引っ張って言うと、彼は眉を寄せて見下ろしてきた。

「ほんまか？　何もされんかったか」

「うん、大丈夫」

　頷いてみせると、あ、と男が声をあげた。

「あんたがムギか」

　男はまじまじと麦人を眺める。

「最近全然見ないから引っ越したんじゃないかって噂になってたのに、何だよ、また初はつ物もの狙ねらい？　こんな純粋そうなコ連れて、あんたもぶれないな。あんまりひどい遊び方してると、いつか刺されるぞ」

「うるさい、黙れ。行こう、音也」

　麦人は音也の肩を抱いてその場を離れる。

　半なかば強引に歩かされながら、音也は混乱していた。

　初物狙い？　ひどい遊び方？　刺される？

　全て麦人に向けられた言葉だ。麦人は否定しなかった。ただ相手にしなかっただけかもしれないけれど。

「一人にしてごめんな。怖かったやろ」

「え、あ、いや……」

　覗き込むようにして謝られ、反射的に首を横に振る。

「ほんまに何もされんかったか？」

「うん、大丈夫や。けど、でも、あの……」

　さっき言われたことはほんまか？

　そう尋ねたかったが、声にならなかった。

　落ち着きがなかったのも、ここへ来たら悪あく行ぎょうがばれる可能性があったからか。

　いや、先ほどの男がそう思っているだけで、本当は違うかもしれない。決めつけるのはよくない。

　音也、とふいに呼ばれて、ギクリと体が強張った。それを宥なだめるように麦人の手が肩を優しく摩さする。

「さっきの男が言うとった話やけどな。東京に来てから遊んでたんはほんまや。けど半年くらい前に遊ぶんはやめた。ここに来たんも半年ぶりやねん」

　言いつのる麦人を改めて見上げる。柔らかな二重の双眸には真しん摯しな色が映っていた。噓をついているようには見えない。

　俺かて四年前のあのとき、自分勝手な事情で麦人にひどいこと言うてしもた。

　人は常に平常心でいられるわけでもなければ、正しい行いだけをしていられるわけでもない。

「──わかった」

　頷いてみせると、麦人は身を乗り出してきた。端整な面立ちには必死ともとれる表情が映っている。

「信じてくれる？」

　ああともう一度頷いてみせたが、麦人は眉み間けんの皺しわを解とかなかった。

「軽けい蔑べつせぇへんか？」

「せぇへんよ」

　すると麦人はようやく、心底安堵した風に深いため息を落とした。

　大おお仰ぎょうな反応に、少し笑ってしまう。

「そんなにほっとせんでもええやろ」

「せやかてせっかく友達に戻れたのに、嫌われとうないから」

「いろいろあって、これではあかんと思たんやろ。改めたんやったらええやんか」

「うん。ありがとう」

　麦人はさも嬉しそうに笑った。音也もつられるように笑う。

「礼を言うんはこっちや。助けてくれてありがとう」

「いや、そんなん全然、怖い思いさせてごめんな」

「平気やて。それよりさっきの豹柄の人、心也のこと知ってたか？」

「ああ、いや。けど彼女、昔からここで商売してはるママさんやねん。もし見つけたら連絡くれるて言うてくれはったから」

「そうか！　ありがとう」

「いやいや。心也君、見つかるとええな」

　ああと頷いた音也は、しっかり肩を抱いたままの麦人をちらと見上げた。

　肩、離さへんのや……。

　学生時代にも何度も肩を抱かれた。二人きりでいるときに、正面から抱きしめられたことも度たび々たびあった。ハグというのだと麦人に教えてもらった。海外の映画とかドラマでやってるとこ見たことないか？　それと同じや。けど外でしたら音也は照れるやろうから、中でだけな。そう言って、広い胸に抱き込まれた。

　家族以外の誰かと体をくっつけたのは、後にも先にも麦人だけだったから、正直恥ずかしかった。しかしもちろん嫌だったわけではない。嬉しくてくすぐったかった。

　今はそのときよりドキドキしている気がする。四年ぶりだからだろうか。

　麦人は俺と友達に戻れたんを、ほんまに喜んでる。──俺に嫌われたないて思てる。

　そのことが、ひどく嬉しかった。










　調査班が事務所に帰ってきたのは、太陽が完全に西に隠れた後だった。このところ日が暮れるのが早くなってきている。

　調査班から今日の調査結果を報告してもらい、それを踏まえて明日の調査計画について話し合った。その打ち合わせが終わったら、ようやく仕事は終了だ。

「予定通りに終わってよかったすね」

　帰り支度をしながら話しかけてきた堀ほり切きりに、そうやなと頷く。今日は金曜日。昨日までわずかに遅れ気味だった調査は、なんとか持ち直した。

「あ、まだ六時半だ。小こ暮ぐれさん、何食って帰ります？」

　またしても一緒に食べること前提の堀切の物言いに、いや、と音おと也やはおずおず首を横に振った。

「あの、俺、約束があるから」

「ひょっとして約束の相手、矢や野のさんすか？」

「ああ、うん、そう」

　今日は麦むぎ人ひとが作ったメロディを聞きに行くのだ。その後、麦人のマンションで一緒に夕飯を食べる約束もしている。

　再会してから約一週間。日に一度か二度、メールのやりとりをしている。大学のときとメールアドレスは変わっていないと言うと、麦人はメールを送ってくるようになった。ＬＩＮＥのＩＤを教えてほしいと言われたが、生あい憎にく音也はＬＩＮＥをやっていなかった。音也らしいなあ、と麦人はどこか嬉しそうに笑った。

　ちなみに心しん也やが見つかったという連絡は、まだこないそうだ。

「そっかー。よかったすね。小暮さんが矢野さんと仲直りできたのは、矢野さんと名刺交換した俺のおかげですからね」

　堀切に肩をつつかれ、あ、うん、と音也は慌てて頷いた。

「それは、ほんまに感謝してる」

「じゃあ今度何か奢おごってください。何奢ってもらうか考えときますから！」

「お、おう」

　ニコニコ笑う堀切に、ぎこちなく頷いてみせる。

　班長の不倫について、堀切はあれ以来口にしない。もしかしたら音也がいないところで班長本人に聞いたのかもしれないが、油断大敵だ。

　いつ爆発するかわからん爆弾みたいな奴やからな……。

「それじゃ、お疲れ様でしたー」

「あ、ああ、お疲れさん」

　あっさりと踵きびすを返した堀切に、音也はほっと息をついた。何事もなかったことに胸をなで下ろし、待ち合わせの場所である駅に向かって歩き出す。

　日が暮れて風が一段と冷たくなってきたが、足取りはこの上なく軽い。

　麦と仲良うなったときもこんな感じやった。

　大学へ行くのが面倒だと思ったことは一度もなかった。講義もさぼったことはない。麦人を含めて周囲の人たちは音也が真面目だからだと思っていたようだが、実際は真面目だけが理由ではなかった。大学へ行けば麦人に会えるからさぼらなかったのだ。友達に会うのが楽しみで学校へ行くなんて、初めての経験だった。

　四年前の告白は、もちろんなかったことにはならない。だからといって、今の関係を妨さまたげるものにもならない。

　せやかて今、俺は麦に会うんが楽しみで仕方ない。

　駅が見えてきた。帰宅途中の男女の向こうに、黒のハーフコートを着た男が見える。

　こちらに気付いた男──麦人は、パッと顔を輝かせた。

「音也！」

　幼い子供のように手を振る姿に、胸が熱くなった。麦人は大学の頃より感情表現が豊かになった気がする。

「お疲れ、音也」

「お疲れ。おまえ早いな。仕事大丈夫なんか」

「平気平気。最近めっちゃ調子ええねん」

　そうか、と応じただけだったのに、麦人は嬉しそうに笑う。

「音也は？　仕事順調？」

「ああ、大丈夫や」

　気遣う物言いが嬉しくて、頰が緩ゆるんだ。よかった、と応じてくれた麦人と並んで歩き出す。

「今日も心也君が見つかったて連絡なかったわ」

　まるで自分が心也を見つけられなかったかのように申し訳なさそうに言われ、そうか、と音也は頷いた。心也はあの街にいないのかもしれない。郊外にある店で働いているのなら、少し厄やっ介かいだ。店をひとつひとつあたるしかなくなる。

「別のとこ探すんやったら、僕も手伝うからな」

　優しい口調に、音也はくすぐったい気分でありがとうと礼を言った。学生時代も、麦人は労を惜おしまず力になってくれた。

　とはいえ、そうした麦人の好意に甘えたことはほとんどなかった。いくら親友でも、必要以上に甘えるのは違うと思っていたからだ。親しき仲にも礼儀ありやと言うと、音也らしいなあと言いながらも、麦人は寂しそうにしていた気がする。

「いや、後は自分で探すわ。窓口にしてごめんな。今度ちゃんと礼するから」

「礼てそんなんええよ。それよりこの前みたいに、変な奴に絡からまれたらどうすんねん」

「あのときは、いろいろ考えてぼうっとして油断してたんや。今度は気ぃ付けるから」

「や、でも危ない。やっぱり僕が一緒に行く」

「ほんまにええて。おまえにそこまで面倒かけられん」

「全然面倒やないで。どうせ土日は暇やし」

　断っても熱心に言いつのるところも、学生時代と変わらない。

　改札が見えてきた。人ごみを避けつつ、アホ、と麦人を軽く毒づく。

「おまえ、俺にばっかり付つき合おうてたらあかんやろ。……カ、カレシさんとの時間を大事にせな……」

「ああ、それは大丈夫」

　麦人も人を避けながら、あっさり言ってのける。

　自分では思い切って口にしたつもりの「カレシさん」という言葉を流された気がして、音也は眉を寄せた。

「大丈夫て、大丈夫やないやろ」

　恋人同士のことはさっぱりわからないが、可能な限り一緒にいたいものではないのだろうか。

　そういや麦、親友も同じやって言うてたっけ。

　確かに大学の頃の音也は、できるだけ麦人と一緒にいたかった。地図を眺めるより優先したいと思ったのは初めてだった。麦人も音也と一緒にいたいと言ってくれて、気分が高こう揚ようしたのを覚えている。

　しかし優先順位は、親友より恋人の方が上だろう。

「大丈夫やて。ほら、土日休みやないて言うたやろ。平日にちゃんとやってるから」

「けど、今日平日やぞ」

「金曜の夜は土曜日みたいなもんや。月火水木でちゃんとやってるから」

「そうなんか？」

「そうや。せやから音也が心配することない」

　ぽんぽんと優しく肩を叩かれ、音也はうんと頷いた。

　ていうことは、金曜の夜と土日の麦は俺のもんか。

　もちろん、金土日と全て独占するつもりはないが、そう考えるだけで心が弾はずんだ。










　電車を乗り継いでたどり着いた駅は、まだ新しかった。どこもかしこもぴかぴかと光っている。構内の美しさに影響を受けているかのように、行きかう人たちの足取りは軽い。

　途中、心也がいないかと気を付けていたが、今回は見つけられなかった。

「この路線、まだ延びるんや。再さ来らい年ねんに全線開通する予定やて」

　麦人の説明に、ああと音也は頷いた。調査計画を練るとき、都市計画もある程度頭に入れていなくてはいけない。確か新聞に延長の記事が載っていた。

「そうらしいな。新しい路線のメロディも担当するんか？」

「採用されるかはわからんけど、今がんばって作ってる」

　そうか、と頷くと、麦人は嬉しそうに笑った。特別いいことを言ったわけではなかったので、首を傾げる。

「何や」

「え、何って何が？」

「嬉しそうやから。何か嬉しいことあったか？」

「や、音也、大学のときもそうやったけど、そうかって相づち打ってくれるやろ。音也にそうかって言うてもらえると、なんか安心できるんや」

「そうか」

　無意識のうちに言ってから、あ、と思う。

　麦人はまた嬉しそうにニッコリ笑った。

　やけに照れくさくてずれてもいない眼鏡をかけ直すと同時に、軽やかなメロディが流れてきた。耳に優しいのに、不思議と印象に残る旋せん律りつがホームを包む。

　麦人を見上げると、彼は端整な面おも立だちを紅潮させて頷いた。これが麦人の作ったメロディらしい。

　ほどなくして電車がホームに滑すべり込こんできた。扉が開き、たくさんの客が降りてくる。待っていた人たちが車両に乗り込む。

　邪魔にならないように隅に移動した後、音也は改めて麦人を見上げた。

「ええ曲やな」

「ほんまにそう思う？」

「うん。俺はそんなに駅メロに詳くわしいないけど、ええと思う。俺が普段乗る駅も、このメロディやったらええのに」

　麦人が作った曲を毎朝聞いて電車に乗れば、やる気が出るはずだ。仕事帰りで疲れているときに聞けば、きっと癒いやされるだろう。

　麦人は全開の笑顔になる。

「音也にそんな風に言うてもらえて嬉しい」

　また軽やかなメロディがホームに響いた。

　ああ、ええ気分や。

　胸がひどく熱いのに穏やかな、それでいて泣きたくなるような、不思議な心地だった。










　麦人が住むマンションは１ＤＫだった。音也が借りている１Ｋの部屋よりずっと広い。インテリアも統一性があるので、随分とお洒しゃ落れに見えた。ダイニングに面した部屋の隅には、キーボードをはじめオーディオ機器が置いてあり、ここが麦人の仕事場でもあることを実感した。

　ダイニングで、やはり洒落た食器に盛り付けられたえびマヨとポテトサラダ、そしてみそ汁とご飯をご馳ち走そうになった。それほど待たずに料理が出てきたことを考えると、下ごしらえをしておいてくれたのだろう。

「美お味いしい？」

　向かい合って腰かけたテーブルは二人用で、こぢんまりとしている。麦人との距離は近い。

　不安そうにこちらを見つめてくる麦人に、えびマヨを口に含んだところだった音也はこくこくと頷いてみせた。大学生の頃もよく食べさせてもらったえびマヨのコクのある味は、少しも変わらない。口の中を空からにしてから、改めて言う。

「めっちゃ美味しい」

　すると麦人は、さも嬉しそうに笑った。

「よかった。音也料理上手やから、食べてもらうんドキドキするわ」

「や、俺そんなに上う手まないで。えびマヨ作れへんし」

「けど、前に作ってくれた肉じゃがもカレーもきんぴらも、グラタンも美味しかった」

「そんなんでよかったら、また作るけど」

「ほんまに？」

　うんと頷いて、今度はポテトサラダを頰ほお張ばる。黒コショウがきいたそれもコクがあって旨い。音也好みの味だ。

「音也の料理好きやから嬉しいなあ」

「そうか」

　嬉しそうな麦人に、音也もつられて微笑ほほえむ。わずかに脚を動かした拍ひょう子しに、膝ひざと膝が触れた。びく、と反応したのは麦人だ。

「ごめん！」

「ん？　何が？」

　音也はきょとんと首を傾げた。膝が触れ合うくらいどうということはない。むしろいかにも親しい友達らしくて、くすぐったくて嬉しい。

　しかし麦人は慌てたように言う。

「や、膝が触ったから」

「ええよ、そんなん。くっついてたらあったかいし」

　離れた膝を、自みずから麦人にくっつける。

　麦人はわずかに肩を揺らした。が、今度は謝ることなくニッコリと笑う。
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「ほんまや。あったかいな」

　そやろ、と応じて、音也はまたえびマヨを口に入れた。添えられたサラダ菜なも柔らかくて美味しい。布越しに伝わってくる麦人の膝の温かさが心ここ地ち好よい。

　なんとも言えない幸せな気分に浸ひたっていると、麦人がふいに立ち上がった。一瞬、触れ合いが嫌だったのかと思ったが、手に茶碗を持っているところを見ると、ご飯のおかわりをするためだったようだ。内心でほっとする。

「音也、おかわりは？」

「や、俺はええわ。ありがとう」

　炊すい飯はん器きからご飯をよそいながら、音也、とまた麦人が声をかけてきた。

「心也君のこと以外でも、悩んだり困ったりしてることがあったら言うてな。力になるから」

「悩んでることて？」

「そうやなあ、仕事のことはようわからんけど、人間関係とか」

　ああ、と音也は頷いた。刹せつ那な、脳のう裏りに浮かんだのは堀切の顔だ。自然と箸はしが止まる。

「どうした。何かあるんか？」

　テーブルに戻ってきた麦人に優しい声で問われ、音也は視線を上げた。

　うん？　と麦人は首を傾げる。

　学生の頃と同じ──否、それ以上に甘く優しい眼まな差ざしに、あんな、と自然に口が開いていた。

「堀切君のことなんやけど……」

「うん」

「めっちゃ振りまわされてて……」

「ああ、苦手なタイプや言うてたもんな」

　覚えていてくれたことに嬉しくなりつつ、こくりと頷く。

「急に突とっ拍ぴょう子しもないこと言うから、ドキドキすんねん。俺に話ふってきたりもするし。それに、勝手に俺の予定とかも決めてくるし」

　ぼそぼそと言うと、そっかー、と麦人は相づちを打った。そして正面から覗き込むようにしてこちらを見つめてくる。

「音也は堀切君が嫌いか？」

　え、と音也は思わず声をあげた。好きか嫌いかなど、考えたことがなかった。

「堀切君、苦手なとこばっかりか？」

　堀切は間が悪いし、状況をわきまえずに本音をそのまま口に出す。

　が、音也がうまく話せなくても、嫌がることもばかにすることもなく、明るく話しかけてきた。勝手に音也の行動を決めたりするが、それは音也がこうしたいと自分の意志をはっきり言わなかったせいかもしれない。現に今日、麦人と約束があると言ったら、あっさり引いた。音也が東京の事務所にどうにか馴な染じめたのは、堀切のおかげともいえる。

「嫌いや、ない。悪い奴やないし……」

「堀切君もきっと音也のこと嫌いやないと思うわ。真面目でいい人っすよ、て言うてたし」

　堀切の真ま似ねをした麦人に、音也は思わず笑った。あっけらかんとした物言いがよく似ている。

　麦人はなぜか一瞬、目を見開いた。が、すぐニッコリと笑う。

「音也にとったら堀切君みたいなコはちょっとドキドキするかもしれんけど、お互いに嫌いやないんやったら、なんとかやってけるんとちゃうか？　もしどうしてもストレスやったら僕に話したらええし」

「けど、愚ぐ痴ち言うんは……」

「音也の愚痴なんかカワイイもんや。僕にとったら物足りんくらいやで」

「そ、そうか……？」

「そうや。せやから何でも言うてな」

　柔らかな物言いに、うんと音也は頷いた。麦人に話を聞いてもらえるなら、もう地図を握りしめなくてもいいかもしれない。実際、大学の頃はほとんど地図をポケットに入れていなかった。

　麦に話してよかった。

　嬉しくなって、音也は正面にいる麦人をまっすぐに見つめた。

「麦も何かあったら言うてな。俺では何も力になれへんけど、話聞くんはできるから」

「ありがとう。話聞いてもらえるだけでも全然ちゃうで。音也に話聞いてもらうとほっとするから嬉しい」

　優しいだけではなく、もっと別の何か──決して不快ではないけれど、ひどく熱いような恥ずかしいような何かを麦人の視線に感じて、音也は咄とっ嗟さにうつむいた。

　なぜか顔が熱い。耳まで火ほ照てってきて顔を上げられない。視線の先に、食べかけのポテトサラダとえびマヨがあった。

　カレシさんとも、こうやってこのテーブルで向かい合ってご飯食べたり、話したりするんやろか。

　ふとそんなことを思う。

　きっと、リビングで恋人らしくいちゃいちゃしたりもするのだろう。キスもする。寝室ではそれ以上のこともするはずだ。

　音也はふいに、己の膝に再び麦人の膝が触れていることに気付いた。なぜか突然、麦人の膝から電流のようなものが流れてきた錯さっ覚かくを覚えて、ビク、と足が跳ねる。

「音也？」

　突然の動作に驚いたらしく、麦人が呼んだそのとき、充電器に据すえられていた麦人のスマートフォンが鳴った。

　ちょっとごめん、と音也に声をかけてからスマホを取り上げた麦人は、画面を操作する。柔らかな二ふた重えの双そう眸ぼうが、軽く見開かれた。

「音也、心也君が見つかったて！」

「え、ほんまか？」

「うん。バタフライていう店で働いてるらしい。僕も行ったことあるけど、ちゃんとした店やで。ママの蝶ちょう子こさんもええ人やし」

「そうか……」

　思わずほっと息をつく。働いているということは元気なのだろう。

「もし会うんやったら、明日の午後三時にバタフライに来てほしいて」

「わかった。必ず行きますて返信してくれるか？」

　ん、と頷いた麦人は早速スマホを操作した。そうしながらも、ちらと心配そうな目を向けてくる。

「明日、僕も行こか」

「え？　いや、ええよ」

「けど……」

「大丈夫や、ありがとう。悪いけど、バタフライの場所だけ教えてくれ」

「ん、わかった」

　再び頷いたものの表情を曇くもらせたままの麦人に、微笑んでみせる。

「この前連れてってもろたし、今回は昼間やし、一人で大丈夫や」

　麦人は何でも話せる親友だが、これは家族の問題だ。

　俺が向き合わんとあかん。

　とはいえ、今までになく前向きな気持ちでいられるのは、間違いなく麦人のおかげだ。










　マンションへ戻った音也は、母に電話を入れることにした。とにかく心也が見つかったと伝えようと思ったのだ。

　ラグに腰を下ろしてスマホを手にとり、母の携帯の番号を呼び出す。

　気ぃ付けて行ってきてな、何かあったら僕にすぐ連絡して。

　別れ際まで心配そうにしていた麦人を思い出して笑ってしまう。

　ちゃんとした店でちゃんとしたママやて言うたくせに、なんでそんなに心配するんやろ。俺、そんなに頼りないかな……。

　麦から見たら、確かに頼りないかもしれん。

　しっかりしなくては。

　ルルルルル、という呼び出し音が数回鳴った後、はい、と母の声が聞こえてきた。

「母さん、俺」

『電話してくるて珍しいな。どないしたん。職場で何か困ったことでもあったんか？』

　電話ではなくメールをすることが多いから驚いたようだ。矢や継つぎ早ばやに尋ねてくる。

「や、何もないで。母さんは元気？」

『元気や。東京はどうや。慣れたか？　同僚の人とは仲良うやれてる？』

「うん、なんとか」

　応じながらも音也は苦笑した。ローテーブルに置いた皺しわだらけの地図が視界に入る。子供の頃、いつも文庫大の地図を持ち歩いていたことを思い出す。

　地図ばかり眺めて友達がなかなかできなかったため、母には随分と心配をかけた。かろうじて苛いじめこそなかったが、常に孤こ立りつしがちだったから、担任に呼び出されたことは何度もあった。だから音也が二十五歳になった今も、人間関係を心配する言葉が真っ先に出てくるのだ。

「そうや、この前麦に会おうてん」

『え、麦て麦人君か？』

　うんと頷くと、そうかそうか！　と母は明るい声を出した。母は長男にようやくできた親友である麦人を大事にしていた。麦人が家に来ると、いつでも歓迎した。

　ただ、麦人に告白されたことは、母には話さなかった。そのため、母は息子が麦人と交流を絶たった理由がわからず、ずっと気にしていたのだ。

『麦人君と仲直りできたんか？』

「うん。今日も麦んちで一緒にご飯食べてん」

『そうか！　麦人君元気？』

「元気や。麦も母さんのこと元気か聞いてたで」

『ほんまに？　嬉しいわあ。麦人君によろしい言うといてな。あんなええコ、なかなかいてへんから大事にせなあかんで』

　母の弾はずんだ声にうんと頷いた音也は、落ち着いた口調で続けた。

「母さん、今日電話したんは心也が見つかったからや。心也、東京の店で働いてた」

　母は一瞬、沈黙した。電話の向こうで息をつめた気配がする。

『……会おうたんか？』

「いや、まだや。明日会いに行く。ちゃんとした店らしいから安心して。明日会おうて話して、母さんに電話させるから」

『そう……、そうか』

　安あん堵どしたような、それでいてどこか不安そうな声だった。

　まだ女の心也を、完全に受け入れられたわけやないんやな……。

　俺も、実際に心也と会おうたら冷静に話せるかわからん。

　何も言えなくなるかもしれないし、顔を合わせていられなくて帰ってしまうかもしれない。

「母さん、大丈夫か？　電話させんとこか」

　心配になって問うと、いや、と母はきっぱり応じた。

『電話するように言うて。元気かどうか、声だけでも聞きたいから』

「わかった。そしたらそう言うわ」

　頼むわな、と言った母は長いため息を落とす。

『あのコ、元気でやってるんやろか。ちゃんとご飯食べてるやろか……』

「明日、確かめてくるから」

『ん。ありがとう。あんたも体に気ぃ付けてな。麦人君と仲良うやるんやで』

　いろいろ複雑な思いを抱かかえながらも、母が心也を心配しているのは確かだ。

　心也が見つかってよかったと改めて思った。










　午後三時の街は、夜の華やかさが噓のように閑かん散さんとしていた。人通りもほとんどなく、カラスが数羽、わが物顔で闊かっ歩ぽしている。

　麦人に教えられた雑居ビルはすぐに見つかった。地下に通じる細い階段を、恐る恐る降りてゆく。この先に「バタフライ」がある。ごく小さい店だが、昔から続く老舗しにせらしい。

　スーツを着てきたのは、蝶子ママに挨あい拶さつするためだ。手土産に焼き菓子の詰め合わせも買ってきた。準備は万ばん端たんだ。

　階段を降りたところに真っ黒なドアがあった。金色のプレートが貼ってあり、黒く細い文字で「バタフライ」と書いてある。

　迷った挙あげ句く、今日は地図を家に置いてきた。心臓がドキドキと騒いでいる。ドアノブに伸ばした手も震えていた。暑くもないのに、額ひたいにうっすらと汗が滲にじむ。

　しっかりせな。

　大きく深呼吸をした音也は、思い切ってドアを開けた。たちまち甘い香りと暖かな空気が全身を包む。

　店内も黒を基調とした落ち着いた雰囲気だ。革の黒いソファが設しつらえられている。想像していたよりは狭い。十人ほど客が入ったらいっぱいになるだろう。

　こんにちはと声をかけると、カウンターの中から、はいと声がした。出てきたのは薄うす紫むらさきの着物を纏まとった美しい女性だ。否いな、この街で働いているのだから男性かもしれない。完璧なメイクのせいで、年齢も性別もさっぱりわからなかった。彼女がきっと蝶子ママだ。

「あの、は、はじめまして。こ、小暮音也といいます。きょ、今日は、ご面倒をおかけしてすみません」

　緊張で声が震えないように気を付けたつもりだったのに、何度もつっかえてしまった。

　しかしママはゆったり微笑む。

「はじめまして。蝶子です」

「お、弟が、お世話になってます。あの、これ、つまらないものですが」

「ご丁寧にありがとうございます」

　勢いよく差し出した紙袋を、ママは優雅な仕草で受け取ってくれた。

「どうぞ、座ってください。今呼んできますから」

「は、はい、お願いします」

　直角に頭を下げた後、そろそろと革のソファに腰かける。

　ママは再びカウンターの中へ消えた。奥に従業員用の控室があるらしく、ひそひそと言葉がかわされる。やがて人の気配がした。

　振り返ると、長身の女性が奥から出てきたところだった。

　音也は思わず立ち上がった。

　心也や。

　栗色の長い髪はかつらではなく地じ毛げらしい。淡いピンク色のワンピースに、レースがたっぷりついた黒のカーディガンという服装だ。

　歩み寄ってきた心也は目を合わせようとせず、久しぶり、と小さな声でつぶやいた。明るくて屈くっ託たくがなかった弟らしくない。よほどばつが悪いのだろう。

　久しぶり、と応じた声がみっともなく掠かすれた。

「げ、元気そうやな」

「兄ちゃんも。普段から眼鏡かけてるんや」

「ああ、うん。細かい字とか図面を見ることが多いから。あの、心也、いつから東京にいるんや」

「一年くらい前かな」

「それまではどこにおってん」

「名古屋」

「名古屋か……」

　どうりで関西の店を探しても見つからなかったわけだ。もしかしたら音也に居場所を突き止められないように、名古屋で働くことにしたのかもしれない。

「兄ちゃん、大阪におったんとちゃうん？」

「今年の四月に転勤になったんや。駅で偶然おまえを見かけて、麦に探すん協力してもろた」

「え、麦人君？」

　心也が目を見開いたそのとき、あらあら、という穏やかな声が聞こえてきた。蝶子ママがトレイを手に奥から出てくる。

「どうしたの、二人とも立ったままで。お座りなさいな」

「あ、はい、すんません、ありがとうございます」

　礼を言って、音也は腰を下ろした。

　心也はといえば、人ひとりが座れるスペースを空けて腰かける。

　音也は改めて心也を見た。

　前はけばけばしいばかりだった化粧は、落ち着いたものに変わっている。心也なりに勉強したのだろう。仕草も以前より滑なめらかだ。

　そんな弟を間近で見ても嫌悪は湧わかなかった。自分でも驚くほど落ち着いた心地だ。

　この四年で気付かんうちに整理ができたてことやろか。

「はい、どうぞ。この焼き菓子、音也君が持ってきてくれたのよ」

　蝶子ママが紅茶と焼き菓子をテーブルに置いてくれる。ありがとうございますとしゃちこばって礼を言うと、彼女は優雅に微笑んだ。

「ココちゃんも礼儀正しいけど、お兄さんも礼儀正しいのね」

　ココちゃんというのは心也のことらしい。心也の心という字からとったのだろうか。

「じゃ、どうぞごゆっくりね」

　トレイを手にした蝶子ママが奥へ引っ込むと同時に、兄ちゃん、と心也がなぜか硬い表情で声をかけてきた。

「今も麦人君と仲ええの？」

「まあな。麦も東京で働いてるんや。とはいうても、一週間くらい前に偶然再会したばっかりなんやけど」

「そんでも協力してくれたんや」

「ああ、俺が無理言うたんや。麦もおまえのこと心配してたぞ」

　麦人に告白されたことは、心也にも話していない。連絡を絶ったことも言っていない。

　そうなんや、と心也はつぶやくように相づちを打った。膝の上に置かれていた手が、きゅ、と握られる。

「麦人君にお礼が言いたいから、お店に遊びに来てほしいて伝えてくれる？　ご馳ち走そうするから」

「わかった。伝えとく。それより心也、とにかく母さんに電話しとけよ」

「……母さん、怒ってる？」

「さあ、ようわからん。けどめっちゃ心配してたんは確かやから」

　やんわりと言って、音也は紅茶のカップを手にとった。華やかな甘い香りがする。

　麦は物もの凄すごく間が悪い奴やと思てたけど、逆を返したらタイミングのええ奴でもあるんかもしれん。

　麦人が若い男に押されてぶつかってこなければ、再会することはできなかった。麦人と再会できなければ、心也を見つけられなかったかもしれない。

　麦とまた会えて、友達に戻れて、ほんまによかった。










　心也に今の暮らしぶりを聞いた後、途中から蝶子ママも一緒にお茶を飲んだ。「バタフライ」に通う客のほとんどは蝶子ママ目当てだと麦人に聞いたが、さもありなん。人見知りな音也が、比較的リラックスして話せた。

　心也と蝶子ママに見送られて「バタフライ」を出た音也は、早速麦人にメールを入れた。

　心也に会おうた。元気やったわ。母さんにも連絡するて約束した。いろいろありがとう。心也がお礼したいから店に遊びに来てほしいて言うてたから、時間があったら行ってやってくれ。

　すると、一分も経たたないうちに返信があった。

　よかったな！　お店には音也も一緒に行こう。

　短い文面だったが、こちらを思いやる気持ちが感じられて嬉しくなった。

　夕暮れが近付いてきた街には人が増えてきていた。客ではなく店に出勤してきた人たちが多いようだ。

　ふと前方から歩いてきた若い男と目が合う。黒の短髪にピアス。ハーフコートに細身のパンツという格好だ。年は二十歳くらいか。

　麦に死ねて言うた奴や……。

　ここはゲイやトランスジェンダーが集まる場所だ。どうやら彼もそうだったらしい。ともあれかなり激げっ高こうしていたから、こちらのことは覚えていないだろう。

　ぎこちなく視線をそらしたが、あ、と男は声をあげた。かと思うとスタスタと歩み寄ってくる。

「あんた、麦人のトモダチだろ」

「えっ、あ、うん……、そう、です」

　いきなり尋ねられて驚いたが、正直に首を縦たてに振る。

　ふうんと頷いた男は、音也を頭から足先まで無遠慮に眺めた。

　何やねん……。

「物凄く普通」

　無意識のうちにポケットに手を入れたそのとき、唐突に言い放たれ、音也は瞬まばたきをした。

　確かに俺の見た目は物凄く普通やけど。

　どう答えればいいのか、あるいは何も答えるべきではないのか。わからなくて黙っていると、男はふんと鼻を鳴らした。

「麦人の奴、後生大事に前の携帯取っといた上にいっぱい写真残してるから、本物はちょっとはいい男なのかと思ったのに写真のまんま。凄く普通じゃん。こんな普通の見本みたいな奴に負けたなんて、ムカつく」

「負けたて……」

　意味がわからなくて首を傾かしげると、何が気に食わなかったのか、男は眉をつり上げた。

「あんたもムカつくなあ。何、その態度。余裕ってこと？」

「や、そんな。負けるとか、俺は別に……」

　しどろもどろで答えると、うるさいな！　と唐突に怒鳴られた。びく、と全身が強張る。

　男は正面から音也をにらみつけた。

「俺は負けたんだよ！　あいつ、こっちが本気になったら適当なこと言って逃げるんだ。そのくせ好きな人には告白できないんだから、とんでもない優柔不断野郎だよ」

「や、けど、麦には恋人が……」

「麦人には恋人なんかいない」

「でも、カ、カレシがおるて……」

「いないったらいないんだよ！　いないから告白したんじゃん！　あーもう、ムカつく！　あんなド変態、好きになるんじゃなかった！」

　男は子供のように地団太を踏んだかと思うと、一いち目もく散さんに駆け出した。

　後には、ぽかんと口を開けた音也だけが取り残される。

　泣いてた……。

　数少ない友人や同僚に、あそこまで感情を露あらわにする人はいない。堀切は突拍子もないが、感情的というわけではない。

　正直、圧倒された。

　彼は本気で麦人が好きなのだ。

　が、麦人は彼を受け入れなかった。

　ていうか、麦に恋人がおらんてほんまなんか？　麦は俺に噓をついてた？

　カァッと頭の芯しんが熱くなった。










　気が付いたときには、麦人が住むマンションに向かっていた。メールを送る、電話で話すという選択肢はなかった。直じかに顔を見て声を聞かないと、ごまかされるかもしれない。

　しかし麦人のマンションが近付くにつれ、音也は冷静になっていった。あっという間に日が落ち、気温が下がってきたせいもあるだろう、頭が冷えてくる。

　あのコが麦に恋人はおらんて思い込んでるだけで、ほんまはおるかもしれん。

　麦人ははっきり、今カレシがいると言ったのだ。

　けど半年くらい遊んでへんて言うてたのに、あのコとは遊んでたわけや。そこは噓や。

　や、麦は遊ぶのやめてたのに、あのコがずっと付きまとてたんかもしれん。

　ていうか、あのコはなんで俺に負けたと思い込んでんねん。麦の前の携帯に写真がいっぱいあったて、そら大学時代はずっと一緒におったんやから、写真ぐらいあるやろ。

　そこまで考えて、音也は頭を振った。

　──あかん。何がどうなってんのかさっぱりわからん。

　子供の頃から、自分の恋愛はもちろん他人の恋愛にも興味がなかった。修学旅行や放課後の教室で、好きな女の子を教え合う輪に入ったことは一度もない。正直、恋愛については何もわからない。

「あれ、音也？」

　背後からふいに声をかけられ、音也は文字通り飛び上がった。

　振り返ると、麦人が歩み寄ってくるところだった。大きめのエコバッグを下げている。ジャンパーにスウェットのパンツ、スニーカーというラフな服装がよく似合っていた。

「どうしたんや、心也君と何かあったか？」

「へ？　ああ……」

　そういや今日、心也と会おうたんやった。

　音也は意味もなくうろうろと視線をさまよわせた。

　舞台装置のような黒い革のソファに座り、女装の弟と、年齢も性別も不詳の蝶子ママと一緒に、香り高い紅茶を飲んだ。あの若い男と会ったことで、その非日常がすっかり頭から飛んでいた。心也が家を出てから、ずっと気にかけてきたのに。

「音也？」

　挙きょ動どう不ふ審しんな音也が心配になったのか、麦人は足早に歩み寄ってきた。

「どうした、何があった？」

「や、別に……」

　何もない、と言いかけて口を噤つぐむ。

　何もないことなどない。おまえは噓をついているのかと問いたださなければ。

「あの、な、麦。俺さっき、おまえが」

　ぎこちなく話し出すと、麦人は優しく見下ろしてくる。学生時代と変わらない、柔らかな印象の目だ。

　こんな麦が噓つくか？

　だいたい、カレシがおるて俺に噓ついて何になる。

　──もうおまえに恋愛感情はないのだと、音也にわかりやすく示すためか。カレシがいると言われて、驚くと同時に安心したのは事実だ。

　噓をついてでも友達に戻りたかった？

「音也？」

　気遣うように問われ、音也は再び彼を見上げた。

「あの、麦、おまえ……、……カ、カレシおらんて、ほんまか」

　予想外の問いだったらしく、麦人は目を丸くした。

「どうしてん急に」

「さ、さっき、バタフライを出た後、おまえに、死ねて言うたコに会おうてん。そのコが、麦にはカレシはいてへんて言うて……」

　ああ、と声をあげた麦人は眉を寄せた。

　その表情を見て、なぜか焦ってしまう。

「や、別に俺は、おまえにカレシがおってもおらんでも、どっちでもええねん。おまえ、俺に気ぃ遣つこてくれたんやろ。俺があのときひどいこと言うたから、そうでもせんと、友達に戻れんと思おもたんや」

　感情をむき出しにしてきた青年にあてられたのか。ずっと胸の底に沈めていた思いがあふれ出してきて止められない。音也は急き込むように言葉を紡つむいだ。

「ほんまにごめんな、麦。あの日、心也に女として生きてくて言われたんや。女の格好を初めて見せられて、ショックていうか混乱してて。や、これは言い訳や。俺の勝手な都合や。ごめん」

「音也」

　強く呼ばれ、ハッと口を噤む。

　すると麦人は涼しげな二重の双眸をわずかに細めた。こげ茶色の瞳に映る感情が読み取りにくくなる。

　胸がつまるような感じがして、音也は浅く息をした。麦人はその支つかえをとるかのように、ニッコリと笑ってくれる。

「ずっと気にしてくれてたんやな。再会したときにも謝ってくれたんやから、もうええよ」

　一度言葉を切った麦人は、音也の頭を柔らかく撫でた。

「おまえの言う通り、僕にカレシはおらん。音也に警戒されたなかったから噓ついてん。噓言うてごめんな。許してほしい」

　真しん摯しに謝られ、音也は何度も首を横に振った。麦人の口調がひどく優しいせいで胸が痛い。

「──わかった。ええよ」

「ほんまに？」

　大きく頷いてみせると、麦人はほっと息をついて頰を緩ゆるめた。音也もつられて微笑む。

　麦人にカレシはいてへんのや。

　噓はショックだったが、そのことには不思議と安堵した。が、ふいに苛いら立だちを滲にじませた男の言葉が思い出される。

　そのくせ好きな人には告白できないんだから、とんでもない優柔不断野郎だよ。

　彼がそこだけ噓をつくだろうか？

　端整な面立ちに答えが書いてあるはずがないのに、我知らずじっと麦人を見上げる。

　すると、麦人はなぜかたじろいだように目をそらした。

「あー……、あんな、音也。ちょっと人待たせてんねん。せやから、ごめんな」

　一瞬、何を言われているのかわからなかった。

　ここは麦人のマンションの前だ。どうやら誰かが麦人の帰りを待っているらしい。麦人が下げているエコバッグの中には、部屋で待つ人と食べる料理のための食材が入っているのだろう。

「……ああ、うん、ごめん。そしたら、帰るな」

「こっちこそ、わざわざ来てくれたのにごめんな。また連絡するから。ほんまごめん」

　何度も謝る麦人にぎこちなく頷いてみせた音也は、やはりぎくしゃくとまわれ右をした。そしてふらふらと歩き出す。

　麦を待ってる人、麦が好きな人かな……。

　麦には付つき合おうてる人はおらんでも、好きな人はおるんや。

　その事実はなぜか、「カレシ」がいると聞いたときよりも重くのしかかった。










「また矢や野のさんと喧嘩したんすか？」

　背後からいきなり問われ、音おと也やはギクリと体を強こわ張ばらせた。

　後ろにいたのは堀ほり切きりだ。朝の事務所には、既に数人の同僚が出勤している。

「や、喧嘩なんかしてへんで」

　慌てて答えると、堀切は眉を寄せた。

「ほんとですかぁ？　ここんとこずっとため息ついてばっかじゃないすか」

「え、俺、ため息ついてるか？」

「ついてますよ。無意識だったんすか？」

　音也は口を噤つぐんだ。図星だ。自分では意識していなかった。

　心しん也やと会った翌日の朝、母から電話があった。さっき心也から電話あった。ありがとう、音也。しみじみと嚙みしめる物言いが、母もこの四年で少しずつ心也の現実を受け入れたのだと伝えてきた。改めて心也が見つかってよかったと思った。

　それなのに、気分は晴れなかった。

「カレシ」と「好きな人」は同義だ。

　にもかかわらず、なぜ「カレシ」は気にならなかったのに「好きな人」は気になるのか。

　今振り返ると、麦むぎ人ひとが噓をついていたからだろう、「カレシ」の存在は重く感じられなかった。だからこそ、金曜の夜と土日の麦は俺のもんや、などと呑のん気きなことを思ったのだ。

　しかし「好きな人」は、終しゅう始し強気だった短髪ピアスの青年の涙を見てしまったせいか、やけに重く感じられた。

　麦人にマンションにあげてもらえなかった事実が、余計に「好きな人」を意識させた。振り返ってみれば大学の頃、音也が訪たずねたときに麦人が拒絶したことは一度もなかった。

　四日経たった今日も、まだ麦人の好きな人について考えている。そのくせ、メールや電話で麦人に直接尋ねられなかった。

　──俺には関係ないことやのに、なんでこんな気になるんや。

　お気に入りの国土地理院の地形図を眺めても、麦人の「好きな人」が頭から離れないなんて、どうかしている。

「喧嘩じゃないんだったら何なんすかもー。心配しちゃうじゃないすかー」

「し、心配？」

「心配するっしょ、いつもと違ったら」

　当然、という風に言われて、音也は言葉につまった。麦人の言った通り、堀切は音也を嫌いではないらしい。ふと気持ちが軽くなる。

「や、ほんまに何もないんやけど、ちょっと、気になることがあって」

「気になることって何すか」

「あの、友達に、好きな人がおるてわかって……、それが気になって……」

　音也としては相当思い切って打ち明けたつもりだったが、は？　と堀切は頓とん狂きょうな声をあげた。

「そんなの、小こ暮ぐれさんがその友達のこと好きだからに決まってんじゃないすか。わかりきったことで何回もため息つかないでくださいよもー。てか小暮さん女友達いるんすね。今度その友達の友達とか紹介してくれません？　俺、関西弁の女の子好きなんすよ。あかーんとか言われたいっす」

　言いたいことを言いたいだけ言ったらしい堀切は、あかーん、と嬉しそうにつぶやきつつ自分のデスクに腰かける。

　音也はといえば、完全に固まっていた。

　え？　つまり、俺が麦を好きってことか？

　まさか。そんなわけない。

　麦のことは好きや。特別や。

　しかし恋愛の意味で好きかといえば、ノーだ。──たぶん。

　この四年、「もしも」を想像するのは無駄だと思い、麦人に対する気持ちを考えるのをやめてきた。が、今は考えるのをやめる必要はない。

　いや、でもやっぱり考えたってしゃあない。

　音也が麦人をどう思っていようと、麦人には今、好きな人がいるのだから。

　ふいに胸が強く痛んで息をつめたものの、同時に安堵もした。

　心也は男の体で生まれたが、心は女だ。良い悪いではない。そう生まれた。しかし母にとってはショックな事実だった。その驚きと戸惑いは、音也の比ではなかっただろう。

　この上、音也まで男が好きだったら母はどうなる？

　やっと心也のことを受け入れられてきた母に、音也まで心配をかけられない。

　このままがいい。このままでいい。










　金曜の夜、音也は麦人と共に「バタフライ」へ行くことになった。誘ってきたのは麦人である。マンションの前まで訪ねてきた音也を家にあげなかったことを、かなり気にしたらしい。一緒に行こうとメールがきた。

　音也は断らなかった。断ったら、麦人を意識していると認めることになってしまう。今まで通り友達でいる。そう決めたから、友達として当然の行動をしようと思った。

　ネオンが輝く通りは最初に来たときと同じく、大勢の人で賑にぎわっている。昼頃から降り始めた雨がやんだ後、急に風が冷たくなったが、少しも影響はないようだ、毒々しい華やかさにはやはり圧倒される。

　数時間前に、麦人から仕事が長引いているとメールがきた。

　ちょっと遅れると思うから先に行っといてくれるか。ごめん。気ぃ付けてな。何かあったら走ってバタフライに行くんやで。

　いつも通り、こちらを気遣う内容だった。駅での待ち合わせがなくなって、ほっとしたような、それでいてがっかりしたような、複雑な気持ちになった。

　なんかもやもやした感じや……。

　眉を寄せて狭い階段を降りてゆくと、黒い扉が出迎えてくれた。ゆっくりドアを開ける。たちまち暖かな空気が全身を包んだ。

「いらっしゃい」

　優しく声をかけてくれたのは、カウンターにいた蝶ちょう子こママだった。

　落ち着いた照明の下、狭い店内には既に五、六人の客がいた。想像していた通り、飲んで騒ぐ店ではなく静かに酒と会話を楽しむ店のようだ。

　こんばんは、としゃちこばって応じた音也に歩み寄ってきたのは心也だった。濃いピンク色のナイトドレスを纏まとっている。前回会ったときよりも化粧が濃い。

「いらっしゃい、兄ちゃん。麦人君は？」

　心也は音也の背後に探るような視線を向ける。

「仕事で遅れるて。もうちょっとしたら来ると思う」

「そうなんや……」

　心也はあからさまに肩を落とした。

　そんなに会いたかったんか。

　心也と麦人は、麦人が家へ来たときに少し話す程度だったはずだ。二人が特別親しいと感じたことはない。

　内心で不思議に思いつつ、心也に促うながされてソファに腰かける。心也も隣に腰を下ろした。

「兄ちゃん、何飲む？」

「え？　ああ、ええと、俺、こういうとこで飲んだことないから、ようわからんねん」

　正直に言うと、心也は小さく笑った。

「そしたら水割りでええ？」

「ああ、うん」

　わかったと頷いて、心也は水割りを作り始めた。慣れた仕草だ。

「飲みに行ったりせんの？」

「居酒屋とかには行くけど、こういう店はあんまり……」

　そうなんや、とつぶやいた心也は、水割りを音也に差し出した。ありがとうと礼を言う。ひとくち飲んだが、味はよくわからなかった。

　慣れない高級な雰囲気のせいか、それとも、あと少ししたら麦人が来るとわかっているせいか、胸の辺りがざわついて落ち着かない。

　身の置き所がなくてあちこちに視線を飛ばしていると、兄ちゃん、とふいに呼ばれた。夜の化粧と女性らしい滑なめらかな仕草のせいで、精せい悍かんさがかろうじて薄れた顔には真剣な表情が映っている。

「私、麦人君が好きやねん」

　え、と音也は思わず声をあげた。

　心也は熱っぽい口調で続ける。

「高校んときからずっと好きやった。今も気持ちは変わってへん」

　ああ、あのコと同じや……。

　感情のままに怒鳴って泣き顔を見せた青年。

　むき出しの恋れん情じょうがそこにあった。もともと明るくてはきはきとしていた心也だが、こんな直情的な物言いは初めて聞く。圧倒されて言葉が出てこない。

「麦人君は兄ちゃんの友達やから、兄ちゃんには言うときたい思て」

「そ、そうか……」

　かろうじて頷くと、そう、と心也は大きく頷いた。

「いつか告白するから、そのつもりでおって」

「い、いつかて……」

「時間かけて親しいなって、それから言うつもり」

　揺るぎない想いが感じられて、そうか、と音也は掠かすれた声で応じた。

　心也の心は女だ。男を好きになるのが普通なのだろう。

　頭ではおかしくないと思うのに、心臓がばくばくと不ふ穏おんな音をたてている。息が苦しい。

　──けど、麦人には好きな人がおる。

「心也、あのな、麦には好きな人が」

「好きな人がおっても関係ない。麦人君が大学生やったときかて、好きな人いてたんわかってて好きになったんやもん」

　きっぱり言った心也に、え、と音也はまた声をあげた。

「だ、大学んとき、麦に好きな人がおるん、わかったんか？」

「うん。見てたらすぐわかった」

　音也は言葉につまった。

　大学生の麦人が好きだったのは音也だ。

　俺は告白されるまで、全然気付かんかったのに……。

　愕がく然ぜんとしていると、心也にあきれたような視線を向けられた。

「兄ちゃん、気ぃ付いてへんかったん？」

「ああ……」

「兄ちゃんらしい」

　心也は苦笑した。

　あ、この顔前によう見た。

　子供の頃、友達の輪に入らないで地図を眺めている音也を見つけたとき。心也がピンク色のバッグをからかわれている場に遭遇して、音也には珍しく咄とっ嗟さに大声を出してかばったとき。高校のクラスメイトだった女の子がなぜか家を訪ねてきて、結局、何も言わずに帰っていった。彼女が何をしに来たのかわからなくて首を傾かしげていたとき。弟はこんな顔をしたように思う。

　我知らずじっと見つめた先で、心也は真顔に戻った。

「私、あきらめへんから。麦人君、今は誰かを好きかもしれんけど、気持ちは変わることもあるし」

　私、高校卒業したら女として生きてくから。

　そう言ったときの意い固こ地じな物言いとそっくりな口調にまた言葉を失っていると、店の入り口の扉が開いた。現れたのはジャケットに細身のパンツという格好の麦人だ。

　ドキ、と心臓が跳ねる。

　心也は勢いよく立ち上がった。

「麦人君、いらっしゃい！」

　声が弾はずんでいる。化粧をしていても、頰が上じょう気きしているのがわかった。

　心也はほんまに麦のことが好きなんや……。

「心也君、久しぶり」

　麦人は笑顔で応じる。が、すぐ音也に視線を移した。そして心也に向けた笑顔とは全く違う、親しげな笑みを向けてくる。

　ドキ、とまた心臓が跳ねて、音也は反射的にうつむいてしまった。

　あかん。変に思われる。友達やのに。

　麦人が隣に腰かける。やはり不審に感じたのだろう、こめかみの辺りに視線を感じた。顔を上げなければと思うのに、どうしても上げられない。

「麦人君、全然変わってへんな！」

「そうか？　それなりに老ふけたで」

　にこやかに応じた麦人を、ほんの一瞬だけ盗み見る。

　心也の気持ちに気付いているのか、いないのか。

　心也に向けられた笑顔からは、わからなかった。










　細い階段を上って地上に出ると、風が吹きつけてきた。暖房で温められていた体に秋の冷たさが突き刺さって、思わず首をすくめる。

「うわ、寒いなあ」

　背後から聞こえてきた麦人の声に、音也はほんまやなと応じた。

　時刻は午後十時。街はまだ大勢の客で賑わっている。

「帰ろか」

　隣に並んだ麦人に促され、うんと頷く。

　心也が麦人を好きなこと。麦人に好きな人がいること。その二つが心を支配していた。

　人の気持ちは変わる。大学時代は音也を好きだった麦人も、今は別の誰かが好きなのだ。もし今の恋が成じょう就じゅせずに失恋したとしたら、心也を好きになるかもしれない。

　想像するだけで胸がつまるような感じがした。

　麦人は友達だ。麦人が誰と付き合おうと、音也には関係ない。だからいつも通りに振る舞わなくては。

「音也、何か変やなあ」

「え？　や、別に……」

　自分でも変だと思っているので、自然とうつむいてしまう。

　麦人はクス、と笑った。

「どうしてん。僕でよかったら話聞くで」

「や、ほんまに何もないねん」

　できる限り落ち着いた口調で答えた音也は、麦人を見上げた。

　うん？　という風に麦人は首を傾げて見下ろしてくる。慈いつくしむような仕草も、優しげな双そう眸ぼうも、大学の頃と変わらない。ただでさえ重苦しかった胸がじくじくと痛みを訴うったえる。

「……麦」

「うん？」

「今日は、心也のために来てやってくれてありがとう」

「そんなん全然。僕も楽しかったし」

　麦人は結局、料金を支払った。心也はご馳ち走そうしたいと言ったのだが、やんわり断った。

　お礼されるほどたいしたことしてへんから、気持ちだけもろとくわ。ありがとうな。

　麦人にニッコリと微笑みかけられ、心也は頰を染めた。少し離れたところから見ていたものの、麦人が心也の気持ちに気付いているのか否かは最後までわからなかった。

「音也？」

　心配そうに呼ばれ、黙り込んでしまっていたことに気付く。

　普通にせなあかん。

　何か話さなくては。

「あ……、あの、な、おまえ、好きな人おるんやろ」

　え、と麦人は声をあげた。

　うわ、よりによってなんでこの話題や俺。

　ここ数日、ずっと気になっていたせいだろう、そのまま口に出てしまった。

「や、あの、この前のコが、麦人にはカレシはおらんけど、す、好きな人はおるて言うてたから……。この前も、部屋で人が待ってる言うてたし……」

　言い訳になっているような、なっていないような言葉を慌てて紡つむぐと、麦人は苦笑した。

「あいつ、いろいろ言うてくれるなあ」

「ごめん……」

「なんで音也が謝るねん。音也こそ、全然知らん奴にいろいろ言われてびっくりしたやろ。ごめんな」

　申し訳なさそうに謝った麦人は、ため息を落とした。

「それにしても、あのときちょっと顔見ただけやのに、なんで音也のことわかったんやろ」

「ああ、それは麦の携帯の写真見たて言うてたで」

　え、と麦人はまた驚いた声をあげる。

　本当だという風に頷いてみせると、麦人はなぜかじっとこちらを見下ろしてきた。

　いつのまにか、二人とも足は止まっていた。後ろからやって来た酔すい客きゃくが避さけて通る。びゅう、と音をたててビルの谷間を風が吹き抜けた。やだもー、やめてよぉ、とすぐ側そばの店から低い笑い声が聞こえてくる。

「何？」

　麦人には珍しい長い沈黙と、探るような視線を不安に感じて、音也は眉を寄せた。

　麦人はふと視線を緩める。

「僕の好きな人、誰なんか聞いた？」

「いや、それは聞いてへん」

　首を横に振ると、麦人はなぜかほっと息をついた。端整な面おも立だちに浮かんだ笑みは、ひどく柔らかい。

「好きな人はおる。けど片想いや」

　ズキ、と胸が強く痛んだ。

　やっぱりおるんや……。

「こ、この前、マンションに来てた人……？」

「え？　あー……、いや、この前来てたんは仕事で世話になった人や。好きな人やない。普通の友達」

　そうか、と頷いたものの、胸の痛みは去らなかった。好きな人を家に上げていたわけではないとわかったところで、麦人に好きな人がいることに変わりはない。

「……告白はせんのか？」

「うん」

　ごく短く答えた麦人に、なんでや、とは聞けなかった。話したければ話すだろう。話さないのは、話したくないということだ。

「辛つらないか……？」

　漸ようようそれだけを尋ねると、麦人は目を細めた。感情が見えない。

　しかし、しばらく間を置いて耳に届いた声は優しかった。

「平気や」

「……そうか」

　うんと頷いた麦人は微笑んだ。ぽんぽんと音也の頭を優しく撫なでる。

「ほんま、いろいろごめんな、音也」

「いや……。俺こそごめん」

　音也は小さく首を横に振った。

　俺には告白したけど、今好きな人には告白せんのか……。

　お門かど違ちがいだとわかっていたが、腹立たしい。

　なんで四年前のあのとき、俺に告白したんや。おまえが告白せんかったら、俺かてこんな苦しい気持ちにならんでよかった。普通に友達のままでおれた。

　麦人だけでなく、麦人の想い人にも腹が立った。

　どこのどういう奴か知らんけど、そいつは普通に麦人と付き合えるんや。ずるい。

　──否、俺がそんなこと言える義理やない。

　音也がひどい言い方をして拒絶したことが麦人の心の瑕きずになっていて、告白する勇気が出ないのかもしれないのだ。

　腹立ちと自己嫌悪、そしてそれらを遥かに上まわる、じりじりとした熱いような痛いような感情が胸に湧わいた。嵐のように逆さか巻まくそれは初めて味わうものだ。

　これは嫉妬や。

　麦人の片想いの相手に嫉妬している。心也にもだ。

　心也はええよな、男が好きで普通なんやから。相手が麦やろうが麦やなかろうが、母さんかていずれは認めてくれる。ずるい。

　そんな風に考えて、また自己嫌悪に陥おちいった。

　心也は苦しんだ。もしかしたら今も苦しいかもしれない。何もいいことなどない。

　八つ当たりも大たい概がいにしなければ。

「心也君……、店ではココちゃんか。お店に馴な染じんでたな」

　音也の心中の葛かっ藤とうに気付いているのかいないのか、麦人が穏やかに話しかけてくる。

「蝶子ママもええコやて言うてはったし。何より心也君自身が生き生きしてたんがよかった」

　音也はできる限りさりげなく、ああと頷いた。

　友達でいようと決めたのだ。必死で暗い感情を抑おさえようとする。

　しかしどうしても抑えられない。

　俺がこんなんでは、麦と友達でいられん。










　麦人を恋愛の意味で好きなのは、もう間違いない。そしてその想いを殺すだけでなく、隠しておくことすらできそうにないのも、間違いなかった。

　俺はたぶん、大学生の頃も麦が好きやった。

　女性すら好きになったことがなかったから気付かなかっただけだ。四年前に告白されたあのとき、じっくり考えればきっと麦人のことが特別に──恐らく恋愛の意味で好きだと結論が出ただろう。

　けど、俺まで男が好きやて言うわけにはいかん。

　これ以上母を追いつめたくない。父に申し訳が立たない。

　否、これは建たて前まえだ。本当は、自分自身がマイノリティとして生きるのが怖いのだ。

　二十五歳になった今も地図が一番好きだ。当然恋人はおらず、セックスはもちろんキスの経験すらなく、友人も少ない。

　もともと典型的な「オタク」だった。明らかなマイノリティだ。それでもゲイとは違う。

　心也は凄すごいと思う。母と音也に女として生きていくと宣言するのは、相当な勇気が必要だったはずだ。

　俺は、これからどうしたらええやろう。

　結論はすぐに出た。

　とにかく麦人と離れることだ。

　今のところ、数多あまたいる男の中で恋愛対象として見られるのは麦人だけである。麦人から離れれば、不安と戸惑いは山ほどあるものの、色恋とは無縁の平凡な生活が戻ってくるはずだ。










　お疲れ様でしたと同僚たちに挨あい拶さつをして事務所を出た音也は、大きなため息をついた。冷たさを増した風がジャンパーの中にまで忍び込んでくる。既に日は落ち、ビルの隙間に見える西の空に仄ほのかなオレンジを残すのみだ。

　土曜と日曜に食事に行かないかと麦人からメールが届いたが、用事があるからと断った。用事て何やと尋ねられることはなく、わかった、また来週遊ぼうと返信があった。

　もしかしたら避さけているとばれていたかもしれないが、仕方がない。このまましばらく会わずにいて、麦人への気持ちが薄れるのを待つしかないのだ。

　そう思うのに、胸がひどく痛んだ。

　あんまり長いこと会わんかったら、麦に嫌われるかもしれん。いや、嫌われた方がええんか。けどせめて友達でおりたい。

　二日の休みの間、そんな風に麦人のことばかり考えた。なんとか気持ちをそらそうとお気に入りの地図を眺めたが、いつものようには夢中になれなくて泣きたくなった。

　月曜の今日は、仕事中だというのに幾度となくため息を落としてしまった。土日によく眠れなかったので目が痛い。

「あ、小暮さん、お疲れ様でーす」

　背後から明るく声をかけられて振り返る。堀切が伸びをしながら事務所から出てきたところだった。

　お疲れさんと応じると、堀切は横に並んだ。

「まだ調子悪そうっすね」

「ああ、うん、まあな……」

「あ、そうだ！　この前言ってた奢おごってもらう話、パンケーキでもいいっすか？」

「パ、パンケーキ？」

　予想外のことを言われて、音也は頓とん狂きょうな声をあげた。

「この前テレビで見たらすげぇ旨うまそうで。俺甘いの好きなんす。だめっすか？」

　元気づけようとしてくれているのか、本当にパンケーキが食べたいだけなのか。

　そもそも件くだんのパンケーキがどういう代しろ物ものなのかさっぱりわからなかったが、思わず笑ってしまう。

「や、うん、パンケーキ、ええよ」

「やった！　じゃあ今度の休みにでも奢ってくださいね。あれ、矢野さんだ！」

　音也はハッと頭を上げた。前方から麦人が歩いてくる。ハーフコートにジーンズというラフな格好だ。

　ドキ、と心臓が大きく跳ねた。

　うわ、どうしよう。

　音也は意味もなく左右を向いた。オフィスビルが建ち並ぶ通りに隠れる場所はない。もっとも今更隠れても、不審に思われるだけだが。

　そうこうしているうちに、麦人はすぐ側まで歩み寄ってきた。

「矢野さん、こんにちは」

「ああ、こんにちは」

　元気よく挨拶した堀切に、麦人はニッコリと笑う。

「じゃ、俺はこれで。小暮さん、お疲れ様っす！」

「あ、ちょ、堀切君！」

　咄とっ嗟さに堀切の腕をつかもうとした手は、空から振ぶりした。堀切の後ろ姿はあっという間に遠ざかる。通りに残されたのは、音也と麦人の二人だ。

　目を合わせられないでいる間に、音也、と声をかけられた。ビク、と全身が反応する。

「お疲れさん。今日は早はよ終わったんやな」

「ああ、いや、うん。あの、麦も、仕事早はよ終わったんか？」

「先週けっこうがんばったから。音也も早はよ終わってたら晩飯一緒にどうかと思て来てみてん」

　麦人の声は変わらず優しかった。

　昨日と一昨日おととい、誘さそてくれたんを断ったのに。

　泣きたいくらい嬉しい。けれど胸が張り裂けそうだ。

　やはり目を見ることができなくて、音也はじりじりと後退した。

「や、あの、今日は、ちょっと」

「何か予定あるんか？」

「予定は、ないんやけど。ちょっと」

　どう言い訳をすればいいかわからなくて、ちょっと、しか言えない。

「どうしたんや。具合でも悪いんか？」

　麦人の心配そうな問いかけに、うつむいたまま首を横に振る。

「しんどいんやったら僕んちにおいで。飯作るで」

「や！　あの、だ、大丈夫や。せっかく来てくれたのにごめんやけど、今日はほんまに、ごめん。また今度な！」

　やっとの思いでそれだけ言って、音也は駆け出した。

　音也、と呼ぶ声が聞こえてきたが、振り返らなかった。










　電車に飛び乗った音也は、いつも降りる駅では降りなかった。もしかしたら麦人が自宅を訪ねて来るかもしれない。すぐに帰るわけにはいかなかった。

　スマホの電源も切った。メールや電話がきても、どう返事をすればいいかわからない。

　絶対変に思われた……。

　一応ごめんと謝ったが、呼び止められたのを無視して逃げるように帰ったのだから、不審に思って当然だろう。

　変に思われたんやったらまだましや。

　嫌な奴と思われたかもしれん。

　そう考えるだけで胸が痛い。

　実際に麦人の姿を見て、声を聞いて、改めて彼が好きなのだと自覚した。

　同時に、四年前の自分がいかに麦人を傷つけたかを、改めて実感する。

　おまえがそんな勝手な奴やと思わんかった。さ、最低や！　この変態！　俺はおまえとは違う！

　──勝手は俺や。真剣に俺を好きやて言うてくれた麦に、なんであんな言い方してしもたんや。

　麦人が好きだと自覚した今、もし彼に変態と罵ののしられたら立ち直れない。きっと麦人も同じ気持ちだっただろう。それなのに、友達に戻ろうと言ってくれた。

　麦人は優しい。それに強い。

　俺は無神経や。鈍どん感かんで、その上弱い。

　ふと気が付けば、麦人が作曲をしたメロディが流れる駅にいた。

　帰宅途中の人たちで賑にぎわうホームに、軽やかなメロディが流れる。ごく短い曲に耳を傾ける人がどれだけいるのか。耳に心地よいメロディには違いないが、ほとんどの人にとっては、ただ電車が来る合図でしかないだろう。

　しかし音也には、何よりも優しい旋せん律りつに聞こえた。










　マンションに戻ったのは午後十時をすぎた頃だった。会社を出たのは五時半頃だったから、五時間ほどさまよっていたことになる。さすがにマンションの前に麦人の姿はなく、安堵した。

　とはいえここ数日の寝不足のせいで、体力は限界だった。シャワーを浴びた音也は、地図を片手にベッドに潜もぐり込こんだ。

　ベッドヘッドのライトをつけ、地図を眺める。複雑な等とう高こう線せん。美しい等とう深しん線せん。山、川、海、街。いつものように、ときには自分が鳥になって上から眺めているような、ときにはその土地を自分の足で歩いているような感覚に──ならなかった。

　ベッドサイドに置いたスマートフォンが気になって仕方がない。

　電話とかメールとか、してきてるかな……。

　そろりと布団から顔を出し、スマホを窺うかがう。カーテンの隙間から差し込む街灯の明かりのせいで、シルバーのそれは浮いて見えた。

　麦人と友達でいたいのなら、彼から連絡が入っているか確かめるべきだ。

　そろそろとスマホに伸ばした手が、途中で止まる。

　──もし拒絶の言葉が残されていたらどうする？

　や、でも、このまま放っといたら、ほんまに麦を失うことになる。

　せっかく再会できたのに。親友に戻れたのに。

　音也は決死の覚悟でスマホを手に取った。少しでも動作を止めると、怖くて怖くて放り出してしまいそうだったので、続けて画面を確認する。

　着信が五件。留守番電話が三件。メールが十二件。

　着信は全て麦人からだ。

　メール十二件のうちの一件は堀切からだった。パンケーキ店の地図を送ってきている。

　他の十一件は全て麦人からだ。震える指先を動かして画面を操作する。

　音也、大丈夫か？　今どこや。

　何があったんや。めっちゃ心配してる。メールでええから返信くれ。

　どのメールにも音也を気遣う言葉が並んでいる。怒りの言葉はひとつもない。

　胸が熱くなった。つられるように目の奥も熱くなる。画面が涙で滲にじんだ。

　また画面を操作して、留守番電話を再生する。恐る恐る耳にあてると、音也、と呼ぶ麦人の声が聞こえてきた。

『今どこにおる？　僕が何かしたんやったら謝るから、電話ください。待ってるから』

　優しいけれど、焦あせっているとわかる声だ。

『音也、ほんまにどこにおるんや。すぐに行くから場所教えてほしい』

　やはり焦っている。

『音也、ほんまに心配してるんや。メールでもええから返事くれ。頼む』

　今度は懇こん願がんだ。四年前に告白された後にも、こんな物言いを何度も聞いた。ごめん、音也、僕が悪かった、頼むから話聞いてほしい。

　俺はあのとき、全部無視した。

　そして今また、麦人を無視して傷つけようとしている。

　音也はぎゅっと唇を引き結んだ。

　そんなんはあかん。

　離れようとしても、きっと麦人は追いかけてくる。当然だ。何も悪いことをしていないのに避けられるなんて、わけがわからないだろう。もし逆の立場だったら心配で不安でたまらなくなる。そして同じように追いかけるはずだ。

　離れることができないのなら告白するしかない。

　せやかて今も、麦が好きで胸が痛い。

　好きな人がいる麦人に、好きになってもらえないのはわかっている。母には心配をかけるだろう。マイノリティとして生きる覚悟もない。

　それでも、もう黙っていることはできない。

　大きく深呼吸した音也は、震える指を励はげましてスマホを操作し始めた。

　告白するからには、いい加減な態度ではいけない。メールや電話はだめだろう。直接会って告げるべきだ。そのためには、まずは告白する場所を設定しなければ。

　あ、あと、心也も呼ばなあかん。

　心也も麦人が好きなのだ。そのことを知らないのならともかく、知っているのに、心也が知らないところで告白するのはフェアではない。心也にも来てくれるように頼まねばならない。










　翌日、定時より少し遅れて事務所を出た音おと也やは、待ち合わせの店へ急いだ。

　俺が呼び出したんやから、早めに着いて二人を待ってんとあかん。

　告白する場所に選んだのは、心しん也やが働く「バタフライ」にほど近いイタリアンレストランだ。自分の部屋に招こうかとも思ったが、男三人が集まって話すには、１Ｋの部屋では互いの距離が近すぎるような気がした。だから結局、男が男に告白しても不思議はない場所にあって、麦人にも心也にもわかりやすい店を選んだ。

　直接会って話したいという内容のメールに、麦むぎ人ひとはすぐ返信をくれた。わかった。絶対行くからな。

　心也からの返信は今朝早くにきた。わかった。行く。

　麦人が好きだと気付いたときからじくじくと痛み続けている胸をもて余しながら、音也は細長いビルにたどり着いた。レストランはこのビルの三階にある。

　誰かに告白するのは生まれて初めてだ。昨夜ゆうべはほとんど眠れていない。が、気持ちが高ぶっていたため、仕事中も眠くなることはなかった。

　大事な告白だからきちんとしなければと思って作業着からジャケットとパンツに着替えたせいか、妙なところで鋭するどい堀ほり切きりに、いよいよ告白っすか！　がんばってくださいね！　と励はげまされた。ぎょっとしたが、嬉しかった。

　地図は置いてきた。何にも頼らずに告白したかったのだ。

　エレベーターを降りたところに赤いドアがあった。店名を確かめてから深呼吸をし、ゆっくりドアを開ける。

　コンクリートが打ちっぱなしになっている店内は、ホームページ上に載っていた写真から想像していたよりも狭かった。しかし居心地は良さそうだ。いくつかあるテーブル席はほぼ埋うまっている。

「いらっしゃいませ」

　近寄ってきたウェイターにこんばんはと挨あい拶さつすると同時に、音也！　と呼ばれた。ドキ、と心臓が跳ね上がる。

　振り返ると、奥のテーブルに麦人と心也が向かい合って座っていた。否いな、麦人は立ち上がっている。

　うわ、俺が最後か。

「音也」

　再び呼んだ麦人の声には安あん堵どが滲にじんでいた。心配してくれていたのだ。

　嬉しくてたまらないのに、泣きたくなる。

　麦は俺を好きやない。

　それでも、告白すると決めたのだ。

　一度止まってしまった足を、音也は力を振ふり絞しぼって前へ出した。テーブルに歩み寄り、二人に深く頭を下げる。

「あの、遅おそなって、ごめん」

「全然遅ないから、そんな謝ることないで。僕らが早はよう来すぎたんや。ほら、座って」

　麦人に腕を引かれて彼の隣に腰を下ろす。

　すると、正面に腰かけた心也にじろりとにらまれた。今日は黒のワンピースにピンク色のカーディガンを羽は織おっている。化粧も薄い。

「三人で話て何？」

「あ……、うん、ごめん」

　この上なく不機嫌な口調に、思わず謝る。もしかしたら心也には、麦人を好きな気持ちがばれているかもしれない。

「まあまあ心也君、そんな焦あせらんでも」

　麦人が心也を宥なだめた。わざとなのか、そうでないのか、音也の腕を握ったままでいる。布越しに手の温かさが伝わってきて、また泣きたくなった。

　水とメニューを運んできたウェイターに、ありがとうと礼を言う。麦人の前にも心也の前にも、まだ料理は運ばれてきていない。

　食べる前に言うべきやろか。

　それとも、食べた後で告白すべきか。

　そこまで考えていなかったので迷っていると、兄ちゃん、とふいに呼ばれた。視線を上げた先にあったのは、心也の怖いくらい真剣な顔だ。

「私、麦人君と付き合うことになったから」

　へ、と音也は間の抜けた声をあげた。

　隣にいる麦人も、え、と声をあげる。しかし心也に鋭い視線を向けられ、口を噤つぐんだ。

「さっき告白したら、ＯＫしてくれてん」

「や、でも、麦には好きな人が……」

「その人のことはもうあきらめるんやて。せやから、私と付つき合おうてくれるんや」

　弟の挑いどむような物言いに、音也は言葉を失った。頭の中が真っ白になる。

　告白する前にふられてしもた……。

　麦人は好きな人をあきらめて、心也の恋人になるのだ。

　──嫌や！

　気が付けば、涙があふれていた。

「音也？」

　麦人が慌てたように呼ぶ。

　止めようとしても止められなくて、音也は咄とっ嗟さに席を立とうとした。が、兄ちゃん、とまた心也に呼び止められる。その声は今まで聞いたことがない鋭さを含んでいた。

「なんで逃げるん。私、麦人君のこと好きやて言うてたやろ。付き合えるようになったんやから喜んでや」

「あ……」

　確かにそうだ。喜んでやらなければ。

　けど、嫌や。

　麦人が誰かのものになるのは嫌だ。どうしても嫌だ。

　こすってもこすっても涙が止まらなくて、音也は眼鏡をはずした。ぼろぼろとあふれた涙が、膝ひざの上に次々に落ちる。胸が熱くて痛くて苦しい。

　音也、と呼んだ麦人が背中を摩さすってくれた。
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「心也君、もうええやろ。僕と付き合うことになったて、なんでそんな噓つくんや」

　叱るように言った麦人を、心也がにらみつける気配がした。

「噓つきは兄ちゃんと麦人君やろ」

「噓つきて……」

「噓つきやんか。麦人君、今も兄ちゃんのこと好きなくせに友達ごっこしてるし。兄ちゃんも麦人君のこと好きなくせに、大学んときから自分の気持ちに全然気付いてへんし」

　え？　麦は今も俺を好きなんか？

　そしたら好きな人は？

　心也は俺が麦を好きなことを知ってたんか？

　混乱している間に、心也のきつい視線がこちらに向いた。

「兄ちゃんは昔からそうや。ほんまは私の中身が女やてわかってたやろ。わかってて知らんふりした。母さんもそうや。それやのに兄ちゃんの気持ちだけには敏びん感かんで、音也の側そばにいてやってくれるんやったら男でも女でもええて言うてた」

　堰せきを切ったように早口で紡つむがれた言葉の意味がわからなくて、音也は涙で曇くもる目で心也を見た。

　心也は憎々しげに続ける。

「兄ちゃん、頭よかったし凄すごく真面目やったけど、地図にしか興味示さへんかったやろ。嫌われてはいてへんかったし、苛いじめられてたわけやなかったけど、友達は極端に少なかった。小学生のときはともかく、中学に上がって父さんが死んでからもずっとそんな感じやったから、母さんめっちゃ心配してた。お父さんが生きてたら、もっとちゃんとアドバイスしてやれたかもしれんのにて言うてた。弟の私には友達いっぱいいてたのに、女親だけやから他人に関心が持てへんのやろかて、兄ちゃんのことばっかり。せやから兄ちゃんが麦人君をうちに連れてくるようになって、母さんめっちゃ喜んでた。兄ちゃんが初めて親しいなった友達やったから」

「心也君」

　音也の背中に手をあてたままでいた麦人が、咎とがめるように呼ぶ。

　しかし心也は止まらなかった。

「麦人君が兄ちゃんを好きなんはすぐにわかった。たぶん母さんにもわかったと思うけど、そんでもええて思てたみたいやった。麦人君やったら、兄ちゃんを安心して任せられるて。それやのに私のことは知らんふりや。兄ちゃんばっかりずるい。四年も経たったのに、まだ麦人君に好かれててずるい」

　また麦人に好かれていると言われて、混乱に拍はく車しゃがかかる。

　母さんは麦が俺を好きやて知ってた？　そんでもええて、何がええんや。

「麦人君にめっちゃ好かれてんのに、全然気付かん兄ちゃんが嫌いやった。自分の気持ちに噓つくとこも嫌いや。ほんまは皆に心配かけてんのに、母さんと私を守らなあかんて勘違いしてるとこも嫌い。どんだけ真面目言うても、結局は自分がかわいいんやろ。自分に都合が悪いから、私のこと知らんふりした。自分勝手や。それやのに麦人君にも母さんにも大事にされて、ずるい」

　むき出しの感情をぶつけられ、音也はどうすることもできなかった。年が少し離れていたせいか、あるいは嗜し好こうの違う弟に対抗心を抱かなかったせいか、兄弟喧嘩すらろくにしなかった。

　心也はずっと俺に不満を持ってたんか……。

　全く気付かなかった。ずっと守っているつもりでいたのに、実際は守られていたのかもしれない。

「心也君、その辺にしとこう」

　宥めるように呼んだ麦人に、心也は強く首を横に振る。

「嫌や。私は」

「もうやめた方がいいわ、ココちゃん」

　横から唐突に口を出してきたのは、後ろの席にいた客だった。そうよ、もうその辺でいいわよ、と彼女──彼か？──と一緒にいた二人の客も声をあげる。どうやら心也の知り合いらしい。恐らく一部始終を聞いていたのだろう。

「ムギちゃんとお兄さん、もう行きなさい」

「ココちゃんのことは私たちに任せて」

「ほら、ムギちゃん、早く！」

　三人にせっつかれ、麦人は頷いた。そして音也の腕をとる。

「音也、帰ろう」

「けど……」

「ええから帰ろ」

　肩を抱えられて立つように促うながされる。見下ろした心也は、先ほどまでの勢いが噓のように深くうつむいていた。

「あの、心也、ごめん」

　何を言っていいかわからなくて、とにかく謝った。謝るしかできない。

　心也は何も答えなかった。ただじっとしている。

「行こ」

　優しく囁いた麦人と共に、音也は店を出た。










　通りは相変わらずたくさんの人で賑にぎわっていた。いつのまにか涙は止まっていたので眼鏡をかけたが、濡れた目め許もとにあたる風は凍こごえるほど冷たい。一方で体そのものは、ひどく冷たいような、沸ふっ騰とうするほど熱いような、相反する感覚が同居している。

「音也、大丈夫か？」

　歩きながら心配そうに尋ねられ、うんと頷く。肩を抱いてくれていた腕は、いつのまにかはずれていた。しかしぴたりと寄り添うように歩いてくれている。

「俺は、心也を傷つけてたんやな……」

　音也はぼんやりとつぶやいた。

　心也が言ったことは全て当たっていた。

　俺は噓つきで鈍感で臆病や。最低や。

　すると麦人は微苦笑する。

「そうかもしれんけど、誰も傷つけんと生きられる人なんかおらんやろ。さっき心也君も音也を傷つけた。音也かて内定がもらえためでたい日に心也君にカムアウトされて、友達やと思てた僕にコクられて、大変やったやろ」

「……心也に聞いたんか」

　うんと麦人は頷いた。

「音也が来るまでに、ちょっと話してん。兄ちゃんに言いたいことがあるから何も言わんと聞いててって言われたんやけど、まさか僕と心也君が付き合うて、あんな噓言うとは思わんかったからびっくりした」

「……心也、高校のときから麦のことが好きなんや」

「うん、それも聞いた。そんできちんとお断りした」

　そうか、と小さく頷いた音也は、またじわりと涙が滲むのを感じた。

　これはほんまに心也を思て出た涙や。

　しかし先ほど店の中で出た滂ぼう沱だの涙は違う。麦人を想う気持ちがあふれた結果だった。

　俺はやっぱり自分勝手や。

　拳こぶしを握りしめていると、音也、とこれ以上ないくらい真剣な声で呼ばれた。

「さっき心也君も言うてたけど、僕、今も音也が好きなんや」

　真しん摯しな告白が耳に届いて、音也は思わず歩みを止めた。考えるより先に麦人を見上げる。

　同じく立ち止まり、見下ろしてきた端整な面立ちに泣き笑いのような表情が浮かんだ。

「噓やったんはカレシのことだけやないねん。気持ちの整理がついたていうんも噓や。全然整理なんかできてへん。音也が好きや。真面目すぎて天然なとこも、純粋すぎて鈍にぶいとこも、それやのに一人でちゃんと立ってるとこも、不器用やけど優しいとこも、好きや」

　かき口く説どく物言いに、や、でも、と音也は掠かすれた声を出した。

「麦、す、好きな人がおるて……」

「おるで。僕の好きな人は音也や」

　やはり熱っぽい口調で言った麦人は、幾いく分ぶんか早口で続けた。

「これ以上ないぐらいきっぱりふられたんや。あきらめようと思た。忘れようと思た。そんでも全然忘れられんかって、忘れるためにいろんな奴と遊んだ。けど誰とおっても、誰と寝ても頭に浮かぶのは音也や。どうしても音也を忘れられんのやて気付いて虚むなしいなって、半年前に遊ぶんはやめた。再会できたときは奇跡やと思た。そんでやっぱりどうしても、音也が好きなんやて改めて思い知ったんや」

　客が更に増えてきた通りは賑やかだったが、真摯な言葉は耳にしっかりと届いた。

　声もなく端整な面立ちを見上げていると、麦人はやはり泣き出しそうな表情で見つめてくる。

「相手が音也やないんやったら、キスもセックスも意味ない。音也とできんのやったら、僕はもう一生、キスもセックスもせんでええ。それくらい、好きや」

　今にも跪ひざまずいて愛を請こいそうな麦人を、音也はまじまじと見つめた。

　キス。セックス。

　一度も誰とも経験がない二つの言葉の意味を理解した次の瞬間、カッと全身が熱くなった。顔も耳も首筋も、真っ赤になっているのがわかる。恥ずかしい。いたたまれない。

　しかし、少しも嫌ではなかった。それどころか嬉しくてたまらない。

　当たり前や。俺も麦が好きなんやから。

「お、俺も……、麦が、好きや」

　初めての告白はみっともなく掠かすれた。

　麦人は柔らかな二ふた重えの双そう眸ぼうを見開く。

「ほんまか？」

「う、うん……」

「友達としてやないで。恋愛の意味でやで」

「うん。あ、あんな、今日、あの店に来てもろたんは、む、麦に、告白するためやってん」

「え、そうなんか？　そしたらなんで心也君も呼んだんや」

「それは、心也もおまえのこと好きやて、知ってたから……。心也の知らんとこで告白したら、心也に悪いやろ」

　麦人はパチパチと瞬まばたきをした後、笑みを浮かべた。あきれたような、それでいてしょうがないなあ、と言いたげな、なんとも言えない愛しげな笑みだ。

「自分から告白しようとして、いろいろ考えてくれたんやな？」

「うん……。再会してから、麦が、好きやって気付いて……。たぶん、大学んときも好きやったんやて、やっと気ぃ付いてん。せやから、ふられてもコクろうと思て……」

「そうか。音也が自分から……」

　そうか……、とまたしみじみとつぶやいた麦人は、音也の耳元に唇を寄せた。

「音也の僕に対する好きは、キスとセックス込みか？」

　熱を帯おびた物言いに、音也は言葉につまった。うるさいくらいにバクバクと心臓が激しく鳴る。

　キスもセックスも、特別したいと思ったことはなかった。だから経験がなくても気にしていなかったし、いつかしたいと思える相手が現れたときにすればいいと考えていた。そうして気が付けば二十五歳になっていた。自じ慰いですら、あまりしない。

　母さんは俺のこういうとこを心配してたんかもしれん。

　恋愛対象は男だったかもしれないが、誰かに恋したり、欲望を持ったりしていただろう心也の方が、ある意味健全に見えたのではないだろうか。

　しかし今、麦人とはしてみたいと思う。

「音也？」

　長い沈黙に耐えきれなくなったのか、麦人が不安そうに呼ぶ。

「……する」

「え？」

「キ、キスと……、……セックス」

　蚊かの鳴くような声だったが、顔を近くに寄せていた麦人にはちゃんと聞こえたようだ。ビク、と肩が揺れる。

「僕と、してもええんか？」

「……うん。麦としたい」

　頷いたものの、恥ずかしくてたまらなくてうつむいた次の瞬間、腕をつかまれた。強く引っ張られたが、逆らわなかった。










　タクシーをつかまえた麦人は、運転手に自宅マンションの住所を告げた。後部座席に並んで乗った後は、ひとことも口をきかなかった。麦人がずっと膝の上で固く拳こぶしを作っていたので、怒っているのかと心配になった。

　四年前に変態て言うたのに、今更キスとセックスがしたいなんて、改めて考えたらむしが良すぎるよな。

　マンションの前で停まったタクシーから降りた音也は、先へ進んでいいのか、それとも帰った方がいいのかわからず、その場に佇たたずんだ。

　運転手に代金を支払った麦人がタクシーから降りてくる。かと思うとまた腕をつかまれ、強い力で引っ張られた。麦人のこんな乱暴な仕草は初めてだ。やはり怒っているのかもしれない。

「む、麦？」

　転がり込むようにエレベーターに乗った音也は、麦人を見上げた。

　麦人は階数の表示をにらみつけながら、何、と応じる。

「あの、怒ってる？」

「怒ってへんで」

「ほんまか？」

　おずおずと尋ねると、ようやく麦人はこちらを見てくれた。いつもは優しい色を湛たたえているこげ茶色の瞳が、今は燃えるようだ。

「ほんまや。怒ってるように見えるか？」

「わ、わからんけど……」

　口ごもるように言うと同時に、チン、と音がしてエレベーターが止まった。

「音也」

「え、あ、何？」

「怒ってへんけど、めちゃめちゃ欲情してる」

　言うなり、麦人はつかんだままでいた音也の腕を引いた。駆け出した麦人に、慌ててついていく。

　欲情してる？　麦が俺に？

　嬉しいような、怖いような、なんとも言えない気持ちになっている間に、麦人は玄関のドアを素早く開けた。そして突っ立っている音也を中へ引きずり込む。

　あまりの勢いに驚いて、麦、と呼んだ唇を塞ふさがれた。柔らかな感触が押しつけられたかと思うと、温かく濡れたものが口の中に入ってくる。

「んっ……、ん、ぅん」

　知識はあるものの、経験は皆かい無むだ。口こう腔こうを舐なめまわす麦人に、音也はされるままになった。愛撫に応こたえるためではなく息苦しくて動かした舌を、淫みだらな音をたててきつく吸われる。

「う、ん、……っ」

　びくびくと跳ねる体を、麦人が強く抱きしめてきた。腰に腕がまわり、後頭部をしっかり固定される。角度を変えて、改めて口の中を激しく蹂じゅう躙りんされた。濃のう厚こうな口づけに眩暈めまいがする。

　キスて、こんな苦しいんか。

　しかし柔らかく敏感な粘ねん膜まくが擦こすり合あわされるのは気持ちがいい。

　無意識のうちに麦人の背中にしがみつくと同時に、下腹部に硬いものが押しつけられた。それが何か悟さとる前に、口づけが解とかれる。激しいキスの証あかしだとでもいうように、互いの唇をごく細い糸がつないだ。
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　やっと自由に呼吸ができるようになって息を弾はずませていると、音也、と呼ばれる。

「……嫌やったか？」

　初めて聞く熱っぽい声で問われ、小さく首を横に振る。

「い、嫌や、ない」

「ほんまか？」

「ほんまや……。好きや、麦」

「音也……！」

　うなるように呼ばれた次の瞬間、ドアに背中を押しつけられた。また唇に嚙かみつかれる。間を置かず麦人の手がジャケットの裾すそをかいくぐり、パンツにかかった。

「ん、は、あ、ちょ、待って」

　どうにか口づけを逃れて麦人の手を阻そ止ししたものの、下唇を甘嚙みされた。

「嫌か？」

「や、やないけど……、お、俺、は、初めてやから……、どっか、なんか、変かも……」

　息を切らしながら言うと、ぴたりと麦人の手が止まった。表情が見えないくらいの至近距離から、食らいつくような視線を向けられる。

「初めてなんか？」

「……う、うん……」

「男とは？」

「お、男とも、女とも、したことない」

「ひょっとして、キスもしたことない？」

　初めてだと口にするのが恥ずかしくて、ただ頷いてみせる。

　すると麦人は獣けもののようなうなり声をあげた。刹せつ那な、力まかせに抱きしめられる。

「音也、音也、音也」

　麦人が耳元で狂おしく呼ぶ。

　情欲に掠れた低い声と耳にかかった熱い吐息に、ぞくりと背筋が震えた。

　思わずきつく目を閉じると、耳に嚙みつかれる。歯をたてられ、耳じ殻かくをしゃぶられた。耳なんかで感じるはずがないという思いとは裏腹に、またぞくぞくと背筋が震える。

「ん、麦っ……」

　どうしていいかわからなくて、助けを請こうように呼ぶ。

「音也、見せて。触らして」

　耳に口づけたまま囁いた麦人の手が、一度は離れたパンツにかかる。ボタンをはずされてファスナーを下ろされた次の瞬間、麦人の体が沈んだ。止める間もなく、下着ごとパンツを引き下ろされる。

　下半身がむき出しになって、あ、と自然に声が漏れた。緩やかに反応しかけている性器を隠そうとしたが、簡単に払いのけられてしまう。

　膝をついた麦人はジャケットとシャツをめくり上げ、性器に顔を近付けた。ごく近い距離でまじまじと見つめられ、火が出るかと思うほど顔が熱くなる。

「麦……！」

「音也のこれに、ずっと触りたかった」

　ため息まじりにつぶやいた麦人の手が、性器を包むように持ち上げた。すっきりとした形の良い唇が、愛いとしげに口づける。

「なっ、あかん、そんな、汚い」

　慌てて麦人の頭を退しりぞけようとするが、先端を舐なめられて力が抜けた。あかんて、と尚も制止したにもかかわらず、そのまま口に含まれてしまう。

「は、あ……！」

　唇を使って激しく擦こすられ、強く吸われ、息が乱れた。

　麦が、俺のくわえてる。

　自慰すらあまりしたことがない音也に、口こう淫いんは刺激が強すぎた。なにしろ視線を下ろせば、己おのれの性器を頰張る麦人の端整な面おも立だちが見えるのだ。その上、ぴちゃぴちゃという淫みだらな水音が耳を犯す。口だけでなく手での巧たくみな愛撫も施ほどこされ、あっという間に高ぶってしまう。

「麦、麦、もう」

　自分自身でも聞いたことがない弱々しい声が出た。焼けるような羞しゅう恥ちと、初めて他人に与えられた強い快感に涙が滲む。

　両手で口を押さえて声が漏れるのを防ぎつつ、背中をドアに押しつけて達するのを耐えていると、一ひと際きわ強く吸われた。

「あ、麦……！」

　呼ぶと同時に、音也は欲を吐き出した。想像していた以上に強烈な快感が下半身を貫つらぬいて、全身が震える。

　あかん、気持ちよすぎる……。

　はあはあと肩で息をしていると、麦人が喉のどを鳴らした。音也が出したものを飲んだらしい。ただでさえ熱かった体が、カッと更に熱をもった。

「アホ、なんで、そんなん……」

　口くち許もとを覆おおったまま言うと、麦人は跪ひざまずいた体勢でこちらを見上げてきた。滑なめらかな頰は上じょう気きしている。潤うるんだ瞳から放たれる視線は艶つやっぽいのに獰どう猛もうだ。

　こく、と音也は息を飲み込んだ。

　めっちゃ色っぽいけど、ちょっと怖い。

「音也のが、ずっと飲みたかったんや」

「……なんで？」

「なんでて……」

　あきれた顔をした麦人だったが、すぐに破は顔がんした。

「なんででもや。初めてやのに、こんなとこでしてごめんな」

　謝りながら、膝の辺りで留まっていた下着と、足元にわだかまっていたパンツを脱がせてくれる。それらをまとめて脇へ置くと、麦人は勢いよく立ち上がった。

「さあ、ベッド行こう」

　音也に否いなやはなかった。麦人に手を引かれ、おとなしくついてゆく。

　前に来たときに入らなかった寝室は、玄関のすぐ横にあった。ベッドとサイドテーブルがあるだけのシンプルな部屋だ。

　ここで、麦とセックスするんや。

　そう考えるだけでぞくぞくと寒気にも似た快感が背筋を舐めた。触られてもいないのに息があがる。

　下半身だけ裸というのも滑こっ稽けいに思えて、音也はジャケットを脱いだ。邪魔になるかもしれないから、眼鏡もはずしてサイドテーブルに置く。隣で麦人も次々に衣服を脱いでゆく。

　ようやく残すは靴下だけになったところで、上半身だけ裸になった麦人に勢いよく押し倒された。すかさずひきしまった体がのしかかってくる。

「音也、音也……！」

「ま、待って、まだ靴下が……」

「靴下なんかどうでもええ」

「や、けど、体洗あろてへんし」

「洗あろてへん方がええ。洗あろたら音也の味がせんようになってしまうやろ」

　とんでもないことを言いながら、麦人は首筋に嚙みついてきた。大きな掌てのひらが肩や胸を撫でまわす。

　──熱い。

　麦人の体から発せられる熱に溶かされるような錯さっ覚かくを覚えて、音也の息も熱くなる。

　乳首に指先がひっかかって、びく、と体が跳ねた。その反応が嬉しかったのか、麦人は乳首をつまんで弄いじる。

「あ、麦、そこ」

「気持ち悪いか？」

　肩や鎖さ骨こつに忙せわしなく口づけながら問われ、首を横に振る。

「ん、悪わる、ない、けど、なんか」

　変だと言おうとしたが、もう片方の乳首に吸いつかれて息がつまった。ちゅくちゅくと音をたてて吸われ、むず痒がゆいような感覚が胸に生じる。

「あ、あか、麦、ぅあ！」

　むき出しの性器をいきなり握られ、掠れた声が漏れた。先ほど口でされたのとは違って、今度は手で激しく擦られる。

「あっ、は、あぁ」

　感じたままの声が次々にあふれた。劣れつ情じょうを愛撫されながら乳首をきつく吸われ、乳輪を舐めまわされ、止めようとしても止められない。

　人間の体はこんなにも熱くなるのかと驚くほど熱くて気持ちがよくて、音也は喘あえいだ。麦人の手が動く度たび、先端からあふれた先走りが卑ひ猥わいな音をたてる。その音にすら感じて腰が揺れた。

　セックスて、こんなんなるんや。

　薄れた理性で感心してしまう。

「あ、麦、また、いく」

「ん、いって」

　乳首から唇を離して囁かれると同時に、夥おびただしい蜜みつをこぼしている性器の先端を弄られる。

「んっ……！」

　到底我慢できず、音也は達した。勢いよく迸ほとばしったものが己の腹に散る。

　絶頂の余よ韻いんを味わいながら体の力を抜こうとしたが、麦人の唇が音をたてて胸や腹に口づけてきた。あ、あ、と自然に声が漏れる。

　見下ろした先で、麦人は熱心に音也の肌に口づけ、跡を残してゆく。

　凄い、麦が俺の体にキスしてる。

　俺も、麦に何かしたい。

「む、麦……？」

「何」

「お、おまえ、は……？　おまえの、俺が、さ、触ろか？」

　玄関で下腹に押しつけられた硬いものは、麦人の劣情だった。音也は既に二度もいったが、麦人は一度も達していない。セックスのことはよくわからないが、一方的なのはだめだろう。

　臍へその横から脇腹、足の付け根にまで口づけた麦人が、音也、と呼ぶ。

「音也、初めてやから……、痛いことはしたないんやけど……、音也の中に、入れたい。僕で、いっぱいに、したい」

　言葉が途切れるのは、麦人が音也の肌を味わうのをやめないせいだ。

　内うち腿ももに吸いつかれて息をつめながらも、音也は尋ねた。

「入れるて……。俺の、尻にか？」

　心也のカムアウトの後、自分なりに調べたので知識だけはある。あんなもんがそんなとこに入るわけないやろうと思ったが、準備をすれば入るらしい。

　自分にはセックスの経験がないから、もし体をつなぐとしたら入れられる方だろう。

　ごく自然にそう思って言っただけだったが、麦人の口づけが一瞬やんだ。

「──そうや。おまえの尻に入れたい」

「い、嫌やないか……？」

　いくら準備しても、尻は尻だ。

　しかし、まさか、と麦人は即答した。

「音也のアナルに僕のペニスを入れられたら、一生セックスせんでもええて思おもてた」

「そ、そんなん……」

「ほんまや。それくらい、したかった」

　苦しそうな物言いに、嫌悪は湧かなかった。それどころか嬉しいと思ってしまう。

「そ、そしたら、してくれ」

「できるだけ、痛いたないようにするけど、そんでも痛いし、苦しい思うで」

「へ、平気や。む、麦とやったら……、あの、その、し、してみたい」

　恥ずかしさを必死で堪こらえ、どうにかこうにか言うと、音也、と掠れた声が呼んだ。

「ちゃんと解ほぐすから、ちょっと我慢してな」

　麦人の長い腕がベッドからサイドテーブルの引き出しに伸びた。その手に握られていたのはラベンダー色の容器だ。

　あれで解すんや。

　普段から眼鏡をかけるようになったとはいっても、それほど視力が悪いわけではない。麦人の掌てのひらに落とされたどろりとしたローションははっきりと見えた。我知らず喉が鳴る。怖くないと言えば噓になるが、麦人は痛くないようにすると言ってくれた。たぶん大丈夫だろう。

　麦人が体を入れていたせいで開いていた脚の間に、ローションを纏まとった手が差し入れられた。冷たい感触が尻の谷間を探ったかと思うと、あっという間に蕾つぼみを見つけられる。

　羞恥と恐怖で、音也は思わずきつく目を閉じた。

「音也、息して」

「え、あ、うん……」

　いつのまにか呼吸を止めていたらしい。促されるまま息をするのを待っていたかのように、濡れた指先が押し込まれた。

　うわ、これは確かに苦しい。

　指は硬く閉じた場所を押し開き、奥の方まで進んだ。食いしばった歯の隙間から、んん、とくぐもった声を漏らしてしまう。

「ごめんな、苦しいな」

　謝りながらも、麦人は指を抜き差しするのをやめない。ローションが少しずつ体温で温められ、くぷ、くちゅ、と卑ひ猥わいな水音をたてる。

　お世辞にも気持ちがいいとは言えなくて、音也はシーツを握りしめた。

　初めてやから、こんなに苦しいんやろか。

　短く息をして耐えていると、二本目の指が強引に入ってきた。

「んっ、うぅ……」

　二本まとめて出し入れされ、我慢できずに声が漏れる。

「ごめん、もうちょっと我慢して」

　懇こん願がんする口調で言った麦人の指が、中でくの字に曲がった。それだけ自由に動けるようになったのだと理解する間もなく、重く熱い刺激が劣れつ情じょうを貫つらぬいて、びくんと全身が跳ねる。

「っ！　う、あ、麦、それ……」

「前ぜん立りつ腺せんや。気持ちええか？」

「わか、わからん、けど、あつ、熱い」

　指先で押おし潰つぶすようにされて、あぁ、と掠れた声が出てしまう。

　音也、と麦人が嬉しそうに呼んだ。

「それ、気持ちええってことやで。おまえ、たぶん向いてる」

「む、あ、向いて、る？」

「うん。お尻で、気持ちようなれる」

「そ、そうなんか……？」

　熱くて苦しくて重たくて、自分の体なのに何がどうなっているのかよくわからない。初めての感覚に翻ほん弄ろうされる。

　が、ともかく嬉しかった。向いている方が、きっと麦人は喜ぶ。

「は、あ、ん、んう」

　また指が足され、音也は喘いだ。背中が反そり返かえる。顎あごが上がる。

　いつのまにか、二度達した性器がゆるゆると反応していた。執しつ拗ように吸われた乳首も痺しびれたようになっている。そしてもちろん麦人の長い指を受け入れた場所も、燃えるように熱い。

「だいぶ、柔らこうなってきたで。蕩とろけてきてる」

　情欲を滲ませた声が囁く。食らいつくような視線を注そそがれ、奥まで入り込んでいた三本の長い指をしめつけてしまった。

「あ、麦、麦っ」

「うん？」

「すごい、熱い、中、熱い」

　掠れた声で訴えると同時に、ごく自然に涙がこぼれる。

「嫌か？」

　三本の指をバラバラに動かしながら、麦人が優しく尋ねてくる。

「や、やない、けど……、あか、それ、もう……、そこ、は、んぅ」

　熱く重くなる場所を集中的に撫なで擦こすられ、腰が揺れた。ぐちゅぐちゅとローションが卑ひ猥わいな音をたてる。

「あかん、て、麦っ……」

　涙声で呼ぶと、指が一息に引き抜かれた。あ、と声をあげると同時に両膝の裏を強い力で持ち上げられる。

　今し方まで指を受け入れていた場所が露あらわになった。失った刺激を求めるように、ひくひくと蠢うごめくのがわかる。その動きに応えるように、熱く濡れた硬いものが押し当てられた。

　麦のや。

　薄れていた羞恥が急に甦よみがえってきて、両の腕で顔を隠す。

「入れさしてくれ、音也」

　ひどく苦しげな声が耳に届いて、音也は腕の隙間から恐る恐る麦人を見上げた。

　端整な面立ちは上気し、汗にまみれていた。整った眉は甘く曇くもり、眉み間けんに皺しわが寄っている。獰どう猛もうな視線を放つ瞳は潤うるんでおり、すっきりとした唇からは荒い息が絶え間なく吐き出されていた。

　麦、めちゃめちゃ欲情してる……。

　それなのに、待てをさせられている犬のように入れようとしない。

　なんだかかわいそうになって、ん、と音也は頷いた。

「入れて、ええぞ」

「音也……！」

　呼ぶと同時に、麦人は一気に腰を進めた。

　あまりの衝撃に、掠れた悲鳴をあげてのけ反ぞる。かなり深い場所まで貫かれたと思ったのに、大きな熱の塊かたまりは更に奥まで進む。

　麦人の形に拡ひろげられたそこが裂けるような錯覚を覚えて、音也は激しく首を横に振った。

「やっ、あか、あか……！」

「もうちょっと、もうちょっと、やから」

　力を込めて押し入れられ、ひゅ、と喉が鳴った。折おり畳たたまれた体勢のせいか、腹の中で麦人が力強く脈打っているのがはっきりとわかる。
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　麦人とつながって嬉しいと感じる余裕などなかった。緩ゆるやかに反応していた性器も萎なえてしまっている。

　痛い。熱い。裂ける。苦しい。

　この状態をどうにかしてくれるのは麦人しかいない。音也はぐずぐずと泣きながら麦人の名を呼んだ。

「麦、麦っ……」

　熱いため息を落とした麦人が、音也、と呼び返してくる。

「動くぞ」

「や、あかん」

　動くな、という制止の言葉は、麦人が動き出したために悲鳴に変わった。ゆっくりとした律動は、それほど間を置かずに激しいものに変化する。

　ぐずぐずに蕩けた体内を灼しゃく熱ねつの塊でかきまわされているようで、音也は身み悶もだえた。

「い、やっ、ん、ぅん、あ、あかっ」

「音也……！」

　切せっ羽ぱつまった声で呼ばれたかと思うと、指で見つけられた熱く重い場所を擦られた。

　目の前に火花が散るほどの衝撃が下半身を貫いて、掠れた悲鳴をあげる。その場所を連続して突かれ、高い声が次々に漏れた。それまでとは明らかに違う色めいた嬌声に、麦人が動きながら尋ねてくる。

「音也、音也っ……、気持ち、ええか？」

「わか、わから……、あう！」

　いつのまにか再び立ち上がりかけていた性器を握られ、下半身に新たな快感が生まれる。

　あかん、壊れてまう。

「さわっ、触ったら、あか……！　ん、出る、出る、から……、麦……！」

　感じる場所を硬いもので突かれながら性器を思う様愛撫され、音也は無意識のうちに麦人のものを締めつけた。狭くなった場所を一際強い力で貫かれた次の瞬間、三度目の絶頂を迎える。同時に、体内で麦人が達した。

　迸ったもので中を潤される感覚に、あぁ、と悲鳴に似た声をあげてしまう。

　麦、俺の中に出したんや……。

　安堵したような、満たされたような、それでいて泣きたくなるような、よくわからない熱い気持ちが込み上げてくる。それが麦人への愛いとしさだと気付いて、自然と笑みが漏れた。

　俺は、麦が好きや。

　荒い息を吐きながらぐったり力を抜くと、音也、と呼ばれた。ぼんやり視線を上げる。

　やはり泣き出しそうなのを堪えているらしい麦人の笑顔が見えた。

「大丈夫か……？」

「ん……」

「中に、出してしもた。ごめん」

　謝った麦人が、目許に溜まった涙を拭ぬぐってくれる。

「もうこれで、一生セックスせんでも悔いはない」

「え……、も、もう、せんのか？」

　熱くて痛くて苦しかったけれど、その熱さと痛さと苦しさは決して不快ではなかった。むしろ麦人がこの上なく近くにいると実感できて、たまらなく嬉しかった。

「お、俺は……、またしたい……」

　本心をそのまま告げると、麦人は目を見開いた。驚きの表情は、すぐにまた泣き出しそうな表情に変わる。

「僕もや。音也とは、何回でもしたい」

　いつのまにか力を取り戻した麦人の劣情が緩やかに動き出して、音也は焦った。

「あ、い、今？　今、するんか？」

「ああ、今する」

「い、今はもう、無理、無理や」

　激しく首を横に振ったが、律動は止まらない。麦人の放ったものとローションが混じり合い、いやらしい水音があふれる。

　三度も達してひどく敏感になった体は、すぐに反応した。つながったままだった場所がきゅんと締まり、あぁ、と甘い声が漏れる。

「あかんて、ほんま、も、無理、やっ……」

「音也、……音也。カワイイ。好きや」

　熱っぽい告白に耳をくすぐられ、音也は全身がとろとろに蕩けて溶けてしまうような錯覚を覚えた。










　優しく髪を梳すかれ、ふ、と意識が浮上した。やけに重たい瞼まぶたをゆっくり持ち上げる。

　視界いっぱいに広がったのは、麦人の端整な面立ちだった。

「麦……？」

「ああ。まだ夜や。寝てええぞ」

　うんと頷いたものの、内心で首を傾げる。

　なんで麦がおるんやろ。

　身じろぎすると、脚の付け根や乳首、腰、そして尻の奥のあらぬところが痛んだ。刹那、濃厚なセックスの一部始終が脳のう裏りで再生される。

　二度目の交わりは、一度目の交わりよりもたくさん声が出た。激しさよりも巧たくみさが際立つ律動に、我慢できなかったのだ。音也、好きや、かわいい、エロい。低く響く甘い声でくり返し囁かれて、ひどく感じてしまった。

　麦人の二度目の絶頂を受け止めた後のことは、疲れきって眠ってしまったので記憶がない。体液で濡れ尽くしていた体がさっぱりしているから、麦人が後始末をしてくれたのだろう。

「あの、ありがとう、麦」

「うん？　何が」

「体、きれいにしてくれて……」

「ああ、うん。まあ俺のせいやからな。初めてやのに無茶してごめんな」

　ばつが悪そうに苦笑した麦人は、音也の額ひたいに口づけた。くすぐったくて嬉しくて頰が緩む。

　濃厚なセックスを経験してもなお、ゲイとして生きることへの恐れはゼロではない。世せ間けん体ていが全く気にならないとも言えない。母のことも心配だ。

　しかし愛し愛されるこの幸せの前では、全てがかすれてしまう。それほどに、麦人への想いは強い。

　こんな強い気持ちを噓ついてごまかそうとしたなんて、俺はほんまにアホやった。

　たくさん泣いたせいで熱をもった目許にも、ちゅ、とキスをされる。

「音也、セックスよかったか？」

「……ん」

　おずおずと頷いてみせると、麦人はさも嬉しそうに笑った。そして両手で音也をしっかりと胸に抱き寄せる。

「この四年、告白した日が来る度たびにめっちゃ後悔した。なんであのときコクってしもたんや。もっと後でもよかった。いや、コクらんでも側におれたらよかったやないかて」

「麦……」

　小さく呼ぶと、愛しげに髪を梳かれた。

「けど来年からは、今日のことを強烈に思い出すと思う。今日は、音也に初めて好きやて言うてもらえて、音也の初めてをもろた日やからな」

「……そんなん、思い出さんでええ」

「思い出すよ。嬉しすぎて気持ちよすぎて、死んでしまうかと思おもたから。音也の告白と初めてのセックスの記念日や」

　頭や額にキスをされ、音也は笑った。キスをされたところだけでなく、胸の奥が熱くてこそばゆい。人を好きになること、そして好きになってもらうことで、こんなに満たされた幸せな気分になれるなんて、初めて知った。

「なあ、麦。俺、もういっぺんちゃんと心也と話すわ」

「うん」

「母さんには、言うかもしれんけど、言わんかもしれん」

「もし僕がおばちゃんのとこへ行った方がよかったら、いつでも行って話するからな」

「そうか。ありがと」

　礼を言って、音也は自ら麦人の体に腕をまわした。間を置かず、麦人の腕も背中にまわり、互いにしっかり抱きしめ合う。

　麦人の高い体温と筋肉質な体の感触が、ひどく快こころよかった。まるであるべき場所に収まったパズルのピースのようだ。

　尻も腰も乳首も痛いし熱いけど、明日仕事平気やろか。

　そんな現実的なことを考えているのがわかったのか、麦人が目許に口づけてくる。

「好きや、音也」

　甘い告白に、俺も、と小さな声で応じる。

　朝までは余計なことは考えず、頭の天から足指の先までこの幸せに浸ひたろう。

　そう決めて、音也は麦人の肩口に額をすりつけた。
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　帰宅途中のサラリーマンでごった返す駅のホームに、軽やかなメロディが響く。

　矢や野の麦むぎ人ひとは思わず頰を緩ゆるめた。

　我ながらいいメロディだ。

　駅で自分が作ったメロディが流れるのが幼い頃からの夢だったから、にやけてしまう。

　年が明けて半月あまり。今日は今こん冬とう一番の寒さらしい。週末であることも手伝って、行きかう人たちはろくに耳を傾けていないように見える。が、メロディは駅を日常的に利用する人たちの記憶にしっかり刻きざまれ、ごく自然に口ずさむことができるようになる。駅メロの多様性と、ごく短い音楽の中にあるストーリー性は言わずもがな、その日常性がたまらなく好きだ。

　しかし正直、夢が実現するとは欠片かけらも思っていなかった。野球を始めたばかりの少年が、いつかプロ野球選手になりたいなあと夢見るようなものだったからだ。

「ええメロディやなあ。俺、このメロディ好きや」

　嬉しそうな声が耳に届いて、すぐ隣を見下ろす。

　十センチほど下にあるのは、黒くろ縁ぶちの眼鏡をかけた小柄な男だ。特別整っているわけではないが、麦人には可愛らしく見える面立ちには明るい笑みが浮かんでいる。

　三ヵ月ほど前に恋人になったばかりの小こ暮ぐれ音おと也やの嬉しげな様子に、メロディを聞いて緩んでいた頰が、ますます緩んだ。

「音也、ここ来ると毎回そう言うてくれるな」

「やって、ほんまに好きやから。いつも使つこてる駅のメロディも、麦むぎが作ったやつやったらええなあて思うねん」

　そこまで言って急に恥ずかしくなったのか、音也はうつむいた。麦人がクリスマスにプレゼントしたカシミヤのマフラーの隙間から覗く首筋まで、うっすらと桃色に染まっている。

　ああ、かわいいなあ。

　大学の同級生だった彼と東京で再会したときには、本当に驚いた。同時に、身震いするほどの歓喜を覚えた。なにしろ音也は大学時代、好きでたまらなかった相手で、なおかつふられた相手だったのだ。変態とまで罵ののしられ、完かん膚ぷなきまでに拒絶されたというのに、麦人は彼を忘れられなかった。

　これは一世一代のチャンスや。今度は絶対失敗せん。

　慎重に、ゆっくりと、少しずつ距離をつめた。音也の弟、心しん也やの行方を探すのを手伝ったことも、彼の心を溶かす要因になったと思う。

「さあ、駅メロも聞いたし帰ろか」

　優しく言うと、うんと音也は素直に頷いた。

「前に新しい駅メロのコンペがあるて言うてたやろ。いつや」

　並んで歩き出しながら、音也は無防備な表情で見上げてきた。人見知りが激しく、コミュニケーションが苦手な彼が、こんな柔らかな顔を見せる人はごく限られている。恐らく家族と麦人の前だけだろう。

　愛いとしくたまらなくて手をつなぎたくなったが、音也が恥ずかしがりそうなのでやめておく。かわりに、腕がわずかに触れ合う距離で歩きながら応じた。

「二ヵ月ぐらい後や」

「採用されるとええな。採用されたら、また一緒に聞きに行こ」

「そやな。コンペがある路線、信しん州しゅうなんや。採用されたら嬉しいけど、採用されんでも泊まりに行かへんか？」

「行く！　泊まりかあ。麦と旅行したことないから楽しみや」

　嬉しそうに笑う音也に、僕もや、と目を細めて頷く。

　音也と一緒に帰るのは麦人のマンションだ。今日明日と、二人きりで甘い時間を満喫する予定である。

　週末を音也の恋人として過ごせるなんて、彼と離れていた四年間を思えば夢のようだ。

　もっとも、これほど音也を好きになるとは、大学の入学式で初めて顔を合わせたときには想像すらしていなかったのだが。










　大学の入学式でたまたま隣に座った男、それが音也だった。

　彼は最初からガチガチに緊張していた。小柄な体を包む新品のスーツが、余計に彼を痛々しく見せていた。生まれたばかりの雛ひな鳥どりがふるふると震えているようで、最初はかわいいというより、なんだかかわいそうに思って声をかけた。

　音也は最初、実にぎこちなかった。言葉につまって黙り込んでしまったり、うまく話せなくてしどろもどろになったりしたので、人と接するのが苦手なのだとすぐにわかった。

　とはいえ少しも嫌にならなかった。彼が麦人とコミュニケーションをとろうと、一生懸命であることが伝わってきたからだ。

　そのとき初めて、音也をかわいいなと思った。

　女だけでなく男も恋愛対象になると気付いたのは中学の頃だ。付き合うのは女性が多かったが、男ともそこそこ遊んだ。正直、音也は特別好みの容姿というわけではなかった。

　しかし音也と友達として付き合ううちに、麦人は次第に彼にはまっていった。

　そう、好きになるというより、はまったのである。

　音也は不器用だったが、根は真面目で優しかった。噓をつかない。ずるいことをしない。誰であっても人を軽かろんじない。だからこそ、彼は人付き合いが苦手なのだと悟さとった。一人一人にまっとうに向き合いすぎるのだ。そういうところがまた愛しかった。

　ある程度親しくなってから駅メロマニアだと話すと、音也は一気に打ち解けた。彼は地図マニアで、国土交通省の国土地理院で働くのが夢だと言った。地図に詳しい彼は、鉄道にもある程度詳しくて、オタク話で盛り上がった。普段のぎこちない態度からは想像できない、生き生きとした表情は大たい層そう可愛らしかった。その頃には彼が好みの容姿でないことなど気にならなくなっていた。

　そうして更に仲良くなって気付いたのは、音也が想像以上に純じゅん粋すい培ばい養ようだったことだ。少数の地図マニア仲間はいるようだが、彼らとは本当に地図の話しかしていなかったらしく、普通の友達付き合いがどういうものか、よくわかっていなかった。ましてや親友との付き合い方など皆かい目もく見当がつかないようだった。

　親友同士とはこういうものだと説明すると、麦人にすっかり心を開いていた音也は少しも疑わず鵜う呑のみにした。今までよく騙だまされたり、利用されたりせずにこれたものだと感心したくらいだ。

　自分でも悪趣味だと思うが、音也から寄せられる絶対的な信頼はたまらない快感だった。

　口の端についた食事の汚れを指で拭ぬぐってやったり、小柄で細い体を正面から抱きしめたり、ひとつのベッドでくっついて眠ったりと、親友でもしない行為をいくつもした。戸惑う音也に、特別仲のええ友達やったらこれくらい普通やでと言うと、実に嬉しそうに、そして恥じらうように笑った。

　この辺りで、麦人は完全に音也にはまった。たまにではあるが、男女問わず遊んでいたのを一切やめた。誰に誘われても、少しも魅力を感じられなくなってしまったのだ。

　音也が一番かわいい。かわいいてたまらん。

　キスをして舌や口内を舐なめまわし、衣服を剝はぎとって体の隅々まで撫でまわしたい。口と手で思う様性器を可愛がってやった後、尻の谷間を丹たん念ねんに解ほぐし、己の欲望を飲み込ませたい。そして激しく揺さぶって喘あえがせたい。

　音也は真っ赤になって恥ずかしがるだろうが、最終的には体を開いてくれる。麦人が強く腰を打ちつけると、色めいた声をあげて身み悶もだえるはずだ。

　明らかに友達付き合いからは逸いつ脱だつした行為を続けながら、そうして不ふ埒らちな妄想をした。

　ありきたりな想像では物足りなくなり、頭の中で音也に様々なコスプレをさせたりもした。ナース服やメイド服を着せられた彼は、かわいそうなくらいに恥じらった。いやや、麦、恥ずかしい、こんなんいや、いや。すすり泣きながらも淫みだらに腰を振る様を想像すると、興奮はいや増した。

　恋愛の相手にもセックスの相手にも不自由したことがなかった麦人にとって、飽きもせず自じ慰いをくり返したのはあの頃だけだ。想像だけとはいえ、コスプレをさせたのも音也だけである。

　現実の音也はといえば、麦人に劣れつ情じょうを抱かれているなどとは露つゆほども考えていないらしく、ますます懐なついてきた。やがて彼の家にも招かれた。

　音也は中学一年のときに父を病で亡くし、母と弟の心也の三人で暮らしてきたという。俺は母さんと心也を守るんやと音也は言った。常におっかなびっくり生きているように見える彼が、時折ハッとするような強さを見せる理由がわかった気がした。

　音也の母親は、おとなしい長男に初めてできた親しい友達を大いに歓迎してくれた。これからも仲良うしてやってね、と何度言われたことだろう。心也に想いを寄せられることになったのは誤算だったが、告白されたわけでもなかったので気付かないふりをして接した。ともあれ音也の家族と親しくなったおかげで、彼との距離はますます縮ちぢまったように思えた。

　今やったらきっと恋愛の意味で好きやて告白しても、音也は拒こばまへん。

　大学四年になって就職活動を始める頃には、そんな確信を持っていた。

　あまりにも自分の思う通りに事が運んだので、有う頂ちょう天てんになっていたのだと思う。恋愛の意味を理解できなくても、とにかく受け入れてくれると信じていた。

　音也が僕から離れられるはずがない。

　しかし本当は逆だった。麦人が音也から離れられなくなっていたのだ。

　そのことに気付いていなかった麦人は、音也から内定をもらったというメールが届いたとき、今や、と思った。社会人になって別々の会社に就職したら、学生の頃のようには一緒にいられなくなる。音也は寂しさを感じるはずだ。今なら絶対に拒まない。

　今度大学で会ったとき、マンションに誘おう。そこで告白しよう。

　一人決めてベッドに入ろうとしたそのとき、突然音也が訪たずねてきた。来訪時には必ず連絡をくれる、律りち儀ぎな彼らしからぬ行動だった。

　本当なら、そこでおかしいと気付かなければいけなかった。が、調子に乗っていたせいだろう、深く考えなかった。

　それどころか、心なしか顔色が悪く元気がない音也に、やっぱり今しかない、と改めて思った。内定をもらえてほっとすると同時に、麦人と離れなければならない現実を思って寂しくなり、会いにきたに違いない。今告白するのが一番いい。

　あの日のことを思い返す度たび、麦人はいたたまれなくなる。

　僕はほんまにアホで、どうしようもないクズやった。

　音也は麦人が考えるほど弱くなかったし、麦人に依存もしていなかった。あれこれ世話を焼こうとしても、音也は決して甘えっぱなしにはならなかった。麦人が当時付き合っていた他の友人たちよりもずっと、けじめを大事にしていた。

　そういうところも好きだったはずなのに、いつのまにか音也を己の意のままになる所有物のように考えていた。とんでもなく傲ごう慢まんだった。

　再会してから聞いたのだが、その日、音也は心也に女として生きていくと宣言されたばかりだった。混乱し、困惑し、一人では抱えきれなくて麦人を訪ねてきたのだ。

　そうとは知らず、麦人は告白した。

　音也が好きやねん。友達としてやのうて、恋愛の意味で。せやからこれからは、恋人として付き合おうてほしい。

　音也は発泡酒を飲んで取り戻していた顔色を、一瞬で失った。表情も失った。かと思うと、唐突にぽろぽろと涙をこぼした。音也が泣いているのを見るのは初めてで、麦人は仰ぎょう天てんし、焦あせって謝った。

　え、あっ、ごめん、そんな嫌やったか？

　音也は知り合ってから初めて、麦人をにらみつけた。

　そ、それを、俺に言うてどうするつもりや……。お、俺が、おまえ以外にほとんど友達おらんから、受け入れると思おもたんか？　おまえが、そんな勝手な奴やとは思わんかった。さ、最低や！　この変態！　俺はおまえとは違う！

　浴びせられた罵ば声せいの一言一句を、鮮明に覚えている。










　先にシャワーを浴びた麦人は、暖房を入れた寝室で音也を待った。

　一緒に風呂に入ろうと誘うと、音也は真っ赤になった。嫌や、俺は麦の後で入る。怒ったようにそう言ったのは、恐らく先々週、バスルームでセックスをしたせいだ。事後、一緒にシャワーを浴びていたとき、音也の気けだるげな様子にたまらなく欲情し、壁にすがらせて背後から貫つらぬいた。初めて立ったまましたこと、そして甘い嬌きょう声せいがバスルームに響いたのが、相当恥ずかしかったようだ。

　音也と現実にセックスできるなんて、夢みたいやな……。

　既にもう何度もしているというのに、ふと我に返ると決まってそう思う。

　拒絶されただけでなく変態と罵ののしられ、麦人はショックを受けた。音也の事情を知らなかったから、アルコールが入っていた状態で告白したのが悪かったのかと考えた。翌日に音也と連絡をとろうとしたが、無視された。大学で顔を合わせても、あからさまに避けられた。

　なんでや。キスとセックスこそせんかったけど、それ以外はほとんど恋人同然やったやろ。

　あんなに嬉しそうやったのに、そこまで嫌うか？

　なんとか話をしようとしたが、音也は頑かたくなに応じなかった。麦人が視界に入ると、彼はスッと無表情になった。麦人にだけ見せていた無防備な笑顔も、地図について話すときの楽しげな表情も、もう目にすることはできなかった。音也にとって、恋人と特別仲の良い友達とでは、天と地ほどの差があったのだと思い知らされた。

　焦り、悲しみ、寂しさ、そして激しい後悔。

　毎日それらの感情に苛さいなまれ、麦人は初めて、自分がいかに音也を好きになっていたかを自覚した。同時に、音也は絶対に拒絶しないと決めつけていた己の傲慢さに、吐き気すらした。

　しかし、どんなに後悔しても、もう遅かった。

　無表情の音也を見るのが辛つらくて苦しくて、麦人も次第に彼を避けるようになった。そして二ヵ月ほどが経った頃、関西を離れようと決めた。内定をもらった私鉄会社に就職したら、音也に会うかもしれない。彼の姿を見かけたら追いかけてしまうだろう。あるいは泣き出してしまうか。どちらにしても、仕事に支障が出る。

　関西を離れて、どうやって生きていこうか。

　麦人の頭に浮かんだのは、鉄道マニアが集まるサイトで親しくなった四十代の男性だった。オフ会で会ったときに趣味で作った駅メロをいくつか披ひ露ろうすると、彼は褒ほめてくれた。君のメロディだったらいけると思う。大学出たらうちの会社に就職しないか？　そう言った彼に名刺をもらって、初めて彼が駅メロ制作で有名な会社の社長だと知った。

　社交辞令だったのか本気だったのかはわからなかったが、麦人は彼に連絡をとった。すると面接においでと言われた。すぐに東京まで出向くと、社長は居酒屋に連れて行ってくれた。それが面接で、拍ひょう子し抜ぬけするほど簡単に就職が決まった。

　夢が叶って嬉しい気持ちはもちろんあったが、それ以上にほっとした。

　これで音也と顔を合わせなくて済む。

　鉄道会社の内定を辞退し、東京の小さな会社に就職を決めた麦人に、両親と年の離れた姉は仰ぎょう天てんした。安定した企業に就職しなかったことを非難したわけではない。幼い頃から鉄道が好きだった麦人が、内定をもらっていかに喜んでいたかを知っていたから心配したのだ。

　勝手に決めてごめん。駅メロ作家の夢を、どうしてもあきらめきれんかってん。

　そう言うと、三人は納得してくれた。鉄道好きの幼い甥おいっ子こは、麦人が車しゃ掌しょうか運転士になるものと思っていたらしく不満顔だったが、駅メロを作る人になるんやと言うと、少しだけ機嫌を直した。

　結局、麦人は音也には何も告げず東京へ引っ越した。仕事は順調だったが、プライベートは荒れた。

　音也を忘れるために、最初の一年は男女問わず遊んだ。しかし女を抱くと、当然だが音也とは何もかもが違って萎なえてしまうので、次の年は男と遊ぶようになった。初う心ぶで真面目そうな男ばかりに声をかけたのは、音也に似たタイプでないと欲情しなかったからだ。

　しかし、どの子も音也ではないという理由ですぐに飽きた。

　何度も妄想したように、コスプレをしてもらったら少しはごまかせるだろうか。

　実際にナース服やメイド服等を着てもらってセックスをしてみたこともあったが、音也が着ているから興奮するのであって、他の誰が着ても意味はないのだと思い知っただけだった。

　僕はもう、音也以外とはセックスしたない。

　音也のアナルを一度でも犯すことができたら、一生セックスできなくてもいい。

　噓偽りなくそう思ったとき、遊ぶのをやめた。

　音也なしで生きられんのは僕の方やった。

　改めて激しい後悔に襲われ、一人泣いた。噓をついて、自分の思い通りに音也を動かそうとした罰ばちが当たったのだと思った。

　それが今や、毎週末セックスをしている。

　幸せすぎて怖い……。

　我知らず身震いすると、ノックの音がしてドアがゆっくり開いた。

　入ってきたのは、ネルのパジャマを着た音也だ。

「待たしてごめん」

「全然平気や。あったまったか？」

「うん。ええお湯やった。ありがと」

　風呂上がりで火ほ照てった顔をそのままに、音也は麦人の隣にストンと腰を下ろした。

　腕が触れ合うほど近くに座った音也を、麦人は目を細めて見下ろした。

　麦人がお泊まり用としてプレゼントしたパジャマから覗く首筋や鎖さ骨こつは、ほんのりと桃色に上気している。地図製作会社に勤めているものの、内勤らしい音也の肌は白く、すぐに赤くなる。それがまたたまらなくそそる。

「な、何？」

　麦人の熱っぽい視線を感じたらしく、音也は上目で見上げてきた。これからセックスをするとわかっているから、まっすぐ見上げるのが恥ずかしいのだろう。

　しかし麦人の目には誘っているように映る。

「音也、剝むきたてのゆで卵みたいやなあと思て」

「ゆで卵？」

「うん。つやつやでつるつるでほかほかで、めっちゃ美お味いしそうや」

　ニッコリ笑ってみせて、ちゅ、と額に口づける。

　続けて頰にもキスをすると、音也はクスクスと笑った。

「や、こそばい」

「嫌か？」

「や、やないけど、麦、や」

　首をすくめた音也がかわいくてたまらなくて、情欲が一気に高ぶった。

　ああ、たまらん。かわいい。

　鼻の頭や唇の端にもキスをしながらベッドに押し倒す。

　真上から見下ろすと、音也もおずおずと見つめ返してきた。艶つややかな鉱石を思わせる瞳には、熱が滲にじんでいる。音也も欲情しているのだと悟って、じんと胸が熱くなった。

「好きや、音也」

　そっと眼鏡をはずしてやりながら囁くと、音也は恥ずかしそうに目を伏せる。

「……俺も、麦が好きや」

　震える声で応えた唇に、麦人は夢中で口づけた。

　薄く開かれていた歯し列れつの隙間から舌を差し入れる。舌先で口内の敏感な場所をくすぐると、んん、と音也は喉のどの奥から小さな声を漏らした。更に舌をからめて愛撫してやる。ん、ん、と音也はまた色めいた声を漏らす。もう数えきれないほどキスをしたのに、一向に慣れる様子がない。その初うい々ういしさが麦人を煽あおる。

　角度を変えてキスを続けながら、音也のパジャマのボタンをはずしてゆく。たちまちボディソープの香りが立たち上のぼった。音也には体臭がほとんどないが、それでも自分がボディソープを使ったときとは異なるにおいがする。

　俺のよりずっと甘い。

　音也の香りにうっとり酔いしれながら、滑なめらかな素肌を撫でまわす。

「んっ、んう」

　音也は麦人の口の中に嬌きょう声せいを放った。からませた舌がうねり、上半身がびくびくと跳ねる。

　想像の音也もエロかったけど、本物はもっとずっと色っぽうてエロい。

　色が白いせいで、音也の乳首は淡いピンク色だ。大学の体育の授業で着替えていたときに初めて目まの当たりにして、そのあまりの愛らしさと淫いん靡びさに目め眩まいがした。後に音也とのセックスを妄想するとき、ピンク色の乳首が必須になったことは言うまでもない。

　今は濃い桃色に染まったそれが音也の性感帯であることを、麦人は既に知っている。

　指先でそっとつまみ、思う様弄いじった。

「んっ、ん、ぅん」

　音也の手が助けを請こうように、麦人の腕をつかんだ。

　息が苦しいのだとわかって唇を放してやる。しかし乳首を愛撫する指先はそのままだ。

　音也の唇から甘い嬌声があふれ出た。

「は、あは、あっ、ぁん」

「かわいいな、音也……」

「や、ん、あ、あっ」

　かわいいと言われるのが恥ずかしいのか、音也は首を横に振る。

　真っ赤に染まった顔を見つめながら、麦人は一度彼から離れた。着ていたＴシャツを素早く脱ぎ捨て、間を置かずに音也のパジャマのズボンを下着ごと引き下ろす。布が擦こすれる感触に感じてしまったのだろう、あぁ、と掠かすれた嬌声があがった。

　露あらわになった音也の劣情は色濃く染まり、濡れて震えていた。

　淫いん猥わいそのものの性器を目の当たりにして、ごく、と喉が鳴る。彼がキスと上半身への愛撫だけで感じていたことがわかって、己の下半身にも熱が漲みなぎった。

　欲望のままにそれを握り、掌てのひらを使って擦りたてる。

「あっ、や、あ」

　音也はどこか恥じらいながらも、感じたままの声をあげて腰を振った。仕事柄、防音のしっかりしたマンションを選んだので、彼がどんなに声を出しても他人に聞かれることはない。

　熱心に愛撫すると、音也の劣情はとろとろと雫しずくをこぼした。

「ああ、麦、麦……」

　情欲が滲んだ目を隠すように伏せ、甘い声でくり返し名を呼ぶ。

「気持ちええか？」

「ん、うん……。あ、ぁあ！」

　一際強く愛撫してやると、音也は呆あっ気けなく達した。

　熱いものを迸ほとばしらせる彼の顔は、苦しげでありながら恍こう惚こつとしている。

　官能的な表情を堪たん能のうしていると、音也は荒い息を吐きつつ全身の力を抜いた。微かに震えているのは、それだけ刺激が強かったせいだろう。

　頭の芯が沸ふっ騰とうするかのようだ。誰に対してもこんなに欲情したことはない。

　やっぱり音也は特別や。

　音也が快感の余よ韻いんに浸ひたっている間に、麦人はベッドヘッドに用意しておいたローションを手にとった。指先にたっぷりと落とし、しどけなく開かれた音也の脚の間を探る。

「あっ……」

　びく、と音也の脚が跳ねた。

「冷たいな、ごめんな」

「……ん、平気や」

　首を横に振った音也に、愛しさがつのる。

　もっともっと、気持ちようしてやりたい。

　指先で探し出した蕾つぼみに、慎重に指を押し入れる。先々週は体をつないだが、先週末は音也が忙しかったので、互いを愛撫しただけだったのだ。

　二週間ぶりに異物を受け入れるせいだろう、音也の中は固く締まっていた。ぐっと力を入れると、音也は小さくうめく。

「音也、息して」

「ん、うん……」

　素直に頷いて深呼吸するのが、また愛しい。

　指をゆっくり抜き差ししながら、麦人は音也の体に口づけた。胸や腹に吸いついて赤い跡を刻む度、音也はびくびくと反応する。その隙に指をもう一本足した。

　あぁ、と音也は甘い声をあげる。咄とっ嗟さに脚が閉じられようとしたが、麦人が内部を愛撫してやると、震えながらもゆっくり開いた。その健けな気げな動きを見つめつつ、既に把握している敏感な場所を強く押してやる。

「あ……！」

　音也は掠れた嬌声をあげ、背中を反そり返かえらせた。休むことなくいいところを愛撫してやると、更に乱れる。

「あっ、ん、ぁあ」

　閉じられることのない口から、嬌声と共に唾だ液えきがあふれた。先ほど達したばかりの劣情が、再びゆるりと反応する。ひどく感じているらしく、力の入った足指の先がシーツをかき乱す。

　今まで男とも女とも、それなりの人数と寝てきたが、これほど官能的で劣情を煽る嬌きょう態たいは見たことがない。

　指を更にもう一本足し、麦人は熱心に愛撫を続けた。固く閉じていたそこは、すっかり蕩とろけている。体温で溶けたローションが淫らな音をたてていた。

「やっ、麦、そんな、そんなにしたら、また、いく」

「中だけでいけるんか？」

「わから、わからん、けど、いきそう」

「気持ちええんやな？」

「ん、ぅん、ええから、も、いく、いく」

　麦人の愛撫を止めようと、音也は己の脚の間に手を伸ばした。しかし立ち上がった己の劣情が邪魔になり、麦人の手にたどり着けない。
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「やぁ、いやや」

「嫌か？　こんなにとろとろになってるのに」

　囁いて、殊こと更さら激しく指を動かす。たちまち、くちゅくちゅと卑ひ猥わいな音があふれた。

　悲鳴に近い嬌声をあげた音也は、麦人を止めるよりも達することを選んだらしい。震える手を己の劣情に伸ばす。そして麦人が見ているとわかっているだろうに自じ慰い　を始めた。

「あ、あん、いい、い、あっ、あ」

　麦人が指を入れている場所だけでなく、音也が自みずから握りしめて慰めている場所からも、淫いん靡びな水音があふれる。

　自らを擦りたてて身み悶もだえる音也を目の前にして、麦人の息も荒くなった。

「もう、あか、あか……！」

　いけそうでいけないもどかしさに音也が腰をくねらせたのを合図に、全ての指を引き抜く。

　ひ、と音也は悲鳴のような声をあげ、次の瞬間には絶頂を迎えた。放たれたものが白い腹に飛び散る感触にすら感じたらしく、あ、あ、と嬌声をあげる。

　しかし体には力が入ったままだ。腰をくねらせ、踵かかとでシーツを蹴ける。

　きっと中が熱く疼うずいているのだろう。

「あぁ、麦、麦」

　強ね請だるように呼ばれ、急いでゴムをつけた麦人は音也に向き直った。

　しどけなく開かれた両の膝の裏に手を入れ、持ち上げる。

　露わになった場所は濃い色に染まり、ローションにまみれて収縮していた。ゆると綻ほころんだかと思うときゅっと締まり、淡いラベンダー色のローションを押し出す。あふれたそれは尻の谷間にとろりとつたった。

　あまりに卑猥な光景に、カァッと全身が燃える。

　もう一秒も我慢できん。

「音也……！」

　誘うように蠢うごめくそこに切っ先をあてがい、麦人は一息に貫いた。

「あ、あーっ……！」

　拒むことなく全てを受け入れた音也の足指の先が、陸に上がった魚のように跳ねる。

　音也は体が柔らかい。広げさせた脚がシーツにつく。折おり畳たたまれたような体勢のせいで、彼の性器が彼自身の腹に擦れる。

「あぁ、あ……、あっ」

　麦人を食いちぎろうとするかのように、音也の内壁が締めつけてくる。

　思わずうめき声をあげると、今度は愛撫するように艶なまめかしく蠢いた。

　凄すごい、めちゃめちゃ気持ちええ……。

　つながっていると思うだけで強い快感を覚えるのは、音也に心底惚れているからだ。

　しかし、音也の体に抱かれる素そ養ようが備わっていることも否定できない。麦人も十代の頃、ほんの数回男に抱かれた経験があるが、少しも気持ちよくなれなかった。それに比べて音也は、初めてのセックスのときから感じていた。抱いた麦人も、想像していた以上の強い快感を得ることができた。

　僕が初めてで、ほんまによかった。

「ん、むぎ……？」

　動こうとしない麦人に不安になったのか、音也が舌足らずに呼ぶ。

　熱で潤んだ瞳でぼんやりと見上げられ、麦人は激しく欲情した。

「音也……！」

　音也の両脚を押さえつけ、容赦なく腰を打ちつける。

「あっ！　あう、ん、あん」

　音也の色めいた嬌声、麦人の荒い息遣い、ローションが泡立つ音、肌と肌がぶつかる音。それらが混じり合ってひとつの淫靡な音になり、寝室に満ちる。

　感じすぎて辛つらいのだろう、音也の声に涙が滲んだ。

「あ、あかっ、も、や、やぁ」

「嫌、か？」

　問いかけながら、音也の感じるところを意識して突いてやる。

「ぁあん！　ああ、麦、むぎぃ」

　一ひと際きわ艶めいた嬌声をあげた音也は、くり返し麦人を呼んだ。

　かわいい。たまらん。食べてしまいたい。

　欲望のまま、麦人は上体を倒して音也の唇に嚙かみついた。

　もとから嬌声をあげ続けていた口への侵入は簡単だった。欲情して濡れそぼった口内を、思う様舐なめまわす。

「ん、んふ、んん」

　喉のどの奥から苦しげな声を漏らした音也は、麦人の首筋に腕をまわした。息苦しいだろうに、麦人にしがみつき、自ら舌を差し出して口づけに応える。ぬるぬると舌がからみ、唾液が混じり合った。まるで舌でするセックスのようだ。

　音也も僕を欲しがってくれてる。

　情欲を上まわる愛しさが込み上げてきて、口づけたまま彼を強く揺さぶる。

　すると音也はガクガクと震えた。腹から胸の辺りがしとどに濡れて、彼が達したのがわかる。

　きゅう、ときつく締めつけられ、麦人も絶頂を迎えた。

　音也はまた震え、唇の隙間から嬌声をあげる。

「は、あっ、ぅん、ん」

　上も下も、音也の敏感な場所を独占している喜びに突き動かされ、麦人は執しつ拗ように彼の口内を愛撫し続けた。










　自分の顔がだらしなく緩んでいるのを感じつつ、麦人は背後から抱きしめた音也の項うなじに鼻先を埋うずめた。

　ああ、ええ匂いや。

「麦、こそばい」

　ぴく、と肩を揺らしたものの、音也は逃れようとしない。

　ラグの上に並んで座ろうとした音也に、己の脚の間に座るように促した。彼は恥ずかしがりながらも従ってくれた。

　昨夜ゆうべ、正面からつながった後、音也の体を起こして対面で抱き合った。目の前に差し出された乳首を交互に吸うと、彼はひっきりなしに甘い声を漏らした。交代でシャワーを浴びて眠りに落ちたのは、夜がかなりふけてからだ。

　音也より先に起き出した麦人は、満ち足りた気分で朝食兼昼食を作った。ふらふらしながら昼すぎに起きてきた音也と共に食事をとり、リビングに落ち着いたところだ。

「あんな、麦。母さんに麦のこと話してん」

　改まった口調で言われ、え、と麦人は声をあげた。

「そうなんか？　いつや」

「昨日、電話で。母さん、喜んでくれた」

　嚙みしめる物言いに、じんと胸が熱くなる。

「そうか、よかった」

　音也の母親は麦人の気持ちに気付いていて、なおかつ認めてくれていたらしい。

　彼女に見抜かれているとは思っていなかったので、そのことを知ったときは相当驚いた。もちろん嬉しかったけれど、同時に申し訳ない気持ちにもなった。音也が母に麦人との関係を打ち明けたら、きちんと挨あい拶さつするつもりでいた。

　しかし音也が母親に話をするのは、まだ先だと思っていた。

「けど音也、心也君とちゃんと話してからおばちゃんに話すて言うてたやろ。心也君とも話したんか？」

　心也は兄である音也に対して、いろいろと不満があるようだった。

　心也が女として生きたいと思っていると気付いていながら、兄は気付かないふりをしていた。母親がおとなしい兄ばかりを心配し、自分のことは放ったらかしだった。麦人が聞いた話は、だいたいそんな感じだ。きっと幼い頃から積み重なってきた何かがあったのだろう。音也にも思い当たる節があったようで、心也に一方的に責められた後、しばらく元気がなかった。

　音也は幾分か硬い表情になり、こくりと頷く。

「心也とは、母さんに電話する前の日に話してん。もう一回、子供の頃のこととか謝った。大きいなってからも、心也にはいろいろ迷惑かけたと思うから」

　訥とつ々とつと話す音也を愛しく見つめ、真面目やなあと思う。こういうところも好きだ。

　腹にまわした腕にきゅっと力をこめて抱きしめ、耳元で囁く。

「ちゃんと謝るて、偉かったな」

「や、別に……。悪いんは俺やし」

　音也はぼそぼそとつぶやく。

　家族のことは麦人にはわからないし、口を出すべきではないと思う。

　ただ、傍そばで見ていて、心也には音也という人間に対する嫉妬があるように感じた。音也はコミュニケーション能力が低いせいで、一部の者には疎うとまれる。一方で、彼の真面目さや不器用さを愛する者もいる。音也にとっては幸いなことに、心也にとってはある意味不幸なことに、後者が多かったのだろう。孤立しがちだったものの、いじめられたりはしなかったというのがその証拠だ。

　感受性が強かった心也は、兄を愛する人たちが気に障さわったのではないだろうか。兄ちゃんにかて自己中で自分勝手なとこがあるのに、なんで兄ちゃんばっかり、と。心也自身が幼い頃から抱えていた性への葛かっ藤とうと父親の死が、彼を更に頑かたくなにしたことは想像に難かたくない。

　どんな事情があったにせよ、音也が内定をもらった日にカムアウトする必要はなかったと麦人は思う。それが彼なりの母と兄への仕返しだったとしても、だ。

　ようやく仕事が決まって喜んでいた音也を、混乱の極みに追いやったことに怒りを覚える。同時に、なんであの日やったんや、と心也を恨めしく思う。

　あの日、もし心也がカムアウトしなければ、これほど遠まわりをしなくてもよかった。この四年、もがき苦しまなくても済んだ。

　けど、それやったら駅メロの仕事はできてへんのや。

　音也にこっぴどくふられたからこそ、駅メロの世界に飛び込めた。心也に対しては、彼が音也を傷つけない限り特に何の感情も湧わかないが、その点だけは感謝している。

　巡り合わせの不思議を感じながら、そんで？　と尋ねる。

「心也君はなんて？」

「もうええよて、許してくれた。ほんまに、もうええて思たかどうかはわからんけど」

　まだ少し不安げな音也に、そうか、と麦人は優しく相づちを打った。

　恐らく心也は、本当にもういいと思ったのではないだろうか。

　彼は兄を厭いとう一方で、心のどこかでは好きでもあったのだ。もし音也がいじめられていたら、体を張ってでも兄をかばったのではないか。

「そんでおばちゃんに話せたんやな」

「うん。ほんまは正月に実家に帰ったときに話したかってんけど、そのときはまだ心也と話してへんかったから」

　音也は自分の腹にまわった麦人の手に、自分の手をそっと添えた。

　その手をつかまえて握ると、音也はごく自然に体を預けてくる。

「母さん、近いうちに麦に挨拶したいて言うてた」

「そうか。僕もおばちゃんにきちんと挨拶したいわ。これからずっと音也君を大事にしますて、ちゃんと言うからな」

「ん……、ありがと。俺も、麦のこと大事にする」

　恥ずかしそうにうつむいた音也の肩に顎あごを載せ、彼の横顔を見遣る。

　そこに照れはあっても憂うれいはないように見えた。

　音也が麦人を好きな気持ちに噓偽りはない。しかし彼がゲイとして生きることに恐れを抱いていたのは知っている。たとえ恋人でも、それを消してはやれない。麦人が音也にしてやれるのは、彼を大切に愛することだけだ。

　ちょっとは怖こわなくなったんかな。

　もしそうだとしたら、これほど嬉しいことはない。










「うん、いいね。いい感じだ。これでいこう」

　パソコンから流れる音楽に、社長は頷いた。

　ありがとうございます、と頭を下げる。

　今日は月曜日。場所は小さな雑居ビルにある事務所の一室だ。

　駅メロがメインだが、ＣＭ音楽等も請うけ負おっている会社の社員は五人。業界では名が知れているものの、ごく小さな会社である。オーディオ機器を備えた作曲ができる部屋と、この応接室があるだけだ。作曲部屋に出勤してくる社員もいるが、麦むぎ人ひとはほとんど自宅で作っている。他の社員たちに会うのは、月に二度の定例ミーティングのときだけだ。

「念のために、あと二、三考えてくれるか？　それでもう一回検討してサンプルを作ろう」

「はい、わかりました」

　ほっとしながら頷く。一昨日おとといと昨日、音おと也やとゆっくりすごせたおかげで気分は晴れやかだ。

　麦人が作ったポテトサラダを美お味いしそうに頰ほお張ばる彼は、ありえないほど可愛らしかった。その様子を思い浮かべるだけで、自然と笑みが浮かんでくる。

「いいね、矢や野の君、絶好調だな」

　ダンディという言葉がぴったりの、細身のスーツを着こなした社長も上機嫌だ。

　オフ会で数回話しただけの麦人を雇やとってくれた彼は、自身も作曲家である。幼い頃にピアノをかじった程度で、作曲は完全に自己流の麦人とは異なり、音大で作曲を学んだ本格派だ。ＣＭ音楽をたくさん手がけているが、駅メロ好きが高じて今の会社を立ち上げたと聞いた。

　気取ったところがなく大らかな彼は、東京に出てきて右も左もわからなかった麦人に、仕事はもちろん、マンションの紹介などもしてくれた恩人である。

「プライベートも落ち着いたみたいだし、よかったよ」

「あ、わかります？」

「メロディに広がりが出てきたからな。通勤客じゃなくて旅行客がメインの路線の駅メロにはぴったりだ。何より矢野君自身の雰囲気が変わったしね」

　ニッコリ笑った社長に、麦人はパソコンの電源を落としつつ苦笑した。

　仕事はきっちりしていたものの私生活は荒れていたことに、社長は気付いていた。説教されたりはしなかったが、ほどほどにしとけよと何度か言われた。近すぎず、遠すぎない距離感がありがたかった。

「長い間片想いだった人と恋人になれたんです」

「お、そうか。よかったな！」

　はいと笑顔で応じる。

　ソファに背中を預けた社長は、からかう視線を向けてきた。

「矢野君は抜かりないと思うけど、過去のもろもろはちゃんと整理しておいた方がいいぞ」

「大丈夫ですよ、ここんとこ全然遊んでないですし」

　自信満々で答えると、社長は存外真面目な顔になった。

「関係は切れてても、物はどうだ。元カノと一緒に映った写真とか、おそろいのマグカップとか、うちに置いてないか？　そういうの、目ざとい人はすぐ見つけるから」

「写真もマグカップもないから大丈夫です。社長、誰かにそういうの見つけられてケンカになったことがあるんですか？」

　悪戯っぽく問い返すと、彼は苦笑した。

「若い頃の話だよ。そのコとは結局別れちゃったんだ。だから矢野君も気を付けろよ」

「わかりました。うちに帰ったらもう一回調べてみます」

「ああ、それがいいな」

　雑談を続けながら、東京に出てきてからの生活をふり返る。

　そもそも遊び相手からは物を受け取らなかった。強引に押しつけてくる人には、本人にそうすると断ってから、捨てるかリサイクル店に持って行った。罵ののしられたり泣かれたりしたこともある。

　今振り返ると、悪かったなと思う。脈が全くないのに優しくするよりはましな気がするが、もっと別のやり方があったはずだ。そうした過去の振る舞いのせいで、音也にいらぬ情報を吹き込む輩やからが出てきたことを思うと、反省しきりである。

　結局僕の思考は音也にたどり着くんやな……。

　そう思って苦笑した次の瞬間、クローゼットの隅に吊つってある黒い衣装カバーがふと脳のう裏りに浮かんだ。

　──あれはやばい。あれは見られたら困る。

　衣装カバーの中身は、大学生のときに通販で買ったコスプレ用の女性の事務服だ。










　マンションに帰った麦人は、寝室に直行した。

　服にかぶせられた黒いカバーを取り払い、ハンガーに吊ったままベッドに置く。

　白いブラウス、藤ふじ色のベストとタイトスカート。

　一見すると平凡なＯＬの事務服だが、唯一異ことなっているのはスカート丈がかなり短いことだ。しゃがんだら確実に下着が見えるだろう。

　これ着た音也とセックスする妄想、何回したやろ……。

　購入したのは忘れもしない、大学三年のときだ。

　夜中に発泡酒を呑みながらネットサーフィンをしていた麦人は、コスプレ服の通販サイトに行き当たった。アニメや特撮のキャラクターを模もした服から、エロティックなナース服やメイド服、チャイナ服等をぼんやりと眺めるうちに目にとまったのが、この事務服だ。

　いかにもコスプレという服ではなく、スカート丈が短い以外はごく普通の事務服は、やけに淫いん靡びに映った。

　音也には過激なコスプレより、こういう普通っぽい服のが似合う。

　酒が入っていたせいもあるだろう、あれこれ想像した。妄想は暴走し、気が付いたときには注文ボタンを押していた。

　実物が届いたときは素面しらふだったのでかなり焦あせった。が、結局は捨てずにとっておいた。事務服自体を自じ慰い目的で使ったことはなかったが、妄想の手助けになったことは確かだ。東京への引っ越しが決まっても捨てられず、わざわざ持って来てしまった。

　しかし遊び相手には一度も着せていない。音也がこの事務服を選んだわけでも着たわけでもないのに、これは音也のや、という妙なこだわりがあったからだ。

　遊び相手にコスプレをしてもらったことはある。おもしろがって応じてくれた人もいたが、拒絶した人もいた。変態と罵ってきた人もいる。

　うん、まあ、否定はせん。

　ただ、コスプレに興奮するのではなく、コスプレをさせた音也にだけ興奮する、という限定的な変態だが。

　今、このミニスカ事務服を音也に着てほしいか、着てほしくないかと問われれば、正直着てほしい。

　短すぎるスカートの裾すそを必死で引っ張り、脚を隠そうとするところを見てみたい。大阪支社にいた頃、地図の調査で歩きまわっていたという音也の脚は、ほっそりしているが意外と筋肉質だ。しかも体毛が薄いので、もともとの色の白さが際立つ。ごく短いタイトスカートでは到とう底てい隠しきれない張りつめた白い脚を、思う様撫でまわしたい。

　自分でもつくづく変態だと思うが、正直な欲望だ。

　しかし誰かと付き合うのも初めて、キスもセックスも初めてだった音也に、コスプレ用の、しかも女性の服を着てくれなどと頼めるはずがない。

　やっと恋人になれたのに、そんな変態だったのかとあきれられ、別れると言われたらどうすればいいのか。今度こそ立ち直れない。

　捨てよう。取っておいても良いことはない。

　麦人が今住んでいる地区の指定ゴミ袋は透明だ。そのまま捨てるのは気が引ける。新聞紙にでも包んで捨てるのが一番だが、生あい憎にく麦人は新聞をとっていない。

　コンビニでスポーツ新聞でも買こうてくるか。

　一人頷いた麦人は、事務服をクローゼットに戻した。










　それから四日間、頭に浮かんだメロディをキーボードに打ち込み、パソコンで処理をして、新しいサンプルをいくつか作った。音也と旅行に行った先の駅で、こんなメロディが流れたらええなあと想像すると、次から次へと旋律が湧わいてくるから不思議だ。

　帰宅する客が行きかう駅前は、息が白く見えるほど寒い。

　しかし麦人は寒さを感じなかった。

　今日は土曜日。ここは音也が勤める会社の最寄り駅である。これから一緒に夕食を食べに行って、明日まで二人ですごすのだ。

　明日しかゆっくりできんから、今日は挿そう入にゅうはなしやな。

　先週たっぷり愛し合ったので、今週は音也に触れるだけで充分幸せだ。

　明日は一緒に鉄道のＤＶＤでも見ようか。鉄道が走る山や海、街の地形を、あれこれ説明する音也は大たい層そうかわいい。

　あの、とふいに声をかけられ、麦人はにやにやしたまま顔を上げてしまった。

　気付かないうちに隣に立っていたのは二十歳くらいの女性だった。緩ゆるくパーマのかかったこげ茶色のロングヘアに、オフホワイトのハーフコートという出いで立たちだ。会社帰りらしく、大きめのバッグを持っている。なかなかの美人だが、見覚えはない。

「何か用ですか？」

　顔を引き締めて尋ねると、女性は頰を染めた。

「あの、ときどきこの駅でお見かけしますけど、この辺の会社にお勤めなんですか？」

「いえ、違います。人と待ち合わせしてるんで、すみません」

　なにこれ、何かの勧誘か？

　不審に思って移動しようとすると、腕をつかまれた。

「あの、私、フクダマイカといいます。この近くにある文具会社に勤めてます。噓じゃありません」

　はあ、そうですか、と応じたものの、予想外に強い力に警戒心が強まる。

　麦人が尚も逃げようとしていることに気付いたようで、女性は媚こびるように上目で見上げてきた。

「この後、お時間あったら食事でもご一緒しませんか？　私、美お味いしいお店知ってるんです」

　そこでようやく麦人は、これが逆ナンなのだと気付いた。

　音也に夢中になっているせいで、センサーが鈍にぶっていたようだ。

　ていうかこのコ、待ち合わせしてるていう俺の話、聞いてへんかったんか？

「ほんとに待ち合わせしてるんで、すみません」

「じゃあ連絡先を……」

「ごめんなさい。恋人がいるので教えられません」

「あの、私、恋人がいても大丈夫です」

「僕は全然大丈夫じゃない。迷惑ですから放してください」

　一応笑みを浮かべつつも、きっぱり拒絶する。

　すると彼女はきれいにメイクした顔を歪ゆがめた。腕をつかんでいた手がようやく解とかれる。

「じゃ、失礼します」

　軽く会え釈しゃくをして、麦人は今度こそ彼女から離れた。

　追いかけてこないことにほっとして前を向くと、そこには音也と堀ほり切きりが立っていた。

　堀切には悪いが、音也だけが輝いて見えて思わず笑顔になる。

「音也、堀切君、お疲れ様」

　二人に歩み寄ると、音也は何も答えずにただ頷いた。うつむき加減でこちらを見ない。

　反対に、堀切はにやにや笑いながら眉を寄せるという珍妙な表情で話しかけてきた。

「逆ナンされるなんて、さすがイケメンですね。俺も一回でいいからされてみたいっす」

「見てたのか」

　舌打ちしそうになるのを堪こらえる。

　堀切が見ていたということは、音也も見ていたということだ。

「見てましたよー。あ、あのコまだこっち見てる。かわいいじゃないすか。連絡先とか交換したんですか？」

「いや、してないよ。僕恋人いるから」

　音也に聞かせるために、恋人という言葉を強調して答える。

　地味なグレーのコートに包まれた肩がぴくりと震えた。

　ええー、と声をあげたのは堀切だ。

「そうなんですか。もったいない」

「恋人にめろめろでラブラブだから全然もったいなくないです。堀切君は恋人いないの？」

「いませんよ。小こ暮ぐれさんもカノジョとラブラブみたいだし、二人ともいいなあ。俺もカノジョほしいっす」

　羨うらやましそうにしながらも、堀切の口調は明るい。音也は率直な彼が苦手らしいが、麦人は嫌いではない。空気を読まないところを含めておもしろいと思う。

　けど今はそれどころやない。

　音也はもともとゲイとして生きることに怯おびえていたのだ。些さ細さいな出来事でも、それがきっかけになり、麦人との関係を悲観的に考えるようになるかもしれない。

　うつむいたままの音也を縋すがる思いで見つめる。

　視線に気付いたらしく、彼はちらとこちらを見上げた。

　ニッコリ笑って頷いてみせると、音也も少しだけ笑う。

　麦人は思わず安堵の息を吐いた。完全にネガティブ思考に陥おちいったわけではないようだ。

　今日と明日は、音也の不安な気持ちを消すことに専念しなければ。










　駅前で堀切と別れ、定食屋で食事をとっている間も、麦人のマンションへ行くために電車に乗っている間も、音也は口数が少なかった。

　外であまり突っ込んだ話をするわけにはいかず、麦人はとにかく優しく話しかけた。

「ああやって女の子に誘われるん、ようあるんか？」

　音也がぼそぼそと尋ねたのは、最寄りの駅からマンションへ戻る途中だ。マフラーに口くち許もとまで埋うまっているのがかわいい。

「んー、ようはないな。たまにある」

　全然ないというのも噓くさい気がして、そんな風に答える。

　そか、と音也は小さく相づちを打った。

「麦、大学のときも女の子にもてたもんな」

「どんなにもてても、音也に好きになってもらえんかったら意味ない。僕が好きなんは音也やからな」

　言葉に自然と熱がこもったのは、紛まぎれもない本心だったからだ。

　その熱は確かに音也に伝わったらしく、彼は前方に向けていた視線をこちらに移した。不安を隠しきれない眼差しと、寒さのせいで赤く染まった頰と鼻の頭が愛いとしい。

　微笑んでみせた麦人は、脇にたらされていた音也の手をそっと握った。周囲に人がいないのは確認済みだ。

　びく、と音也はまた肩を揺らした。恥ずかしそうにうつむいたものの、おずおずと手を握り返してくる。互いに手袋をしていたので体温は感じられなかったが、外で手をつないでくれたことが嬉しい。

「あの、ごめんな、麦」

　口ごもるように謝った音也を、麦人は優しく見下ろした。

「うん？　何がや」

「疑うようなこと言うて……。さっきの女の人、きれいやったから、ちょっと気になってん」

「全然ええよ。ヤキモチやいてくれて嬉しい」

「ヤ、ヤキモチとか、そういうわけや……」

　音也は頰や鼻だけでなく、耳まで真っ赤になる。

　ああ、かわいい。かわいいてたまらん。

　これほど好きで惚れているのだ。もはや溺おぼれているといってもいい。音也以外は視界に入っていないから、先ほどの女性の意図に気付かないわけである。

「ヤキモチと違うんか？　僕やったら音也が女の人に声かけられてるん見たら、めちゃめちゃ妬やくけど」

「俺なんかに声かける人いてへんから大丈夫や」

　真面目に答えた音也に、いやいや、と首を横に振る。

「そんなんわからんで。言い寄ってくる奴もおるかもしれんから用心せなあかん。前にも言うたけど、心しん也や君に会うためにバタフライに行くときは僕に言うてや。一人で行ったらあかんで」

　冗談だと思ったらしく、音也は笑った。

「わかってるて。ちゃんと麦に言うから」

　冗談やないんやけどな……。

　音也のような初う心ぶで真面目そうな男がタイプだという男は、一定数いる。現に以前、心也を探しに行ったときにも声をかけられていた。初めて「バタフライ」へ一緒に行くことになった際、仕事が長引いてしまって音也だけを先に行かせたときは、恋人でもない立場で一人で行くなとは言えず、かなり気を揉んだ。麦人と恋人になって、初心な雰囲気は変わらないのに色気が滲にじむようになったから、余計に心配だ。

　ともあれ笑ってくれたということは、音也の不安は一応解消されたようだ。

　ほっとしながら音也と共にマンションに入る。女性に声をかけられているところを見られたのはアンラッキーだったが、妬いてもらえたのはラッキーだった。

　そんだけ音也も俺のことが好きってことやもんな。

　わかってはいても、改めて確認できるのは嬉しい。

「音也、今日は一緒にお風呂入ろか」

　リビングと寝室の暖房をつけ、更に風呂の給きゅう湯とうボタンを押した麦人は、リビングでマフラーをはずしている音也に声をかけた。

　振り返った音也は、首を横に振る。その顔は真っ赤だ。

「嫌や、入らへん。先週も入らんて言うたやろ」

「体洗あろたげるだけや。他は何もせんから」

　でれでれと鼻の下が伸びるのを感じつつ返す。

　脱いだコートをハンガーにかけた音也は、じろりとにらんできた。

「前も洗あろたげるだけやて言うたけど、いろいろしたやんか」

「あれは音也がめっちゃ色っぽかったから」

「そんな屁へ理り屈くつ言うてもあかん。もう一緒には入らへんから」

　耳まで赤くなりながらも頑かたくなに首を横に振る彼に、麦人はクスクスと笑った。

「わかった。そしたらまた今度な」

「もう入らんて言うたやろ。今度とかないからな」

　むきになる音也にはいはいと笑って頷いてから、着替えとタオルを取るために寝室へと移動する。

　音也、よっぽど恥ずかしかったんやな。

　今日は無理でも、近いうちに絶対一緒に入ろう。恥ずかしがる音也ほどかわいいものはない。

　にやけながらクローゼットを開けた麦人は、下の段にある引き出しを開けた。

「あの、麦……」

　バスタオルを出したところでふいに背後で声がして、驚いて振り向く。

　いつのまにか、音也がすぐ後ろに立っていた。その頰はやはり赤く染まっている。

「やっぱり、お風呂、一緒に」

　入る、と言いかけたらしい音也の目が、クローゼットにくぎ付けになった。

　ハッとして開いたままのクローゼットに向き直る。

　そこには五日前、衣装カバーをはずして吊るした女性用の事務服がぶら下がっていた。新聞紙を買ってくるのを忘れて、そのままになっていた。

　うわ、やばい。

「それ……、女の人の服……？」

　みるみるうちに音也の顔から血の気けが引く。

　違う違う違う！　と麦人は激しく首を横に振った。

「これは女の服やない！」

「え、けど……」

　音也はおどおどと視線をそらす。当然だ。目の前にあるのは、間違いなく女性ものの事務服なのだから。

　しかし、おまえに着てほしいから買ったとは口が裂けても言えない。

「こ、これは僕のや！」

　咄とっ嗟さに口から出たのはそんな言葉だった。

　え、と音也は目を丸くする。

「僕のやねん。たまに僕が着るんや。けど最近は全然着てへんかったから、捨てよう思おもて出しといたんや」

　矢や継つぎ早ばやに言葉を紡つむいで頷いてみせると、音也はゆっくり瞬まばたきをした。

「そ、そうなんか……」

　小さくつぶやいた後、落ち着きなく視線をさまよわせる。戸惑いと混乱がはっきりと見てとれた。麦人が言ったことを、自分なりに解釈しようとしているのだ。

　しん、と不穏な沈黙が落ちる。

　どう思たんや。信じてくれたか？

　音也、と呼ぼうとしたそのとき、麦、と逆に呼ばれた。

「あの……、俺、今日は帰る」

　掠かすれた声で言うなり、音也は踵きびすを返した。

　寝室を出て行く彼を、麦人は慌てて追いかける。

「ちょ、待って、音也」

　リビングに駆け戻った音也は、乱暴にマフラーとコートをひっつかんだ。身につけることはせず、そのまま玄関に向かう。

「音也、待って。今はもう着てへんねん。ほんまに捨てようと思てたんや」

　音也は何も言わずに靴を履はく。ちらとも麦人を見ない。

　四年前、ふられた後の態度を見るようで、ズキリと強く胸が痛んだ。

「音也」

　ほとんど縋すがるように呼ぶと、びく、と音也は肩を揺らした。恐る恐る視線を上げる。

　しかし麦人と目が合うと、すぐにそらしてしまった。

「あの、また連絡するから……。ごめんな、俺、こんなんで」

「なんで音也が謝るんや」

「いろいろ、ごめん。そ、そしたらな」

　音也はうつむいたまま玄関を飛び出す。

「音也！」

　靴下のまま彼を追いかける。開け放たれたドアから出て、音也、ともう一度呼ぶ。

　しかし小柄な背中は一度も振り返らなかった。










「ちょっとぉ、久しぶりに顔出したと思ったら何なのよ、その陰気な顔は」

　頭上から降ってきた酒焼けした声に、麦むぎ人ひとはちらと視線を上げた。

　カウンターの中からこちらを見下ろしているのは、髪を紫色に染め、豹ひょう柄がらのシャツを着た細身の男性──このゲイバーのママだ。

　雑居ビルの一室にあるバーはそれほど大きくはないが、この辺りでは一番の老舗しにせである。七十をすぎていると噂のママは、この辺りの生き字引と言われている人物だ。

　東京に出てきたばかりの頃、よく出入りしていたこの店に着いたのは一時間ほど前だ。一夜の相手を探している客が少なからずいたが、麦人があまりに暗いオーラを纏まとっていたせいだろう、誰も声をかけてこなかった。

　麦人はもちろん遊びに来たわけではない。マンションにいると底無し沼にはまったようにどこまでも落ち込んでしまうので、外で飲むことにしただけだ。

「いろいろ、自分が情けなくて……」

「確かに情けない顔ね。何なの、黒くろ縁ぶち眼鏡のカワイコちゃんとラブラブなんじゃないの？」

　音おと也やと再会したばかりの頃、心しん也やを探すためにママに協力を頼んだ。心也を探しにきた音也を見たことがあるママは、彼を「黒縁眼鏡のカワイコちゃん」と呼んでいるのだ。音也と両想いになったときに報告すると、大たい層そう喜んでくれた。

「ラブラブでしたよ。愛欲にまみれてました」

「過去形なのね……」

　ママのつぶやきに、麦人は再びカウンターに沈んだ。

　音也がマンションを飛び出して行ってから一週間が経たった。

　他た愛わい無ない日常を報告するメールには、今まで通りにきちんと返信をくれる。勇気を出して事務服をどう思ったか尋ねると、ごめんとだけ返ってきた。どういう意味の「ごめん」かわからなかったが、それ以上追及することはできなかった。

　一度、直接声が聞きたいと思って電話してみたが、出てくれなかった。いつもは後でかけ直してくれるが、電話出れんかってごめん、とメールが返ってきただけだ。

　電話してくれんてことは、やっぱり何か思うところがあるんや。

　一緒に風呂に入るて自分から言うてくれるぐらい、ラブラブやったのに……。

　女性にナンパされているのを見られたすぐ後だったことも悪かった。僕が着るんやなんて、浮気男の苦し紛まぎれの言い訳そのものだ。音也もそう思ったかもしれない。

　もうすぐバレンタインデーだが、こんな状態ではたして一緒にすごせるのか。

　毎日そんな風にあれこれ考えていたせいで、仕事が全く手につかなかった。

「自分を情けなく思ってるってことは、あんたが何かやらかしたんでしょ。何したのよ」

「……コスプレの服を見られました」

「コスプレ？」

　キラ、とママの目が光る。興味を持ったらしく、こちらに身を乗り出してきた。

「何、あんたコスプレするの？」

「しません。着てほしいと思って買ったんです」

「ああ、そういうこと。着てって頼んで引かれたんだ」

「違います。頼んでない。捨てるつもりでした」

「つもりってことは、捨てずに取っておいたわけね」

「それは、包むものがなかったからゴミに捨てられなくて……」

　言い訳しながらも自己嫌悪が湧わいてきて、少しずつ声が小さくなる。

　新聞紙などどうでもよかった。さっさと捨てていればよかったのだ。そもそも東京にまで持ってくる必要はなかった。

　僕があの服に変な未練を持ってたんが悪い。

「ていうか服見ただけで引いちゃうって、あんたどんなエロいコスプレさせようとしたのよ」

　好奇心丸出しで尋ねられ、麦人は苦笑した。

「だからコスプレさせようなんてしてませんて。持ってたのは普通のＯＬさんが着るような事務服です。ただスカートは凄すごく短いですけど」

「じゃあカワイコちゃんは、ほんとに女の服だと思ったんだ」

「そうだと思います。おまえに着てほしいから買ったとは言えなくて、僕が前に着てたんだって言ったんですけど……」

　あらあら、とママはあきれた声を出す。

「その言い訳はアリっちゃアリだけど、あんたが着てたって信じたら信じたで、またややこしいことになりそうね」

「なんでですか」

「あんたのカワイコちゃん、今までアタシたちの世界に縁がなかったんでしょ。そんなノーマルなコにしたら、女装癖があるカレシってどうなのよ」

　麦人は言葉につまった。心也が女性の恰かっ好こうをして働いているとはいえ、音也がそう簡単に麦人の女装を受け入れられるとは思えない。ごめんと謝ったのは、女装は無理だと思ったからか。もしかしたら麦人が女装していたことそのものにショックを受けたのかもしれない。

　二股をかけている浮気男か、恋人にコスプレをしてほしい変態男か、自みずから女ものの服を着る女装男か。

　女装男が無難だと思ったが、間違っていたかもしれない。

　音也は麦人を、優しくて面倒見の良い、スマートな男だと思っている節がある。大学の頃に噓をつかれていたことや、純粋な彼を意のままに動かして快感を得ていたことはもちろん、コスプレをさせたい欲求も持っているなどとは想像もしていないはずだ。

　その優しくて穏やかな恋人像を壊したくないあまり、僕が着ると噓をついてしまった。

　本末転倒ていうか、見栄っ張りていうか……。

　僕はほんまにエゴ丸出しで、全然進歩してへん。

　更なる自己嫌悪に陥おちいっていると、はあ、とママはあきれたようなため息をついた。

「長い間片想いして、やっと恋人になれたんでしょ？　変にごまかさないで、ちゃんとほんとのこと言いなさいよ」

「それで嫌われたらどうするんですか」

「どっちみち自分が着るんだって噓ついて嫌われちゃったんでしょ。同じ嫌われるんだったら、ほんとのことを言っちゃえば？」

「そんな、別に嫌われたわけじゃ……」

　うう、とうなったそのとき、コンバンハー、という野太い声ながらも可愛らしい発音の挨あい拶さつが聞こえてきた。バーに入ってきたのは、筋肉質でがっちりとした体を白い毛皮のコートに包んだ男性だ。

「やだ、ムギじゃなーい！　久しぶり、元気だった？」

　嬉き々きとして歩み寄ってきた彼に、久しぶりと応じる。

　このバーに通っていた頃、親しくしていた男だ。全くタイプではないので店で会ったときに話すだけだったが、ユーモアのある彼との会話は楽しかった。

　隣に腰かけた男は、遠慮なく麦人の肩を叩く。

「どうしたの、暗い顔して！　黒縁眼鏡ちゃんに嫌われちゃった？」

「や、嫌われてないけど」

　半なかばむきになって答えると、彼はつけ睫まつげをバサバサとさせて瞬まばたきをした。

「そうなの？　さっき一人でいるとこを見かけたから、何かあったのかなって思ったんだけど」

「見かけたって？」

「あんたのかわいい黒縁眼鏡ちゃんよ。あ、そうか。あのコ、ココちゃんのお兄さんだったわね。バタフライに行ったのかも、あれ、帰っちゃうの？」

　最後まで聞かずに麦人は立ち上がった。ポケットから財布を取り出しつつ、目を丸くしている彼を見下ろす。

「バタフライの近くにいた？」

「うん。でもバタフライに行ったんなら心配することないんじゃない？」

「そうかもしれないけど、やっぱり心配だから」

　言いながらママに代金を渡す。

　苦笑いして受け取ったママは、しっしっと手を振った。

「あーやだやだ、馬に蹴けられた気分だわ。さっさと行きなさい」

「うん、話聞いてくれてありがとう」

　また今度、と言い置いてバーを飛び出す。たちまち冷たい風が吹きつけてきたが、街は来たときよりもずっと賑にぎやかだった。夜はまだ始まったばかりだ。

　麦人は迷いなく「バタフライ」がある方向へ足を向けた。

　音也は思い悩んだ末、麦人のことを心也に相談しようと思ったのかもしれない。──いや、音也は心也が麦人に想いを寄せていたことを知っている。弟の気持ちを慮おもんぱかって「バタフライ」の蝶ちょう子こママに相談しようと思ったか。どちらにせよ、「バタフライ」にいる間はいいが、行き来が心配だ。

　ていうか、どういう相談をするつもりなんやろ。

　もしかして別れの相談だろうか。

　そう思っただけで、ズキリと胸が強く痛んだ。麦人はポジティブな方だが、音也に対しては後ろめたいことがありすぎて、どうしても悪い方へ考えてしまう。

　音也が好きや。別れとうない。

　ママが諭さとしてくれたように、本当のことを言うのが一番いいのだろう。そして別れないでほしいと真しん摯しに頭を下げるしかない。

　ただ、麦人は自分に卑怯なところがあることを知っている。土壇場でまた噓をついてしまうかもしれない。

　もうこれ以上、音也に噓つくんはやめんとあかん。

　拳こぶしを握りしめた麦人は早足で歩いた。「バタフライ」の控ひかえめな看板が見えてくる。周囲に音也の姿はない。もう店の中に入ったのだろう。

　細い階段を降りていき、真っ黒なドアを開ける。

　暖かな空気に全身が包まれると同時に、いらっしゃいませ、と声がかかった。

　それほど広くない店は満席だった。中年以上の客が多いせいか、落ち着いた雰囲気だ。

　麦人は店内に素早く視線を巡めぐらせた。奥の方に、こちらに背を向けて座る音也を見つける。

　思わずほっと息をついていると、いらっしゃい、と声をかけられた。歩み寄ってきたのは深紅の上品なドレスを着た心也だ。

「ああ、しん……、ココちゃん、こんばんは」

「こんばんは。兄ちゃんを迎えに来たん？」

「うん。音也、何か言うてたか？」

　若じゃっ干かん早口で問うと、心也は首をすくめた。

「蝶子ママが相手してるから私は知らん。兄ちゃん、私には話せんて言うから」

「そうか……」

　眉を寄せた麦人を見て、あーあ、と心也は声をあげる。

「なんやかやいうてラブラブやん。腹立つわ」

　言葉とは裏腹に、心也の顔には柔らかな笑みが浮かんでいる。まだいろいろと思うところはあるのだろうが、もうええよという言葉はやはり本心だったのだろう。

「音也、連れて帰ってもええかな」

「さあ、兄ちゃんに聞いたら？」

　突き離しながらも、心也は音也がいる席へと案内してくれる。

　兄ちゃん、と心也が小さく声をかけると、音也は振り返った。麦人を見つけて、あ、と目を丸くする。

　音也の隣に腰かけていた着物姿の蝶子ママは、ふふ、と柔らかく笑った。

「ね、麦人君の音也君を想う気持ちは本物よ。迎えに来てもらえてよかったわね」

　優しく肩を叩かれた音也は、頰を染めてはいと頷く。

　嬉しそうでありながらも、泣き出しそうな表情に胸が熱くなった。同時に、その熱くなった胸が絞しぼられるように痛む。

　俺のせいでそんな顔させてごめん。俺のためにそんな顔してくれてありがとう。

「音也、話さしてほしいんやけど、聞いてくれるか？」

　遠慮がちに声をかけると、うんと麦人は素直に頷いてくれた。

「俺も、麦と話したい。あの、ママさん、いろいろすんませんでした。話聞いてくれはって、ありがとうございました」

　蝶子ママに深々と頭を下げ、音也は立ち上がった。そして心也にも頭を下げる。

「心也も、ありがとう」

「私は何もしてないし。謝るんだったら、兄ちゃんが話してるせいでママと話ができなかったお客さんたちに謝って」

　冷たく言われた音也は、す、すんませんでした、と周囲にいる客たちに慌てて謝った。

　五十代や六十代と思われる紳士たちは鷹おう揚ように笑う。

「いいよいいよ、気にしないで」

「相談に乗ってるママを見てるのも、またオツだったよ」

　彼らが目を細めていることに気付いて、麦人はムッとした。

　この人ら、音也をカワイイて思おもてるな……。

　蝶子ママと目が合って、軽くにらまれる。

　今はそんな場合じゃないでしょ。ちゃんとフォローしてあげなさい。

　そう言われた気がして、麦人は恐縮して頭を下げた。










　二人で帰ってきたのは麦人のマンションである。

　リビングのソファに座るように促うながすと、音也は硬い表情で頷いた。

「コーヒーでも淹いれよか」

　音也があまりに緊張しているので、少しでも落ち着いてもらおうとキッチンへ足を向ける。すると、ぎゅっと腕をつかまれた。

　驚いて見下ろした先に、真剣な表情の音也がいた。

「あの、あのな、麦、麦は女になりたいんか？」

　へあ？　と間の抜けた声をあげてしまったものの、すぐに納得する。

　僕も心也君と同じやと思たんか。

　女性の服を着る、イコール女になりたい、と考えたようだ。

「いやいや、違う。僕は女になりたいわけやない。ていうか、僕が着るて言うたんは噓や」

「え、噓なんか？」

「うん、噓や。噓ついてごめん」

　頭を下げると、音也は眉を寄せた。

「そ、そしたらあれ、やっぱり女の人の……。きっと、きれいな人なんやろな……。ＯＬの人の服やったし……、麦んちに仕事の服を置いといたってことは、麦んちから、仕事に……」

　どんどん悪い方向へ転がっていきそうな音也に、麦人は慌てた。

　彼の両腕をしっかりとつかみ、正面から向き合う。

「それも違うんや。僕は絶対に二股なんかしてへん。ほんまや、信じてくれ」

「けど、そしたらあの服何……？」

　不安げに見上げられ、麦人は言葉につまった。一度は正直に話そうと決めた決意が揺らぐ。

　ごまかしたい。噓をついてこの場を逃のがれたい。また変態と罵ののしられたくない。

　しかしそんなことをしたら、音也の信頼を完全に失ってしまう。

　麦人は深呼吸した。

「あのな、あれは、音也のやねん」

「え、俺のやないで」

「うん。音也に着てもらいたいと思て、僕が買こうてん」

　冗談でもなければ、ごまかそうとしているわけでもないとわかってもらうため、真剣な口調で言う。

　音也はゆっくり瞬まばたきをした後、不思議そうに首を傾かしげた。

「けどあれ、女の人用の服やろ？」

「……そうです」

　あまりにもまっとうな問いかけに、己がいかに変態的なことを音也に望んでいるかを思い知らされ、思わず敬語になってしまう。

「俺、女になりたいて思たこと、一回もないんやけど」

「うん、わかってる。ただ、僕があの服を着てる音也が見たかったんや」

「麦、俺に女になってほしいんか？」

「違う違う。男の、今のままの音也に着てほしいねん」

　もうほとんどヤケクソで本音を口にする。

　音也はまた瞬きをした。そして今度は眉を寄せる。

「全然、似合わんと思うけど……」

「いや、僕的には凄すごく似合うと思う。せやからこそ音也に着てほしい思て買こうたんや」

　我知らず熱心な口調で言うと、音也は黙り込んだ。

　あ、まずい、と思ったがもう遅い。

　音也は眉を寄せたまま、膝の上で組んだ手に視線を落としている。こぢんまり整った横顔からは、困惑と混乱が見てとれた。

　やっぱり引かれたか……。

　女装癖や二股、浮気は想像したかもしれないが、女物の服を着てほしいと言われるとは思っていなかったようだ。

「……麦」

「……はい」

　恐る恐る返事をすると、音也はおもむろに顔を上げた。

　まだ困惑や混乱は治まっていないようだが、先ほどよりは幾分か落ち着いて見える。

「なんかようわからんけど、俺のこと思て買こうてくれたんやな？」

「え、あ、うん。けど僕が見たかったんやから、音也のためていうより僕のためや」

「そしたら麦は、俺があの服着たら嬉しいんやな？」

「それはもちろん嬉しいけど、無理に着てほしいとは思わん。音也が嫌やて思うことはせんでええし、してほしいない」

　これは本当だ。コスプレだけでなく、どんなことでも強要はしたくない。

　きっぱりと言い切った麦人をどう思ったのか、音也は表情を緩ゆるめた。

「けど、着てほしいんやろ」

「それは、まあ、うん……」

　今更ごまかせなくて頷く。

　すると音也は小さく息をついた。麦人から目をそらし、ぽつりぽつりと言葉を紡ぐ。

「四年前に俺がひどいこと言うたん、麦は自分も悪かったて言うてくれたけど、やっぱり、言いすぎやったと思うねん……。言うてしもたことは、なかったことにはならんしな……。せやから、俺が言うたこと思い出して、やっぱり俺が嫌になって、女の人とも付き合い出したんかなとか……。俺が変態て言うたから、男同士やったらあかんて思て、自分が女になろうとしたんかなとか……。この一週間、いろいろ考えた」

　音也が真剣に、一生懸命に話してくれているのが伝わってきた。

　四年前のこと、そんなに気にしてたんか……。

　あのときは僕が悪かったのに。

　申し訳なさと愛しさで胸が熱くなる。

「なんか、いっぱいいっぱいになってて、電話に出んかってごめんな。四年前、完全に無視してしもたから……、メールだけは返さなあかんと思て返したんやけど、気分悪かったよな。ごめん」

「音也が謝ることない。あんなもんを置いといた僕が悪かったんや」

　強く首を横に振ると、音也も首を横に振った。

「麦は悪わるない。俺が、人の気持ちに鈍感なんがあかんねん」

　自じ嘲ちょうするように言って、また訥とつ々とつと言葉を紡つむぐ。

「どんなに考えたって、俺が考えられることなんか、たかが知れてる。そやから、蝶子ママに話聞いてもらおうと思て、バタフライに行ってん。ママ、事務服のことはわからんけど、麦人君が音也君のことを大事に思てるんは、見てたらようわかるて言うてくれはった。ああ、そうやなって思てん。麦、俺のこと凄く大事にしてくれてるなって」

　嚙みしめるように言った音也は、麦人を見つめた。

　眼鏡の向こうの真っ黒な瞳には熱が滲んでいる。

「麦が好きや。俺も麦に喜んでほしい。せやから、あの服着る」

　どこまでも真面目な顔で言われて、えっ、と思わず声をあげてしまう。

「僕を好きでいてくれるんはほんまに嬉しいけど、せやからてあの服は着んでもええで」

「着る。麦は俺にいろいろしてくれてるのに、俺は、麦に何もしてあげられてへんから」

「何言うてんねん、めっちゃしてくれてるよ。恋人になってくれて、僕を好きでいてくれる。一緒に駅メロ聞いてくれて、一緒にご飯食べて、キスしてセックスしてくれる。そんで僕は充分すぎるぐらい幸せや」

　湧き上がってきた愛しさのまま、想いを口にする。

　そうや。音也がこんなに僕のこといろいろ考えて、想おもてくれてるんや。

　音也にふられ、離れていた間の辛つらさを思えば、これ以上何を望む？

　麦、と震える声で呼ばれて顔を上げると、音也の顔は桃色に上気していた。今にも泣き出しそうな、それでいてひどく幸せそうな、なんとも言えない表情が浮かんでいる。じっと見つめてくる眼差しは、どこまでもまっすぐだ。

「麦に、そんな風に思てもらえて嬉しい。せやからこそ、俺も、麦のために何かしたいねん。麦に喜んでもらいたい」

「音也……」

　健けな気げな物言いに感極まる。

　抱きしめようと腕を伸ばしかけると、麦、とまた呼ばれた。

「俺があの服着たら、嬉しい？」

　先ほど問われたことをまたしても尋ねられ、う、と麦人は言葉につまった。

　既に着てほしいと言ってしまったのだ。今更覆くつがえすことはできなくて、ぎこちなく首を縦に振る。

　すると音也は恥ずかしそうに、しかししっかりとした口調で言った。

「そしたら、やっぱり着る」










　寝室のドアの前に立った麦人は、室内の気配に全神経を集中させていた。

　着替えたら呼ぶから待ってて、と音也に言われてから約五分。

　ほんまに待っててええんやろか。止めるべきやったやろか。

　葛かっ藤とうしつつも中の様子が気になって仕方がないのは、事務服を着た音也を見たい欲望が抑えきれないせいだ。

　麦、と呼ぶ声が聞こえてきて、ギクリと体が強こわ張ば　る。

「な、何や？」

「スカート、めっちゃ短いんやけど」

　困りきった口調に、軽く目め眩まいがした。

　音也に着せる想像をしていたからＬサイズを買ったものの、スカート丈はかなり短かった。

「それは、そういうもんや」

「そうなんか？　こんなんで仕事できるんかな」

　真面目なつぶやきが聞こえてきて、また目眩がする。

　や、音也、それは普通の事務服やのうて、エロい系のコスプレ用の服やから。

　心の内だけでツッこんでいると、麦、とまた呼ばれた。

「一応、着れたから……。入ってもええよ」

　無意識のうちに、ごく、と喉のどが鳴る。

　まさか、ほんまに見られるとは思わんかった……。

　興奮なのか緊張なのか何なのか、よくわからない感情に巻かれながら、麦人はそろりと寝室のドアを開けた。

　所在なげに立っていたのは、白いブラウスの上に藤ふじ色のベスト、同じく藤色のミニのタイトスカートを身に着けた音也だった。黒縁の眼鏡と白い靴下は自前なのに、服装にぴったりだ。

　何よりも、真っ赤に染まった貝かい殻がらのような耳と、スカートから伸びた白い脚に目を奪われた。脚が揃そろえられておらず、だからといって大きく開いてもいないところが、またそそる。想像以上の可愛らしさといやらしさだ。

　麦人が黙っているので不安になったらしい。音也はスカートをいじった。
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「や、やっぱり、変か……？」

「へ？　いや、全然変やないで！　かわいい。よう似に合おてる」

「う、噓つけ、似に合あうわけないやろ。もう脱ぐ」

　ベストにかかった音也の手を、麦人は思わずつかんだ。

「大丈夫や、よう似に合おてるから」

「噓や」

「噓やない。ほんまにかわいい」

　手を引いて強く抱きしめると、ぎゅっとしがみつかれた。

　音也、この服に着替えるだけで、どんだけ恥ずかしかったやろう。

　そう思うと、愛しさが込み上げてくる。

「着てくれてありがとうな。嬉しい」

「ほんまか？　嬉しい？」

　うんと頷いて、麦人はわずかに腕の力を緩めた。

　麦人の背中に腕をまわしたまま、音也がおずおずと顔をあげる。麦人の笑顔を確かめると、恥ずかしそうに笑った。羞しゅう恥ちのせいか、その目は潤うるんでいる。

　ああ、かわいい。たまらん。

　無防備に開かれていた唇に、麦人は夢中で口づけた。舌を差し入れて口内を思う様愛撫する。

「んっ、ん」

　音也は喉の奥から苦しげな声を漏らした。息を継つがせるために角度を変えると、むぎ、と呼ばれる。

「うん？　何や」

「これ、脱ぐから、待って」

「どうせ、今から僕が脱がせるんや、そのままでええよ」

「けど、ぅん」

　再びベストにかかった音也の両手をつかみ、更に深く口づけた。

　貪むさぼるようなキスを続けながら、すぐ後ろのベッドにゆっくり押し倒す。膝から力が抜けたらしく、音也の体は呆あっ気けなく崩れ落ちた。

　開かれた脚の間に体を入れると、音也は小さくもがく。

「ん、や、麦……」

　もともと腿ももの途中までしかなかった短いスカートが、脚の付け根辺りまでめくれ上がっていた。下着が露あらわになったのが恥ずかしいらしい。事後に下着だけを身につけて同じベッドで眠ったことは何度もあるが、こんな風に恥ずかしがった覚えはない。

　スカートの効果か……。

「大丈夫や、後でちゃんと脱がしたげる」

　囁いた声が上擦っているのを感じながら、麦人はベストのボタンをはずした。間を置かずにブラウスのボタンもはずしていく。

　露あらわになった滑なめらかな首筋、直線的な鎖さ骨こつ、薄い胸、削そげた腹に食はむように口づけると、麦、とまた震える声で呼ばれた。

「シャ、シャワーは？」

「ええよ、そんなん」

　言って、既に硬く尖った乳首を口に含む。

「あ、あっ、ん」

　きつく吸う度たび、白い脚がもどかしげにシーツを蹴ける。はだけられた柔らかな生き地じのブラウスから覗くのは、桃色に上気した肌だ。眼鏡をかけたままの顔も真っ赤で、泣き出しそうな表情が浮かんでいる。

　何度も想像した以上の淫みだらな光景に、麦人はたまらなく興奮した。

　僕の妄想力もたいしたことなかった。

　そうだ。どんな妄想も、本物の音也に敵かなうはずがない。

「音也、音也、音也」

　掠れた声で呼びながら、滑らかな腿ももを撫でまわす。それでも飽き足らず、雪のように白い内腿に口づけた。ちゅ、ちゅ、と吸って赤い花をいくつも咲かせる。脚の付け根に近い場所に吸いつくと、びく、と腿が震えた。

「や、あ、麦、麦」

　音也の腰が淫らに揺れた。目の前にある下着の前が膨ふくらんでいる。しかも布の色が変わっていた。濡れているのだ。

　音也もいつもより感じてる。

　見たくてたまらなくて、麦人は音也の下着を一気に引き下ろした。

「あぁっ……」

　布に擦られて感じてしまったらしく、音也が掠かすれた嬌きょう声せいをあげる。

　藤色のスカートの下から、既に立ち上がった音也の性器が現れた。濃い色に染まったそれが震える様は、ひどく淫いん靡びだ。

　食い入るように見つめたまま触れると、ぁん、と音也が色めいた声を漏らす。

　官能的なその声に誘われ、麦人は熟れた果実を躊躇ためらうことなく口に含んだ。

「あっ、や、麦っ……、は、あぁ」

　先端に舌を這わせた途端、とぷりと新たな蜜みつが湧いた。

　ひどく甘く感じるのは、音也がこぼしたものだからだ。初めて彼のものを飲み干したときも、歓喜のあまり本当の蜜のように感じた。

　喉の奥まで導き、唇を窄すぼめて扱しごいてやると、次から次へと蜜があふれる。

　音也の腰が淫らに揺れ、ますますスカートがめくれ上がった。

「あ、あは、あかん、も、あか」

　麦人に口でされていることはもちろん、腰を覆う唯一の布地がめくれるのも恥ずかしいらしく、音也は震える手でスカートを下げようとする。しかし結局は麦人の口こう淫いんの激しさに負け、藤色の布を握りしめるだけになってしまった。

「や、やぁっ、いくっ……」

　悲鳴のような声をあげ、音也は達した。

　勢いよく迸ほとばしったものを全て口で受け止め、ゆっくりと飲み下す。

　全部、俺のや。

　満足感を覚えると同時に、名な残ごり惜おしさを感じながら性器を口から離すと、ああ、と音也は声をあげた。びくびくと痙けい攣れんするように震えた後、ベッドに四し肢しを投げ出す。

　荒い息を吐く音也を、麦人は改めて見下ろした。

　眼鏡はかけたままだったが、音也にその自覚があるかどうかは怪しい。陶とう然ぜんとした表情は、彼がいかに強い快感を味わったかを伝えてくる。

　ブラウスとベストは肩口にひっかかっているだけだ。ピンク色の乳首は紅に染まり、露わになった肌には赤い印がいくつも散っている。腰にはめくれ上がったスカートが纏まとわりついていた。その下には欲を吐き出して濡れそぼった性器が息づいている。しどけなく開かれた腿ももにも、やはり赤い花がいくつも散っていた。その色づいた腿とは反対に、履はいたままの靴下は真っ白だ。

　扇せん情じょう的てきな光景を目の前にして、全身が燃えるように熱くなった。

　エロい。エロすぎる。

「音也、入れてもええか？」

　切せっ羽ぱ詰つまった物言いになってしまったのは仕方がない。

　音也は閉じていた目をうっすら開けた。眼鏡をかけているせいで麦人の欲情した顔がはっきりと見えたのだろう、ん、と小さく頷く。

　麦人はベッドサイドに置いておいたローションをやや乱暴に手にとった。とろりとしたそれをたっぷり指に纏わせ、脚の間に潜もぐり込こませる。

　尻の谷間を探ると、音也は小さく声をあげた。

　それにかまわず、見つけ出した窄まりに指を二本まとめて押し入れる。

「んんっ……、ぅん、あっ……」

　二週間ぶりに味わうその場所は、まだ硬かった。二本の指を食いちぎらんばかりに締めつけてくる。が、ひどく熱をもっていて焼けるようだ。

　ごく、とあからさまに喉が鳴る。

　早はよここに入れて、無茶苦茶に突きまくりたい。

　けど、音也にも気持ちようなってもらわんと意味ない。

　根元まで入れた指を、ゆっくり抜き差しする。

「は、あっ……、あ、あん！」

　抜くときに感じるところを押してやると、音也は高い嬌声をあげた。

　きゅ、とそこが愛らしく締まる。

　その感触を陶とう然ぜんと味わいながら、麦人は敏感な場所を連続して擦こすった。

「あ、あは、麦、あか、そこ、あか」

　快感から逃れようとしているのか、それともより深く味わおうとしているのか、音也は腰をくねらせた。指を増やして更に愛撫すると、色を帯びた声をこぼし、背を反そり返かえらせる。

　触れてもいないのに、性器が再び立ち上がってきた。色濃く染まったそれは、とろとろと雫しずくをこぼしながら震える。指を入れた場所も、艶なまめかしく収縮し始めた。体温で溶けだしたローションがぐちゅぐちゅと卑ひ猥わいな音をたてる。

　もはやスカートのことは頭から飛んでいるようで、音也はシーツを握りしめて悶もだえた。

　しかし麦人の目には、肩口にひっかかっているブラウスとベストも、めくれたスカートもしっかりと映っている。

　やばい。鼻血出そう。

「もう、あか、あかっ……、前も、まえも、さわって」

「ん、わかった」

　すすり泣きながら強ね請だられ、後ろを解ほぐす指はそのままに性器に軽く触れる。

　刹せつ那な、音也は呆気なく達した。

　勢いよく放たれたものがスカートを汚す。しかし麦人が内側から刺激を与え続けているせいで、淫らな腰の動きは止まらない。

「ああっ、は、ぁん、も、や、やぁ」

「音也、音也。入れてもええか？」

「ん、ぅん、いれ、入れて、麦の、入れて」

　耳を溶かすような甘い声に、麦人は思わずきつく目を閉じた。

　もう我慢できん。

　麦人は全ての指を一気に引き抜いた。あぁ、という音也の色めいた声を聞きながら、震える手でズボンの前をくつろげる。とてもゴムをつけている余裕はなく、麦人はすぐに音也の両の脚を強い力で持ち上げた。そして間を置かず、ローションにまみれて蠢うごめくそこを貫つらぬく。

「あぁん……！」

　狭い場所を押し開く感触が与えてくれる強い快感を味わった直後、根元まで入れた性器をきつく締めつけられ、く、と喉が鳴る。

　あかん、と思った次の瞬間には、耐えきれずに達してしまった。

「あっ、あ……、中、出てる、出て、あぁ……」

　中を潤うるおされる感触にひどく感じてしまったようで、音也は腰をくねらせた。麦人を受け入れた場所も激しく収縮する。一度達したというのに少しも衰おとろえない性器を、そうして容よう赦しゃなく愛撫され、麦人は低くうめいた。

　音也の中はいつも信じられないほど気持ちがいいが、今日はまた格別だ。

「音也……、音也、動くぞ」

　掠れた声で言いながら音也の脚を抱え直し、腰を強く打ちつける。

「あっ、んっ、あか、あか……！」

　音也もいつも以上に感じているらしく、麦人の動きに合わせて自みずからも腰を振る。

　つながった場所から淫いん靡びな水音があふれた。音也はその音に勝まさる淫みだらな声をひっきりなしにあげ続ける。あまりに強烈な快感に、麦人も思わず声を漏らした。

「は、あ……、音也、音也っ……」

「あん、あっ、麦、麦、むぎ」

　まるで麦人の名前しか言葉を知らないようにくり返し呼ばれ、愛しさと情欲がこれ以上ないほど高まる。たまらなくなって殊こと更さら激しく律動した次の瞬間、音也が高い嬌声をあげた。再び高ぶっていた彼の性器が、欲の蜜を吐き出す。
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　音也、触らんでもいったんや。

　そう思った途端、麦人も達した。全身が総そう毛け立だつような快感に襲われ、また声を漏らしてしまう。

「ぁあ、あつ、あつい」

　甘く蕩とろけた声で訴える音也の中は、艶めかしく蠢いていた。もはや律動はやんでいるのに、その動きのせいで微かな水音があふれる。

　あかん。またしたなってまう。

　麦人は思わず己の劣情を全て引き抜いた。

　あぁ、と嬌声をあげた音也から敢えて視線をはずす。強く目を閉じて深呼吸をするものの、欲求は一向に治まらない。

　僕、どんだけ興奮してんねん。

　音也との初めてのセックスでも、もう少し余裕があった気がする。

「麦……？」

　つながった後は決まってキスをしたり抱きしめたりするのに、どちらもないせいだろう。乱れた息の合間に、音也が不安そうに呼ぶ。ん、と麦人はどうにか返事をした。

「どうしたん……？」

「や、なんでもないで……」

　答えた声は、到とう底ていなんでもないとは思えないほど掠れていた。

　音也は小さく首を傾げる。

「まだ、したいんか……？」

「いや、もう二回も出したし、大丈夫や……」

　またしても、少しも大丈夫ではなさそうな声が出てしまう。

　クス、と音也が小さく笑った。かと思うと、悩ましげな吐息を落とす。

「しても、ええで……。俺も、したいから……」

　音也の言葉が耳に届いた瞬間、かろうじてつながっていた理性の糸がぶつりと切れた。

　勢いよく振り返ると、音也は体を横にしてじっとこちらを見つめていた。先ほどの激しい交わりのせいで、眼鏡ははずれている。情欲に潤みきった瞳と直に視線が合った。

「な、して……」

「音也……！」

　麦人は音也の体を力ずくでうつ伏せにした。愛撫をしたわけではないのに嬌声をあげた彼の腰を、高く持ち上げる。

「あ、やっ」

　めくれていたはずのタイトスカートが、一連の動きのせいで再び下りていた。小さな尻を覆うそれを、自分がひどく興奮しているのを感じつつそっとめくる。

　外気にさらされた二つの白い丘は、健気に震えていた。その谷間にある窄まりは、更なる刺激を請こうように口を開けている。麦人が放ったものとローションにまみれた、ピンク色の内壁が目に飛び込んできた。

　──マジであかん。

　麦人はほとんど飛びかかるようにして一気に突き入れた。

「ぁあ……！　や、あ、あぁ！」

　音也の感じたままの声を聞きながら、夢中で責め立てる。

　やがて訪れた絶頂は、全身を蕩かせてしまうほど甘く、同時に、全身が痺しびれるほど刺激的だった。










　事後、音也と一緒に風呂に入り、中に何度も放ったものを丁寧にかき出した。本当は恥ずかしかったのかもしれないが、疲労困こん憊ぱいだったせいだろう、音也は抗あらがわなかった。息も絶え絶えになった彼を湯船に浸つからせている間に洗濯機をまわし、清潔なシーツを敷いた。それからまたバスルームに引き返して音也にパジャマを着せ、ベッドまで運んだ。

　音也、ありえんぐらい、めちゃめちゃエロかった……。

　彼の嬌きょう態たいを思い出すだけで、頭の芯が熱くなる。

　そんでまた、寝顔もありえんぐらいカワイイ。

　改めてシャワーを浴びて寝室に戻ってくると、音也はすうすうと寝息をたてていた。情事の最中の淫らさと色っぽさはどこへやら、あどけない寝顔だ。

　やはりにやにやしながらも、起こさないように気を付けて彼の横に体を入れる。

　すると音也は小さくうなった。閉じられていた瞼がゆっくり開く。

「むぎ……？」

「ああ、ごめん。起こしたな」

　目をこすりながら、ううん、と音也は首を横に振った。意識の半分は夢の中にいるのか、ごく自然な仕草で麦人にくっついてくる。

　腰に腕をまわして抱きとめてやると、安心したようなため息を落とした。

　布地越しに伝わってくる体温が心地好くて、麦人も大きく息を吐く。

「なあ、麦」

「うん？」

「あの服、普通に俺に着せたかったんと違ちごて……、あれ着た俺と、セックスしたかったんか？」

　ストレートな問いかけに、麦人は言葉につまった。

　なんでばれたんや。

　──あんだけ興奮してやりまくったら、ばれて当然か……。

「違うんか？」

　責めるわけではなく、からかうわけでもなく、純粋に知りたいという気持ちがこめられた眼差しを向けられ、麦人は観念した。

「……そうや。あの服着た音也に、エロいことしたかってん」

　ふうん、と音也は相づちを打つ。

　あきれられただろうか。あるいは引かれたか。

　体を固くしたものの、音也は麦人から離れようとはしなかった。それどころか、きゅ、としがみついてくる。

「たまにやったら、してもええで」

　小さな声で言われて、え、と思わず声をあげる。

「毎回は、無理やけど……。たまやったら、ええ」

「マジで？　え、けど、なんで？」

　麦人は胸元に顔を埋うずめている音也を見下ろした。顔色はわからないが、耳は真っ赤に染まっている。

「麦が嬉しいと、俺も、嬉しいし……。それに……、俺も、気持ちよかったから……」

　蚊の鳴くような声で囁かれて、じわじわと胸が熱くなった。

　嬉しい。めちゃめちゃかわいい。愛しくてたまらない。

　いろいろな感情が混ざり合って込み上げて来て、麦人は音也の頭に頰ずりをした。

「そしたら、またさして」

　音也は恥ずかしそうに、しかし素直にうんと頷く。

　今度は何の服にしよう。メイド服か、ナース服か。ミニスカのポリス服もいい。

　早くも暴走しそうになる想像を、麦人は敢あえて止めた。

　どんな服を着せる妄想をしても、本物の音也には敵かなわないのだ。

　ともかく今は、あきれることも引くこともなく受け入れてくれた恋人に、心から感謝すべきだろう。

「ありがとう、音也。大好きや」

　額ひたいにキスを贈ると、音也は身じろぎした。

「……俺も、好き」

　胸元から聞こえてきた愛の言葉にたまらなくなって、麦人は音也を強く抱きしめた。










　　　　あ　と　が　き







　久々に普通の恋愛ものを書こう！

　そう決めて表題作を書き始めたのですが、普通の恋愛がどういうものかわからなくなっていて、束つかの間ま茫然としました。自分が好きな鉄道や地図のネタを入れて、なんとか乗り切った次第です。

　しかし書き下ろしが加わったことで、最終的にはやはり「普通の恋愛もの」にはならなかった気がします……。

　ともあれ、執筆はとても楽しかったです。

　センシティブに見せかけて、後半はアレな感じですが（……）、読んでくださった方に気に入っていただけるよう祈っています。




　デビューさせていただいて十五年。

　最近、自分のモエを見つめ直しています。

　ヘタレ攻とオトコマエ受に最もモエるのは、デビュー当時から変わっていません。同級生にもモエますし、年下攻にもモエます。ここ数年で、オトコマエ攻や健けな気げ受にもモエるようになりました。

　そうしてつらつらと振り返るうち、以前モエていなかったものにモエるようにはなっても、モエていたものにモエなくなってはいないことに気が付きました。モエ幅はばは広がるばかりのようです。

　今、一番熱いモエは「残念攻」です。普段はかっこよくて非の打ちどころがないのに、受に対してだけ、ああ、残念……、と思える箇か所しょがあるとモエます。本書の攻も残念攻ですね。実はハイスペック攻にはあまりモエないのですが、残念攻の場合は、ハイスペックであればあるほどモエます。

　これから先、新しいモエに出会うのが楽しみです。




　最後になりましたが、本書に携たずさわってくださった全ての皆様に感謝申し上げます。

　編集部の皆様、ありがとうございました。特に担当様にはたいへんお世話になりました。これからも精しょう進じんしますので、よろしくお願いいたします。

　素敵なイラストを描いてくださった木きの下したけい子先生。お忙しい中、挿絵を引き受けてくださり、ありがとうございました。音おと也やを可愛らしく、麦むぎ人ひとを優しげなハンサムに描いていただけて、とても嬉しかったです。二人ともイメージ通りでめろめろになりました。

　支えてくれた家族。いつもありがとう。

　そして、この本を手にとってくださった皆様。貴重なお時間を割いて読んでくださり、ありがとうございました。もしよろしければ、ひとことだけでもご感想をちょうだいできると嬉しいです。




　それでは皆様、お元気で。
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３月１日生まれ。魚座・Ｂ型。
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１月８日生まれ。山羊座・Ｏ型。

漫画家。主な作品に「今日も月が綺麗」、「召し上がれ愛を」（ともに新書館）、「今宵おまえと」シリーズ（大洋図書）がある。
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本書の無断複製（コピー、スキャン、デジタル化）等並びに複製物の無断譲渡及び配信は、著作権法上での例外を除き禁じられています。また、本書を代行業者等の第三者に依頼して複製する行為は、たとえ個人や家庭内での利用であっても一切認められておりません。
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